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ミ
技 術 的概 念tと は何 か

授業研究を理論的にすすめるために

―一第15次産教連全国研究集会によせて一―

禎佐

は  じ め に

狂ったように変 り続ける教育課程の中で,私た

ちは, ともすると現に実践している技術教育に,

自分から熱意を失いかねない。昭和47年度・中学

に実施される予定の改訂作業は,き くところによ

ると,技術・家庭の必修を 2時間におさえ,他は

差別教育の裏側に回す意向で進んでいるそうであ

る (“期待される人間像"と あわせて,本年10月 に本答

申となる中教審の “後期中等教育のあ り方について"

の中間報告41.4.28を みれば, 差別教育の推進は明ら

かである)。 この差別教育が現在の教育制度を破壊

し去ることについては,全国民的な闘争課題であ

るが,技術科では, この問題が集中的に現われる

点で,特別,私たちを緊張させないわけにはゆか

ない。私たちは,む しろ日ごろの実践の中から,

この攻撃に耐えられるだけの理論的な支柱を準備

してゆかねばならない。 この理論的な支柱 (主体

性)の必要なことは,昨年の夏期大会 (神奈川県・

愛川大会)で も強調されたわけであるが, 具体的

には, “技術か技術学か"“労働"の観点をどのよ

うに扱 うか, “技術的能力"を どう解釈するか,

それにともなって “技術的概念"の形成過程はい

かにあ るべ きか (製作課題の扱い方をふくめての論

議)等の問題が, 現在検討されつつある。本連盟

の場合は,特に大胆な仮説を立てて,それを教材

構成に及ぼす とい う方向ではなく, “技術科が

2

「 技術」を学ぶ中ソき的な場"であるとし,技術学

習のあ り方を,子 どもの人間形成 と密接なかかわ

りあいがある点から検討を深めてきたといえるで

あろう。しかし,いずれの立場からせよ,1乍年度

の日教組全国研究集会などに現れた実践は,「理

論的裏づけ」を持 ったものがふえてきている。技

術科の理論的な主体性の確立も,さ まざまな観点

から深められつつあるとの感が深い。こうした情

況の中で,私たちも (不特定), 自分の研究を進め

て行 く基準を,客観化し,誰にもわか りやすくす

ることが必要になってきていると思、われる。そし

て,各 々の立場の研究を出し合って,組織的な研

究を進めることができるような体制を可能ならし

めることが急務である。

〔研究を進めて行く基準をどこにおくか〕

第15次 日教研での実践報告をみてもわかるよう

に (本誌 3月号・藤井万里氏の集約), 製作課題の中

で “技術的な思考"を大切にした り,客観的な認

識の成立や,直観を大切にする教材・教具・教授

法の研究が進 ん で い る。また昨年の東京集会で

は,足立区から “エネ ル ギ ー源を大切にする教

材"と して採炭・採油をふくめたもの (福井氏),

集団思考を大切にする授業展開 (設計から完成まで

・藤井氏)の実践報告。日教組みたけ集会では1山

台から “原動機の歴史的学習"(本紙 1月号 。高橋

二躍
蝿

」
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氏)等,大胆な仮説に立った実践もでている。 以

前から「 技術学を中軸にすえて」 とりくんできて

いる岩手の “技術教育を語る会"の
「 鋳造の示範

実験授業」も,同 じ鋳造をとり扱 った過去の実践

例 (姫路市広嶺中・本誌1959・ 11月号,そ の他山形県)

とは全く異った観点 (金属の組織)で ある。また,

いわゆる文部教研の中でも “思考力を養 うこと"

が大切とされ, 自作教具などが「 ェ学的」に追求

されている。このような実践的研究に一貫してい

るものは, この “思考力"を養 うということであ

るが,その迫 り方が実は最大の問題をかかえてい

るわけである。ブ ツ クエ ンドの強度を測定した

り, コンデンサの特性を追求した りする,部分部

分の理論化の総体を,技術科の近代化と勘違いす

る例は,文部教研の中に非常に多かった。それは

問題外 としても “技術的思考力"の発達過程と,

生徒の身についた技術的な実践能力との関係を,

資本主義社会に送 り出される人間像との関連の中

でどうとらえたらよいのか, という総体的な理論

化に耐えられる「 技術科の主体性確立のための論

理」の形成は,や っと緒についたばか りであると

いえよう。

この “論理"(理論的統一の方法)を , どこから出

発させるかは,上述の多くの実践の示すように,

“技術的思考力とはどのようなものか"と か単に

“技術粕勺能力" とは何かとか, 下言己のように, さ

まざまであってわるいことはない。

〔記〕 どこから論理を展開するかの例

1.「思考力」・………工学的な迫り方 ④本立・ブックェ

ンド・自転車などと併列的なもの,③加工・機械・

エネルギ変換の中で最も基本となるものを精選しよ

うとするもの ③他の面から追求すれば,当然,思

考はふくまれるので中心的課題とはしないもの等

2.「能力J:・ ……・生徒の主体的な迫り方 ④技術的諸能

力を自然科学ないし工学的なるものに重点をおく

③技能も大切にし,子供の発達に応じて実践力をふ

くめた総合的な能力を考える能力指標を設定しその

重畳を意図する。③経験や,生徒の興味を生かし,

青年前期の人間形成の中で技術的な人間形成の来盤

を養う,等等

3.「概念の形成」・………能力とか思考力といっても,結

局は技術的概念の形成が最終的には大切なのだ, と

する。しかしこの “技術的概念"と はどのように規

定されるべきかに問題がある。当然上記 1,2の考

え方の中の相違が ここに も現われるであろうが
,

“技術的思考"と か “技術的概念"力 「`とくべつの

形の知性として存在するかどうかは,解決されたと

考えられない」 (ソ ビエ ト誌 “学校と生産"1962.

9号の論文より……本誌1963.6月号 “生徒の技術

的思考の発達"杉森勉)のであるから,いずれにし

てもこの問題も仮説の_上に立脚してい る といえよ

う。……④理論的な概念形成を先行させ,実践段階
′
で適用する ③理論と実践の相互作用の中で,すな

わち,分析と総合によつて技術的概念が形成される

……結果として工学的な系統性が重視される ③製

作課題を中心にした問題解決学習を重視し,「労働」

や「経済性」をふくめた広義な概念を想定し,「 技

術的概念」の形成も単一なものから複合したものヘ

発達する。その際,単一な概念はそのまま生き続け

てその内容と拡が りを増加させることをふくむ等。

4.〔主要教材の決定を失行させる〕社会的要請・歴史

的要請などを考えて,技術科の教材には何が必要か

を考え,次に,教授法を考える (選定された教材の

範囲で生産の能力の発展を考える)。  この外的規定

は当然上記のと併行して考えられるものであるが・・ヽ

一〇主要産業部門のうち現在の教育条件から考えて

物理的な倶1面が中心になる ③技術的観点 (系統発

生と個体発生の融合が可能とする)◎ 日常生活に

おける実用的側面も重視する等。

以上, 4つ の “方向"の例を挙げてみたが,そ

れぞれが固定的なものでもないし,の～Cの 例 も

互いにかさな り合 っている部分が多いであろう。

これ らの “傾向"を持つ研究は,今までどのよう

な具体例があるかは,省略せざるを得 ないが, 1

～ 4の方向の中で, 4については, もはや限界に

達 したものと思われ る。技術科の教材に,な にを

とり入れたらよいかを決定することは,生徒に,

“どのような力をつけるのか"“つけられ るのか"

の問題の検討なしに考えられない。今 までの漠然



とした実践や,思いつき,行き当り式の研究,過

去10年 からの “勘"な どから,「アンはよい,コ

ンはオっるい」「 コИま時間がかかる, アレは方仁設

的に無理だ」など とい う ことでの教材の “られ

つ"は ,も う終ったものとしなければならない。

「 木材加工は減らすべきだ」 との主張は,な にを

根拠にあるのか,相対的に「 金属加工や機械学習

・電気のほうが大切」らしいから, というのでは

教育理論にはならない。教材の整理(縮少・拡大)

再編成が必要なことは,教育の機能として当然の

ことである (そ の自由を制限する国家統制によるもの

は論外である)。 では,なにをもって再編成の基準

としてゆくべきか。これは短期間に結論のでるも

のではない。特に技術科のように研究の遅れてい

る部門では,上記 1～ 2の ような方向づけが,や

っとでてきた段階である。そして,技術科の教育

内容に関する自由な自主的研究の条件は,ひ どく

わるいし,組織的な研究は統制によってのみ可能

というのが実情である。しかし,技術教育の国民

教育に占める重要性を自覚した, 自主研究の成果

も,頭初に述べたように輩出してきている。私も

産教連の一員として,独 自の主張を展開してきた

が,上記の 1～ 3,⑪～ c~|の,よ うな実践的研究

の方向の中での位置づけを, 自分なりに明確にし

て行きたいと思っている。その明確さも,相対的

なものであることは間違いない。研究や実践を進

めてゆく中からしか,明確なものは出せない, と

いうのが私たちの実状であろう。

私は,昨年まで「 能力指標」の設定とその追跡

を実践的な課題 としてきたが,こ の研究方向に行

きづまりを感じてきた。“どのような力がついた"

か “つけられたか"は,製作課題のとりくみの中

ではある程度明確にされたし,効果も上ったと思

われる (本誌 5月 号,p.7,木工旋盤における切削学習

の効果,「技術科の指導計画」 1966.6月刊国土社 p.

44,のみによる切削学習,等参照)。 しかし,その能

4

力が, どの程度に “一般化され (転移され)得る

ものかについては,極めて悲観的な資料しか手に

はいらなかった (同 5月号・p.8～9.刃先にはたらく

力のモメント・ベクトル的観念の定着の悪さ,機構学習

における概念形成の劣悪さ)。 このことは技術的育旨力

が, ともすれば,あ る特定分野の実践面に固定し

て考えられ,習熟や練習効果のいとまのないスケ

ジュールの中では, “一般化された能力"になり

にくいことを示している。 “一般化された能力"

とはどのようなことを意味し,ど うすれば身につ

くのだろうか,次に私なりの仮説を述 べ て み た

い。とにかく “能力論"の陥 りやすい欠点は,実

践場面に固定されがちである, ということから,

私はもっと能力の何たるかに目を向ける必要を感

じている。このことは “能力指標"が無意味であ

るというのではないが,表現・分割・加工・組立・

測定等の総合経験領域 とか,材料・機構・構造等

の分析的経験領域 とかの能力指標の立て (本誌,

1964.11月 号)方が変更され なければならないこ

とも事実であろう。

〔技術的概念の形成過程を追求する〕

(1)技 術的概念は存在する

「 思考」とは,あ る課題に対して “記憶されて

いることがら"や想起されたことがらを,課題解

決の方向に対して方向づけ動員する大脳皮質上の

現象である (論をいそぐため大ざっばないい方で申し

わけないが)が, このことがらが概念に相当する。

そこで “技術的な概念"と いうものが存在するか

どうかが問題であるが,私は仮説 として存在する

という前提に立ちたい。論理的な思考に必要な概 :

念は一般に “拡が り (外延量)"を持ち特定な範囲

をもって “区別" “識別"を成立させると同時に

その “区別"された “もの"の特性や実態を内容

としてふくむ “内包量"を持っていることは論理

学上の初歩に属するこ とで あ る。概念における
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“拡が り"に しても “内容量"に しても,それが

人間の経験 (感覚的・知覚的・思考的)に基 いて規

定 されることも自明である。であるから, “生産

技術"特有の経験領域の存在を認めるとすれば,

当然 “技術的概念"も存在してよいはずである。

「 鉄」について知っているこ とを い え, といわ

れれば,種 々なこたえかたがあろう。しかし「 鉄

の利用に関しての “強さ" “変形育ピ'」 というこ

とになれば,「鉄はかたくてつめたい」 というよ

うな「 水」と同じ “こたえ"は出てこないはずであ

る。そしてもはや「技術的概念」 として「 鉄」は

一般的ではなく「 炭素鋼」 とか鋳鉄とかに変わる

のである。生徒のもっている “技術的概念"は
,

日常用語,商用語等 とかさなって非常にあいまい

になっている。その “かさな り合い"を切 りすて

ない状態の中で, “技術的な概念"の形成を確実

なものにする必要がある。さてもう少し “技術的

概念"の特徴を述べよう。

(2)技 術的概念は自然科学的な裏づけに支え

られながらも,それは “実践的な概念"であ

り, “行動的な概念"である。

“知っていること"が,実践場面では何の役目も

果たし得ないことが よ くある。技術とは実際に

“物質"に人間が,さ まざまな方法ではたらきか

ける “実体概念"で あるか ら,技術的概念が,

“現実の諸条件"と 切 り離 され て, “実験室 の中

でのみ"成立するものではない。たとえ,実験室

の中で完成されたものであっても,それは,す で

に歴史的, 社会的, 経済的な制約下にある。 私

は,技術的概念を純粋に自然科学の応用というよ

うには考えない。 このことは中等教育段階での問

題提起上,当然であろう。量子論とか原子物理学

とかが果す技術上の問題ではなく,国民教育の課

題に対しての “技術教育上の概念規定"であるこ

とに注意されたい。この “実践的概念"の意味も

ただちに産業に役立つということではなく, “物

質"に立ち向い, “労働"に立ち向う “方向性を

持った概念"と いう意味である。このことは「 概

念形成」にかかわる生徒の経験の質に関係してく

る。炭素の合有量 0.5%以下を軟鋼といって,焼

入れ効果は,少いとか,マ ルテンサイ トの結晶構

造は体′い構造であって,最も鋼 の 硬 い状態であ

る,な どと知っていることが「 鋼」に関する技術

的概念の形成素因であるだけではない。ただ “わ

かった"と か “知っている"こ とが技術的概念を

形成するのではなく,それらの “知識"を動員し

て “半」別"さ れたことがらにどう立ち向かえるか

「 労働手段」の利用が可能とな って い ることを

技術的概念の内容としておさえておきたいのであ

る。であるから,一 口に「 鋼」 といっても,あ る

任意の実践 (課題)場面におかれた中で, さまざ

まな概念の「 動員態勢」が可能となっていなけれ

ば,「鋼」に関する “技術的概念"は形成された

とはいえないのである。ここでは (「鋼の例」)「鋼」

に関する “技術的概念"と いっても,それが,論

理学上の一個の “概念" Begriffで ないことは明

らかである。では,そのような総括的な,わ るく

いえば漠然としたものを “技術的概念"な どとい

う必要はないではないか。塑性変形とか,熱処理

とか,鋳造とか,そ して,それら技術的方法に関

して,シ
、要な “概念形式"た とえば,曲げ・引張 り

あるいは焼入れ・焼なまし,あ るいは溶解・結晶

構造とかの個々の現象に対してのもの,そ して実

践としては,可能な範囲で経験させ,その中でま

た「 労働手段」に関する知1識や用法を学ばせれば

よいではないか, という疑間 が あ ろ う。たしか

に “技術的概念"は固定した一個の Begriffでは

ない。それは,さ まざまな “子"や “孫"概念 と

して分裂する。たとえ最終的な “結晶構造"に し

てもまた “電子"ま で分解されてゆくであろう。

しかし, ここで考えてみなければならないのは,

たとえば “焼入れとは"と いって理化学辞典の10



数行の説明を知つていても,な にもならないこと

である。技術的概念 というのは単一で成立しない

ことがその特徴なのである。「 切削」の概念も多

岐である。くさびの原理がわかったとい うだ け

で「 切削」を理解したとはいえない。刀物や加工

物の材質,運動形態から,仕上 り効果,工具や機

械の種類までふくめて,具体的,現実的な理解に

達 しなければ「 切削」の概念は具体的であり,現

実的なものであって単一概念の自己完結(た とえ 1

ばという概念のように)は成立しないのである。 こ

のような特徴は体育などで “バレーボーノじン"と は

何かを知っていても,始まらな tヽ の と同様であ

る。以上のような観点から “技術的概念"は “実

践的な概念"であり,ま た,それ以外のものでは

ないことはご理解いただけるものと思う。技術的

概念はつねに “特定の物質の存在様式"にかかわ

って成立してお り,社会的・歴史的に制約されて

お り,実践にかかわってお り,自 然科学や社会科

学の概念に解消し得ないことを明確にしておきた

い。

(3)技 術的概念の形成過程はどのように考え

られるか

“技術的概念"が 自然科学的理解や実践によって

裏づけられた総合的な “概念形態"または “概念

構造"を持っていると考えれば,そのような “概

念"力 一ゞ朝一夕に,急激に形成されるものでない

ことは自明である。 “鋼"と いうよ うな大概念

を考えれば, “鋼 'に関する概念 (別のいヽヽ方をす

れば “知識"“経験")形成は,幼児段階の「 かたい

ものだ・ さまざまなものに使われているのだ」と

いうようなことから「 曲げても折れない・板にな

った り,機械の部品になった り,刀物になった り

する」「 やわらかい鉄とかたい鉄 とあ る」など

と,序 々に認識の範囲と内容の発展にともなって

発達してゆくわけである。ここで一挙に小学校低

学年で,鋼 と炭素合有率の知識を得させることが

6

無意味なのはなぜかを考えてみるとよい。そ こで

は「 数や量」の観念が どの程度 “概念化"さ れてい

るのかが問題 となるであろう。幼児が鉄 とアル ミ

の区別をどこで識別するのか,はたして “比較半J

断" とい う思考様式 (認識のカテゴリー)を成立 さ

せ る概念をいくつ持 っているのか (幼児の比較半1断

の基準となる概念……た とえば “どちらが大きいか"

は早く発達, “かたい"はあいまいで木のかたさも金属

のかたさも同列となるし, “あつい 。つめたい"な ども

非常に主観的である)。 さらに,幼児・児童の認識の

即物性は, “一般的概念"や “抽象的概念"(た

とえば,机の上に置いた水の入っているビンを横にした

らどうなるかを画かせてみると図 1の ようになる。「水

平」とか「垂直」,「速さJ「時間」あるいは「勉強」「車

輌」等の類概念,種概念も)|こ よる思考を不可能に

この よ うに画 く

"ピ アジエの認識札ヽ理学"国 土社
P.53よ り部分抜すい

図 1

している段階で, “鋼の一般的特徴"の学習が成

立しないことがわかるであろう。 “鋼の一般的特

徴"を支えるために必要な概念は,まず “鉄"に

関するさまざまな識月」 (他 の金属の概念―銅は赤く

てやわらかい電気回路に多く利用される,ア ルミは……

等一の発達と相対的に発達する), “鉄" の禾J用範囲

の記憶・経験領域の拡大等によって構成される。

そのような “概念構成"を意識的に促進し,援助

するのが学校教育の果たす役割であるが,そ うし

た過程の一時期一時期 の ど こで “鋼"の “一般

化" “抽象化"を とりあげるべきなのか,それは

“鋼"の概念が,経験や感覚・知1覚 では,も うそ

れ以上,質的に発展できない時点で,と いうこと



■
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になる。 この時点では,生徒は “曲げ・引張 り 0

展性・硬さ"な ど,知覚や感覚で認識できた “概

念"を しっか りもっていなければならないだろう

し, それらの “概念"が, 技術 (技能)的実践経

験を内容として,生徒の′い身に定着していなけれ

ばならない。そうでなければ, “鋼"を技術的概

念としてとらえることはできない。以上の分析か

らみてもわかるように, この “技術的概念"は生

成発展してゆくものであって,固定的なものでは

ないし,単一な “概念"のみが発達することは考

えられないのである。たとえば, “曲げ"と いう

ような工学的概念は単独に成立することは事実で

ある。一つ一つの概念は当然,独 自のカテゴリー

を持って存在し得る。しかし,そ うだからといっ

て (工学的概念だからといって),それが生徒・児童

の “実践的な概念"と はならない。一般化された

概念構成が,思考を支え,実践課題を解決するの

に欠かせられないことは当然であるが, “実践"

そのものは “現実に存在する労働手段の体系"と

切 り離されるにとはないのである。であるから,

“実践的な概念"と しての “一般化された概念"

は,実践場面ではそこに存在する物質にはたらき

かけられるものでなければならない。ここには,

“認識"が即物的なものから始まって,最後には

“概念"や “思考"を媒介として,即物的な目的

的実践 (製作)にいたる過程がある。 存在する物

質は,それぞれが一般的な認識を可能とする “運

動様式"(電子・原子分子の集合状態)を持っている

ことは,分析的半J断によって可能であるが,一方

その個体は,時間的,空間的にすべてが特殊な存

在位置を持っている。であるから, “実践"と は

“一般"の “特殊イビ'である。 この “実践"の方

法は “文化遺産"と して相当に固定化もされてい

るが,児童 0生徒にとっては, その “方法"(工

作法・行動様式・労働過程)の学習に際して, つね

に既得の概念の組み変えが要求されている。一般

的な概念の組み変えによって,実践が進行し,成

立するのである。 (AOB・ C……とぃう基礎概念が

あったとして, たとえば26の アルファベットで数万の

意味伝達をするように)そ の組み変えは, 量的な変

化ではなく,質的な変化ということができよう。

であるから, “技術白ヤ概念"の形成は単に工学的

概念の量的増加によって発達してゆくものではな

い。量が増加すれば,当然,質的変化をともなう

のである。このことは「 工学」の学習によって達

成されるものではない。「工学的学習」の量は,

いくら増加させても,質的な変化を生じないので

ある。 (こ のことが, “技術的概念"を ,あ えて詳述し

た一つの理由である。“質的な変化"……。これは “物

質"に対応して,生徒が “一般的概念"―私のいう一

“技術的概念,,一をどう組み変えてゆけるかの問題で

あつて,当然実践とか労働の場面で結果されるものであ

り,実践とか労働なしには期待できないものである)(生

徒の直観的能力がこの質的変化を促進することについ

て,池上氏はピアジエの “群性体"概念を応用して論じ

た……本誌1963o5月号。p.12.児 童生徒の技術的概

念が総体的または相対的なものであることは前述した

が,その総体をグループとして見てそのグループの均

衡を破ることを質的な変化とする。 “直観"や “驚き"

が急激に概念の組み変えを生ぜしめる)c

以上,論 じたように “技術的概念"は量的,質

的に変化,発展するものである。そこで,私たち

が技術科の教材や教授法を検討する際に必要なこ

とは何か, ということになる。

(4)教 材・教授法を検討する視点を明確にも

とう

まず問題にされなければならないのは,教師の

側から考えて,どのような “技術的概念"を修得

させたいのかを,糸田部にわたって (大概念A→小概

念a→ aを大概念としたB→小概念b,……最後に分割

のできない知覚,感覚)吟味することである。 そし

て,その吟味 (判断の基準)を具体的に生徒の状態

・発達段階にあてはめてみて,そ こで わ かった



“あいろ"を克服するために必要なものは何かを

求める。 これが, 教師の目的とする “技術的概

念" 形成 (学習)の第一歩目の教材 (生徒にとって

は)と なる。この “あいろ" カリト常に多いとわか

った場合は,頭初の教育目標を,よ り単純,低次

なものに下げねばならない。ここでいう “細音F'

にわたって"と い うことは単に (上述の)概念構

成上の視点にと ど まれ ない。なぜなら “概念構

成"が弱い物質現象といっても,それは,生徒の

感覚や運動能 (筋力・神経系統の組織化)と 関係 し

てくるからである。図 2の ように,手ヤスリで平

F2            Fl

11(i志 1962・ 2ナ llナ P.34よ り
)

図 2

面仕上をしようとした場合 (こ の例がよいかわるい

かは別),生徒は動作の変化に従って,力の入れ方

を変化させねばならない。これは勘にたよるので

はなく,生徒は “てこ1の原理を知らねばならな

いし,ま た力の配分については “士ビ'の感覚も発

達 している必要がある。運動神経といっても,下

に押す 2つ の力と,前後に移動させ る力 を “概

念"と して持つ必要があ り,それは精神的なはた

らきによっている。この学習の一つの最終目的が

“平面"をつくることにある こ とか ら要請され

る,基礎的な能力や概念が,こ こで明らかになっ

ている。“平面"と は何か,「平面とは平面以外の

ものではない」のではなくて,こ こには “技術的概

念"と しての “平面"が技術科の教材として存在

しているのである。私たちのとり扱っている教材

のすべてが, このように分解されてくると,当然 ,

さまざまな重複や,前後関係の矛盾が明らかにな

ってくるであろう。そして,必要な “概念形成"

が技術科だけでまかなえるものでないことも。ま

だこの問題は,学問的にも解明されない多くの疑

点がある。しかし,私たちは具体的な生徒を持って

いる。一歩でも二歩でも,“概念形成"の過程の問

題に近づくことはできるのである。技術や自然科

学的能力に必要な概念 (問題空間・時間・速度・数

量・函数・温度・等等)形成のみならず社会科学的

な抽象概念 (労働・資本・利潤・交換価値などの)の

形成 となれば,問題はさらに深い。一人で研究を進

めることでは,技術科の自律的理論確立の急がれ

る今 日に間に合わない。今回は,一つの糸口をつ

ける意味で,技術的概念 とは何かを単純に提起し

た。この提案が研究運動の中で機械的にとりあげ

られることのないよう,なぜこのような考え方を

研究方法にとりあげたのか, ということについて

論ずる義務があるが,それは後 日にゆず りたい。

概念形成追求の必要性と労働との 関係 について

は,近刊の岡邦雄編「 技術科教育入門」(仮称)明

治図書の拙稿部分を参照 して下さ る とあ りがた

い。

(産教連常任委員)



教科課程再編の視点

1 授 業―
その 1-

回路計の使用法の 1つである電流沢1定 を教える時間で

ある9レ ンジの選び方,電流の単位・記号等を教えて,

どう接続すればよいかとぃうことになった。そこで,私

は次のような最も簡単な回路を板書し,その図に電流計

を入れさせた。 1人の生徒がでてきて図Aの ように電流

計を入れた。ところが,こ れに対して違っているという

意見がでた。そこで私は,

その生徒に訂正するよう指

名した。その生徒は図Bの

ように訂正した。そして,

それに対しては別に,意義

をとなえる生徒はでてこな

かった。

授業の中で考えた

図 1 というように答えた。そこ

で,「ではAの ようにつける場合と,Bの ようにつける

場合と電流は違 うのか ?」 とたずねてみた。生徒は「違

う」 というのである。なぜちが うんだろうとつぎつぎに

質問を出すと,「 Aでは豆電球がはいってぃるからだ」

とい うのである。そこで私はもっと意地の悪い質問をす

ることにした。すなわち,図 2において「 a点 とb点で

は電流の大きさはちが うんだろうか」とたずねた。する

とほとんど全部の生徒が同じだとい うの である。では

「 C点ではどうですか」と質問すると,こ れも「同じ」

とい う答えであった。そこでD点 とa点 ではどうだろう

か と質問してみた。生徒はここで頭をかしげ始めた。な

1旬 JJ

E回   2

ぜこんなにしっこく質問す

るのだろうと不思議に思っ

てきたにちがいない。あち

| こちで「ちがう !」 という

意見がでている。今度はあ

まり自信がない よ うだっ

た。このころから「オーム

の法則で計算すればよい」

と言 う生徒がでてきて,「先生電球の抵抗は何ですか ?」

と聞 く生徒もでてきた。そこで,「抵抗がわからな くて

も式で考えてみればよい。この回路では電圧,電流,抵

抗はどれにあた りますか」とヒン トを与える。

このつまずきはどこからきたものであろうか。まず私

の学校の生徒は 2年生の理科学習において,電流計を使

ったことがないという実態がある。したがって,「電圧

計は並列に,電流計は直列に」ということは知っていて

も,実際に接続したことがないので,理解のできない生

徒がいたことである。

第 2に は,電流はプラスから流れてマイナスに流れる

が,途中に抵抗がはいっているので,こ こで電流がさま

たげられて負荷から以後は電流が少な くなると考えてい

る生徒がいることである。だから,電流計を図 lAの よ

うに入れると,少 な くなった電流を沢I定することになる

ので,Bの ように乾電池のプラス側で測定しなければな

らないと思っているらしい。 2年でオームの法則は教え

られているが,I=4争 とい う獄 辮 記し,こ れにい

くつかの数字を代入して計算ができるようになれば,オ

ームの法則は理解できたものと思っているわけである。

第 3は電気回路 (eleCtric circuit)を 完全に理解して

いないのである。 すなわち, この場合の電源 (poWer

source)と 起電力 (electromOtive fOrce),お よび負荷

(10ad)の 関係を理解していないのである。電源は電気

雄玉



を出すところ,負荷は電気を消費するところ,そ の間に

電線がある。負荷で消費されれば,それだけ電気は使わ

れ失なわれるというように考える。そして電流の方向が

プラスからマイナスであるから,マ イナス側の電線に流

れる電流は少な くなると考えたにちがいない。

この場合,導体の中ばか りでなく,電池の内部にも導

体中の電流と同じ大きさの電流が流れると考えなければ

ならない。すなわち,負荷により電池の外に失なわれた

だけの電荷は,電池の化学作用によって補給されている

と考えなければならない。また,回路の一箇所が切れる

と全回路に電流が流れな くな り,回路が閉じると瞬間に

全回路に同じ量の電流が流れるということを,回路全体

の中で思考できなければならないのである。ところが形

式的な授業の中で身につけた固定概念でものを考えてい

るので,「同一回路内ではどの点をとっても電流は同じ

である_|と いうような電流の連続性に関するかんたんな

ことがらもわからないのである。 (かんたんだからわか

らないといえるかもしれないが)

2 授業一
その 2-

電気学習の最初の単元「電気回路と測定」という授業

の中で,私はいつも「はんだごて台」を作らせ,それを

測定させ,回路について考えさせている。この回路は ,

はんだごてを使用中は電流を正常に流してこてを焼き,

使用していないときは,こ ての重みでスイッチが開き電

球を通ってこてに電流が流れるので, こてが焼けすぎる

のを防ぐことをねらった回路である。この回路を教える

のに次のような問題がおこった。

(b)使  用

図 3

まず,図 aの ような回路図を書き,「電流はどのよう

に流れるのだろうか」と質問する。すると,「 スイッチ

が開いているので電流は電球を通 りは ん だ ごてに流れ

る」とほとんどの生徒が答える。ところが図 bの ような

回路図で考えさせるとИの点まで くるとどちらを電流が

流れるのか確信をもって答える生徒はいな くなる。すな

わち,ス イッチの方を流れるという生徒と,両方の回路

が閉じているので両方に流れるとい う生徒がでて くるの

である。そこで教師としては,「 スイッチの抵抗と電球

の抵抗とどちらが抵抗が大きいのだろうかJと 質問して

みる。まず「スイッチの抵抗は何Ωぐらいでしょうか」

と問 うと生徒は20Ω とか 100Ω とか,中 には lKΩ など

とい う答がでてくる。いずれも答の基盤がないのででた

らめに答えているのである。スイッチに何Ωの抵抗があ

るかなどということは考えたこともないのである。しか

も, この場合のスイッチの役目をしているのは,幅15m

m厚 さ lmmの銅板の 2枚を普通のビスで接点の開閉を

しているのである。

図 4

そこで次のような質問を してみる。すなわち,図 4に

おいて,電球とはんだごてを直列につないだような回路

で,「 A点 とB点をシ ョー トさせるとどうなるだろうか」

という質問を出す。生徒の何人かは直ちに「ヒューズが

とぶ !」 と答える。ショー ト=ヒ ューズがとぶとぃうよう

におぼえているらしい。そこで「どちらの回路に電流が

流れますか」と問うと「シ ョー トした線の中を流れま

す」と答える。

以上は,電流の分流の問題であるが,「電流は閉じた

回路を流れる」とい う概念が実際の回路では混乱 してい

るのである。両方閉じているので両方流れると考えるの

である。一方が OΩ の場合はどうなるかというような数

字の問題 としては考えられないのである。

3 授 業一
その 3-

授業,そ の 2で考えた “はんだごて台"の実物は次の

ようなものである。

これは,コ ンセン ト,レ セプタクルには普通の屋内配

線使にうものをそのまま利用し,①②③のスイッチの部

は

ん

だ

二

て

電 球

(a)使用していない時

Iθ

ショー トする
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図 5

分に厚さ lmmの銅板を切断し,折 り曲げて加工し,こ

れらを木ねじで,木材で作られた台に取 りつけ, ビニー

ル線ではんだづけをさせる。

この回路を測定させる前にグループに 1台ずつ与えて

配線させるわけであるが,その前に,記号の回路図を与

えておいて,実体配線図を書かせている。そこで私は ,

これを作るにあたって,原材料から加工し,配置をきめ

て木ねじどめをするまでの作業を実際にやらせたクラス

と,取 りつけられたものを直接見せて,そ こから配線図

を書かせるクラスとを 2つ作 り,両方を比較してみた。

すると,実体配線図のできばえは,実際に組立させたク

ラスのほ うがはるかによかった。すなわち,組み立てた

クラスは60%程度完全にかけていたが,そ うでないクラ

スは30%程度しかできなかった。

実際に今まで,コ ンセン トやレセプタクル,ス イッチ

などを作った経験を持っている学級は,「実体配線図を

書きなさい」といって紙をわたすと,す ぐに, これとこ

れをつないで,こ こはこうなってとい うように,実際の

ものについて回路の接続の追跡が行なわれ,「 これでは

シ ョー トしちゃうぞ」とか,「 これでは電流は流れない

ぞ」というような会話がきかれ,書 きながらかな り頭を

回転させているが,できあがっているものをじかに見せ

られた学級は,考 えようともしない生徒が多かった。 こ

のことは電気の回路図を理解する とい う場合でも,や

は り,それを製作 した り,歓察した りする,時間的経過

をおかなければ,い ちじるしく理解を悪 くすることをあ

らわすものである。

4 こどもの概念形成と教育内容

先日ある研究会の席で,「技術教育における理論の限

界について」 という質問を受けた。 これは, 電気の場

合,位相とか,交流波形のようなむずかしい理論ははた

して中学生に教えてわかるものだろうか,ど こまで教え

たらよいだろうかという問題であった。

授業その 1お よびその 2に お

ける問題は,電気回路を学習す

る場合の子どものつまづきの 1

つにすぎないのであるが,実は

重要な問題を含んでいる。まず

第 1に,こ のような電流の連続

性の問題や分流の問題などは ,

回路を学ぶ場合のもっとも基本

的なことがらであるが,実際に

は子どもたちは理解していない

という事実である。たとえば抵

抗という概念 1つをとってみても,子どもたちは非常に

固定的な考え方をしている。理科教育においては 2年生

で抵抗という概念をおしえる。そこで,生徒は抵抗は電流

をさまたげる。単位はΩで記号はRで R=手 とぃう式

も知 っている。そして Iお よびEを与えてやれば,かん

たんな計算問題は解けるようにもなっている。しかし,

この時の学習における実験が不徹底である場合には,抵

抗はオームの法則を計算するための抵抗であ り,実験し

たとしても抵抗電球 (実験に使った品物)と い う固定概

念からは一歩も広がっていない。したがって 1つの実用

装置についての抵抗を考えるともうわからな くなるので

ある。したがって,ス イッチの抵抗などは考えたことも

ないし,接触抵抗や,送電線における抵抗も教えなけれ

ばわからないのである。すなわち,技術教育での抵抗と

いう概念には,単なるオームの法則に関連した形でのみ

出て くる抵抗の概念はじゃまにさえなるのである。

技術教育では,子どもが過去における多 くの経験や ,

理科教育において身につけた概念を一度 くだき,技術を

考えるのに使えるように再組織する必要が生ずるのであ

る。回路理論というとイ1/ダ クタンスとか,法規とかの

むずかしい法則や計算を連想するのであるが,中学校の

技術教育では,授業 1, 2の ような,ご く初歩的な概念

を子どもに形成してやることが最 も重要である。いかに

計算問題が解けても,実際の回路にあたって考えられる

能力がなければ意味はないのである。電気のようにその

本体が目に見えない物を子どもたちが ど の よ うに認識

し,ど のようなところに,ど のようなつまづきが生じる

かは,授業の中で子どもを注意深 く観察することによっ

てはじめて明らかになる。このような概念形成の過程を

分析し,それをもとに教育内容を考えて み る こ となし

に,既成の工学をただ順序 よく教えるのでは真の教育課

程の正しい編成にはならないのではないか。



5 電気学習における “製作"の意義

電気学習は回路学習や原理が中心だから物を作 らせる

必要はないとよくいう人がいる。そして極端な場合には

できあがっているラジオを持ってきて,それを中心に回

路を考えさせてゆけばよいので,製作させるのは意味が

ないという。そして最近では,ハ ンダレスラジオという

のがきわめて広 く流行している。しかし,電気に限って

物を作 らせる必要がないとい うのはどうしてだろうか。

授業その 3において製作をした学級 とそうでない学級 と

で実体配線図のできがちがってきたのは,こ んなかんた

んな回路でも作る過程を入れない教育課程はその認識や

思考過程を非常に変えるということである。できが悪か

ったというだけでなく,考えようとしないところに問題

がある。元来配線図などというものは実物との関係が頭

の中で結合されたときに理解されるもので,それにはい

くつかの練習と時間的な間が必要であろう。装置を作る

過程がはいれば,自 然にその回路の働きを考えるように

なるものである。作るとい うことはそれだけ子どもの印

象に深 く残るのであ り,それをもとにいろいろな考えを

してゆ くものなのである。

したがって, ラジオ学習においても同じで, 2時間程

度でパチパチできあがってしまうラジオの中で,子ども

が回路について考えられるのであろうか。やは り,配線

図をみて,実物を照合してゆ く中で,回路を形態的にも

認識できるものである。従来ラジオ学習におけるハンダ

づけ作業が否定された り,電気スタンド作 りが否定され

たのは,回路や原理の学習がほとんどできないほど電気

に直接関係ない工作に時間をとられた り,電気学習に木

材加工や金属加工的作業が多 くはい りすぎたことへの反

省であって,製作 (回路を作る,配線する,測定する)

そのものを否定したものではなかった。

現在の 3球 ラジオの市販教材は,回路別で,しかも上

部配線であ り,子 どもの認識をいちじるしくそ害してい

る。特にハンダレスに至っては,あ の回路ではじめて学

ぶ子どもが理解できるわけがない。上部配線は,真空管

ソケット接続を逆にしてしまうし,回路別は,回路の結

合による配線が複雑にな り,ヒ ータなど非常にむだにな

る。もっと回路別でなく,しかも下部配線で教材として

よいものがあるはずである。回路が複雑だというのであ

れば,も っと簡単な回路の (た とえば単球)ラ ジオに変

えればよいのではないだろ うか。

(東京都葛飾区立堀切中学校)

中学校教育課程研究集会の共通問題

文部省は,昭和41～42年度の中学校および高1交教育課

程研究集会の研究問題のうち全国共通問題案を作成,こ

のほど各都道府県教委指導事務主管部課長あてに送付し

意見を求めた。その中で,技術・家庭科の共通問題は,

つぎのとお りである。

中学校

>技術・家庭 (男子向き,女子向きとも共通の問題)

グループ学習の効果を高めるためには,ど うすればよ

い か 。

※技術・家庭科における実習はグループですすめること

が多い。このような学習をいっそ う効果的にするため ,

つぎの事項を中心に具体的に研究する。

1 グループ編成のしかたとグループの各生徒の役割 り

について

2 グループ学習における教師の役割 りについて

3 グループ学習において学力の定着をはかる方法につ

12

いて

4 グループ学習において各生徒の学習を評価する方法

について

上記の諸事項は相互に関い関連をもっているが,と く

にある事項に重点をおいて研究を行なってもよい。

>職業

生徒の積極的な学習態度を養い学習の効果をたかめる

ためにはどのように指導すればよいか。

※職業に関する教科の学習の効果をたかめるためには ,

個々の生徒の能力をじゅうぶん考慮して指導内容を選択

し,積極的な学習意欲をおこさせるような指導法をくふ

うする必要がある。このような指導法について,つ ぎの

事項を中心に具体的に研究する。

1 職業生活や家庭生活についての興味や関心を深めさ

せる方法

2 指導過程におけるグループ指導と個別指導の生かし

方

3 各生徒の学習に対する評価結果をつねに指導に生か

すためのくふ う
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は  じ め  に

戦後の教育の中で,も っとも前進的なことがらは,教

育基本法が定められ,その趣旨に沿って男女の差別をな

くす方向がとられたことだと思う。しかし戦後20年経た

今日,明 らかに男女別学が差別の形で定着していること

について,技術・家庭科の担当教師でさえ余り抵抗を示

さなくなり,他教科の教師はもちろん一度も問題にして

いないのはどうぃうことだろう。45年度の全面改訂を前

にして不安を感じるのは私だけであろうかc

今後この問題を大いに検討していただきたいので,現

場の教師がこの問題をどのように考え,実践してきたか

を,ま だまだ不十分ではあるが資料として述べることと

する。

A 男女別学コースを否定する理由

1 差別教育である

義務教育が始って以来,女子教育の中核として歩み続

けてきた家庭科教育は,ど う新制度に対応し方向ずける

か徹底的な検討が行なわれ ない ままに,生 きのびてき

た。その証拠に,家庭経営=女の仕事=家庭科教育……

という発想は戦前からのものであり,今 日に至るも変っ

てはいない。

小学校においては,母親の仕事を手伝うことから始ま

り,自 分のことは自分でするいわゆる生活指導的な内容

なので共学が行なわれているが,中学以上高学年になる

と,家庭管理者としての要求の上からのさまざまな技能

を,女子のみに課せられてくることになる。だから家庭

科教育の存在は男女別学コースを当然派生させる要因に

なっているとみるべきであろう。

現行指導要領の内容規定に「生徒の現在および将来の

生活が男女によって異なることを考慮して,各学年の目

標内容を男子を対象とするものと,女子を対象とするも

のに分ける」とある。女性は家庭へ,男性は社会へとい

う考え方は,明 らかに現存社会秩序の維持をめざす保守

的思想の現われである。

ブラウスからワンピースにいたる女性の代表的衣服 5

種類 と,手芸を行い,20回以上の調理実習をする。また

花台を作 り,家具に関′いをもたせ,電気器具を扱ってみ

るなどである。家庭生活に使われている代表的なものを

総花式にとりあげているので,系統的に学習ができず ,

思考力を無視することになる。

その点男子の内容は一応,加工から機械学習へと考え

られてお り,各分野の配当日数は女子向きの 2倍以上で

内容 も女子内容と比較すれば,原理的な面を強調してい

る。だから女子と男子の学力差は機械ゃ電気に対しては

なはだだしく現われてきている。この現象は他教科にも

あ り,理科の第一分 野 の学 力差は,よ く問題にされる

が,技術・家庭科の別学によってら策に拍車をかけてい

ることにならないだろうか。          ・

全面改訂は必要である。しかし今までの文教政等から

みて時代に逆行した内容にならないかとおおいに心配に

なるので,特に強調しておきたいことは,ま すます合理 |

化され高度成長をとげてい く企業の中での労働力の要求

は,男女差ではなく,高度な技術をもつ労働力そのもの

が必要になる。いささかも学力は男女の差別があっては

ならない。具体的にいえば,技術教育の内容は同じに教

えるべきである。さらに高度成長にともなう生活のひず

み,公害や住宅難,農薬による害など,現実にさまざま

な問題が起っているが,今の閉鎖的な家庭科教育ではど

う対応することもできない。生活をどう考え,対処して

い く力をつけるか男女をとわず国民教育として必要であ

る。

2 技術教育を行なうこと

技術のとらえ方は,いろいろの説があり,十分理解で

男女 共 学 は可 能 か



きていないので,は っきりした立場で論ずることはでき

ないが,従来の生産技術を教えるという規定の仕方に無

理はなかっただろうか。労働手段,労働,労働対象の結

合方式が生産技術だとすれば,現実に工業技術にあては

めて考えると,生産用機械を指示された方式によって組

みたて,こ れを指示された方式どおりに配列し,指示さ

れた方式に従って運転する,そ の仕方,方式,手続をい

うわけで,中学の教育の中でそれ は不可能であるはず

だ。Lく ら厳密
:こ
代表的基礎的な生産技術を選んだと考

えてもl_l奎 ゴ1.2等注 誓1を生1望̂ゼIl」聾ゝI主

ろうか。

でi:鰐 驚 霧 膊 器 辮 聯

いないだろうか。家庭機械には ミシンが入 り,自転車は

生産技術だなどとはナンセンスも甚だしい。家庭でよく

使われている ミシンを機械を知る 1つの教材として取 り

扱い,それはエンジンを学習するステップにすると考え

た場合,も はやこの分け方はなくなる。

子どもたちの発達を十分に考慮して教材配列を考える

べきである。将来は生産技術に発展していKも のを内在

L圭生貢彗蛭 !望茎夕主生こ昼′工いう♀しかし,今まで

の使われ方にあやまりがあるから,技術教育を男女共通

で教えるというように規定したい。

3 教師の研修に必要である

現在の家政学科にはいろいろな方向づけはある。保育

学科の学生たちは幼児教育に,栄養学科は食品関係の会

社や栄養士に,服飾学科は繊維関係のデザインや洋裁業

に,いろいろの進路に分れて就職するだろう。しかし現

実に最も就職率の悪いのは家政学科出身者で,専門技術

は保育科を除いてほとんどいかされていない。企業から

嫌われる原因として,基礎的な技術が身につ い て ヽヽ な

い,倉1造性がない,長続きしない,等あげらられている

が,実社会に役立たない家政学の内容が,10年先,20年

先に影響を及ぼす教員をも作 り出して ヽヽ るのであるか

ら,大いに考えなければならないだろう。

中学の家庭教師になると,教育系大学出身者でも頭を

抱える。つまり技術 とは何 らかを学習しないで,家庭生

活を合理的に処理するための技能と,家庭経営上の経済

や家族関係を学習してきたのでは,いわゆる工的内容に

は手をあげ て し ま う。その上伝統的な被服製作や調理

と,そ れらがどうかかわ りあいをもつのか,盛 りた くさ

んな製作内容に追われて,技術 0家庭科への意欲を失っ

ているのが現状であろう。

しかし長いこと家庭科教師をしている者も,同じよう
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な悩みにぶつかっている製図や木工や家庭機械は,にわ

か勉強で教えねばならないので,自信を失って教職を去

った り,工的内容のない高校や小学校に移ったり,他の

免許状を習得して他教科に変った りもした。

また都道府県別の再教育講習会には家庭科教育から経

営面を抜いて技術だけを強調した改訂をE/x悪 とみなし,

新しく工的分野が加わることは明らかに労働オーバーで

あるとして,岩手など猛烈な反対運動を行なった。しか

し全国的には盛 りあがらず,こ の姿勢は中教研家庭科部

会に引き継がれている。生産技術分科会と家庭分科会と

分れて開かれ,家庭分科会で工的内容について提案され

ても,そ れは生産技術分科会に出されるべき もの とし

て,討議の対象からはずされている。したがって女教師

の労働オーバーも,現行内容の差別についても真に迫る

ことができないでいる。

文部省主催の講習会では「女子向き」であるから,女

子はこのくらいという手かげんがあり,教材を見直す力

とならない。文部教研や紐つきの教育団体での研究発表

は,部分的にはすぐれた内容であっても,男 女別学を認

めたものであり,卑近な生活経験をはいまわっているに

すぎない。

伝統的な実生活主義から,何 とか脱皮しなければなら

ないと模索していた家庭科教師にとっては,新 しく加わ

った製図や家庭機械の合理性は,従来の衣食住教材を根

本的に見直すきっかけを与えられた。1961年 ,長野大会

以来,産教連家庭科部会では「女子にも本ものの技術教

育を教えよう」という立場をとった。そのためには,学

習会を組織しなければならない。しかし残念ながら前記

のような事情で学習の権利要求を組織的に行なえないで

いるが,何 とか地域の仲間たちと与えあい深めあってい

る。そこでの成果は機械や電気を学習し,男子と同等の

水準に高めようとする一方,家庭科的内容の矛盾を発見

し,根本から改め,ま た可能な範囲で統一的に組みかえ

ようと試みているのである。男女の差別をなくすたたか

いが,は じめられているのだ。

B 実   践

第 1段階 (37年 度から39年度)

「工的内容はできるだけ男女共通で教えよう」と提案

したのは,家庭科教師からの要求であったことに注目し

ていただきたい。

当時,抜術科教師3,家庭科教師 2で構成している教

科部会で,37年度の教科のもち方を検討したとき,今度

の改訂は工的分野が深められたといわれているが,男 女



くらべると女子はグット差をつけられている。戦中高等

女学校教育を受けた私たちは,ど うも今回の改訂は逆コ

ースとしか受けとれないという発言に,男性教師も同感

であるということになり,ど うしたらよいかということ

でかなり討議が行なわれたように思う。結局工的内容の

部分をできる限り男子と同程度に女子の内容を引きあげ

て教えるということになり,次のような共通内容がたて

られた。

11年 (週 3時)製 図  木材加工 (箱又は本立)

金属加工 (水 さし又はち りとり)

12年 (1時)機 械製図,機械 (自 転車 ミシン) 35

年 (1時 ) 電気 (電気計器,電熱器,屋内配

線,け い光燈,電動機)す まい

のくふ う (間取 り図,環境衛生)

共通時間総計

1年は全時間を男子向きに揃えてしまい, 1, 2, 3

年は工的な部分だけを 1時間,残 り2時間は男女別内容

を行 うという大幅な自主編成である。さっそ く教科書を

どうするかということにな り,すでに夏休みに教科書を

選んであるので,冊数変更という形で教育委員会に申し

入れて許可を得たのである。広域採択になった現在では

夢のような話であるが……。 1年は全員男子向き教科書

を持たせクラス分参考資料として女子向きを備えつけ ,

2年は女子だけ男女 2冊購入, 3年は 1ク ラス分男子向

き教科書を購入共通学習のときには女子に貸出すように

した。

父母会で「アチーブに心配はないかJと いう質問に ,

「お母さんたちが学習した和裁は今日どれほど役立って

いるだろう。教育は社会の進歩をみとおしたものでなけ

ればいけない。残念ながら家庭科の内容はブラウス,ス

カー ト,ワ ンピース とい う見合いに繰返しの作業が多

く,一方近代抜術に発展する機械や電気の内容は男子に

比べると低い。男女ともに新しい技術に適応する力をつ

けなければいけないので,で きる限 り男子のすすんだ部

分を女子にも組み入れたこと。しかしアチーブという現

実もあることは無視できないし,将来の家庭生活に女子

が必要な抜能もあるから, 2, 3年はできるだけポイン

トをしば り効果があるように教えているから心配は全 く

ない」と答え,了解された。

このカリキュラムを実施するには質問でも答えたよう

に,女子向き内容を大幅に変更し な け れ ばならなかっ

た。まず被服製作を大幅に圧縮したのである。それらを

(1)3年 間の内容と時数の比較

自主編成の比較

表に示すと

現行内容と時数

時
一　
　
時

２２０
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安
子
Ｄ

[[,金

工

|::5時
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1年

“

ス場

ス  ス カ ~卜
 45時

(2)被 服製作内容と時数の比較

現 行 内 容     圧 縮 内 容

引
え長 45
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2 1
とひ

うゆ

マ

し
ヤ
し

ジパ
着

3 1
ワンピース ドレス

幼 児服 染色

計 130時 計 70時

④ 被服教材の中味を全面的に組みかえたこと

肌じゅばんをとりあげた理由は,衣服をはじめて学習

する場合①,直線裁ちなので非常に理解しやすい②Э衣服

の原型をとどめているので,衣服の発達 とその時代的背

景を学習する手がか りになる③。 布の使い方の原則が理

解させられる。たとえば前あわせの斜目布を縦布のえ り

をつけて伸びるのを防いでいる,え り先に縫こみを作っ

ている,補強用に肩あてをつけているなど教材そのもの

から学ぶべき観点が非常に多い。また,さ らしという材

質も扱いやす く,綿 ,平織というごとく一般的なもので,

織布の基礎研究に適している。何 より良いことは安価で

ある。卸価格が一反 175円 なので, 1人分糸代も含めて

60円 であがる。 ミシン縫で仕上げることにすれば,布加

工の基本が十分できる教材なのである。

教科書にとりあげられているような休養着 としてでも

なく,ま して義務教育中和服一枚 くらいは縫わせておか

なければ,な どという経験主義でもない。布加工の教材

に何が適当かを考えて選んだのである。

和服型の肌じゅばんをとりあげ,次に体形に合わせて

作るブラウスをとりあげた。体形のスケッチから型紙作

りをし,デザインによる展開をし,裁断,さ らに確認の

意味での仮縫い,補整,縫合,仕上げ,試着,批判と作

業展開をする。

以上一例であって,じ ゅばんを止めて,ス カー トやシ

ョー トパソツにしたこともあった。原型の腰巻衣の流れ

31ブ ラウス 30
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をくむものとして,衣服の発達の歴史をじゅばんと同じ

ように学習することができた。

あみ物やししゅう,染色は,現行内容では手芸として

とりあげているが,衣服材料を学習する中 で と りあげ

た。毛糸でアスコットタイや帽子を編むのでなく,下着

や運動着のメリヤスや,ジ ャージはどうなっているかを

知るために,組織を再現して調べるという立場で,基礎

あみの含まれた足カバーを製作させた。染色もシリアス

の他にナフトールを使って還元して色素を定着させる方

法を試みさせたり主として実験的にとりあげ,現在着用

している衣服材料をはじめ布とは何かを理解させ,木材

や金属材料などを比べてみるなどである。

以上家庭科的内容の特に被服製作部分を布加工として

とらえたので,木工や金工で学習した発展として,被服

製作を統一的にとりあげることができた。

○ 金属加工を共学にしたこと

もう1つの成果 として考えられるのは 1年の共学で,

薄板金の加工を学習することができたことであろう。木

材加工では直角に組立てるむずかしさはあったが, くぎ

は容易にぬけるし,計浜l上の厳密さはそれほど要求され

ない。しかし金属になるとたとえ薄板金であっても,堅

いし,リ ベ ットの孔の計沢1な ど厳密にしないと失敗する。

一度打ちつけたら抜けないリベ ットに,い いかげんにや

った子は音をあげた。ボール盤を使い,コ ンプレッサー

によるふきつけ塗装を行 うなど,木工での手工具使用か

ら,金工になると機械の必要性が出てくるので,機械加

工を考えさせる教材としてもよかったと思 うc

女子向き内容には 2年に刃物の手入れを家具の手入れ

があるだけで,金属を加工する単元がないが,薄板金加

工なら男女の差は全 くないし,木材加工で終ってしまう

学習を発展させるためにも金工を 1年の後半でとりあげ

るべきだと思 う。したがって 2年 の家具の手入れは省略

する。

⑥ 問題′点

1年は全時間共学なので差はないが, 2, 3年は 1時

間だけなので,特に 3年の電気で男女の学力差が甚しく

現われた。というのは 2時間内容で男子はラジオの組立

を学習しているので, 1時間内容より電気に対する理解

力がつき,共通時間の中で女子ははじめて学ぶ内容でも

男子はすでにわかっているといった場合が多 くや りにく

かった。

1年内容は誰が担当しても何とか教えられるが, 2,

3年内容はいきな り未経験の女教師が担当することに無
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理がある。私自身ずっと3年まで共学時間を教えてみた

のであるが, 2年は授業内容の工夫を, 3年内容は学力

不足を反省している。特にモーターを教える時は自分自

身よくわからなくて,前 日6時間勉強してもあやふやな

授業になってしまった。だから形式にこだわらず自信の

ないところはまず女子内容を深めてから男女共学で教え

てもよtヽ と思っている。

第 2段階 (40年度～41年度)

第 1段階での実践の結果の反省から次のように考え新

しく編成し直したのである。

①男女の内容をできるだけ統一してとりあげていこうc

②できるだけ専門分野を生かして無理のない方法でやっ

ていこう。

③技術教育としてすべての分野を再検討しよう。

11時

1年 |――■一 ― ―― 一 ― 一 ―… … …… … … …… … … … …

| 1製  図 木材加工 (う り棚 )

時
金属加工 (状 さし)

栽培がいつもつけたしのように扱われ理論だけで終ら

せていたが,栽培技術は植物の生育であり,食物学習は

その利用や,体 と栄養価の問題など関連した学習内容が

あることと,両方に共通する物質の変化,化学技術の系

列に属することなどから, 1時間内容としてみた。

2時間内容は栽培を除いた今までの内容である。時間

不足かと心配したが,従来の本立よりむずかしいつ り棚 |

を製作し,ち りとりをやめて塗装を必要とする状さしを

とりあげたが,いずれも十分製作することができた。昨

年度の実践であるが,こ のように二系列にしたことは非

常によかったと思 う。今年もこの形態で,細部について

は検討し直している。詳しい説明は 8月 号の大会提案で

発表したいと思っているのでここでは省く。

今年度は 2年の編成について次のように考えてみた。

男子向き,女子向きのそれぞれの教科書の中で共学にし

てもよい部分をとり出して,そ れをもとに共通時間の内:

容をきめた。

2年男女の教科書で共学で教える内容

(教育出版 )

女子の教科

内容

Ⅲ 家庭機械と工作

I 調理 3.家 庭の献立
4.常 備食品の

加工と貯蔵

1男 子の教科
1内 容

I 機械 Ⅱ 機械製図



それぞれの教科書を見させて,やや同じ内容は女子の

家庭機械と工作と,男 子の機械なのでそれを共通とみな

し,男 子の場合は女子内容の家族の献立と常備食品の加

工と貯蔵,女子は男子内容の機械製図を「 日本全国のお

友だちより余分に勉強するんだ」という意気ごみをもた

せて現在学習している。

機械と機械製図は分けないで,機械部品のスケッチや

構造理解のために機械製図を学習するといった立場をと

っている。

調理の一部分を共通にしたのだが, 1年での食物学習

の発展として引継ぐ内容として選んだもので,次のよう

に計画をたてているc 3学期実施の予定である。

家庭の献立 ①労作別摂取量について C食 物費につい

て  総合調理実習 1回

常備食品の加工と貯蔵 ①食品加工業について

②合成食品,半合成食品の生産について

ジャム,ま たはみその加工 1回

男女別学 よりも男女共学でホームルーム単位に学習し

ているほうが,子どもたちも自然に受けとめてお り学習

効果もあがるようである。

しかしいきな り3年の電気を一度も担当したことがな

い女教師が持つことは無理があるので,形式的な男女共

学は廃して, 3年は男女別学にしている。男性教師に不

得意な工的内容を持ってもらって衣,食教材だけを持つ

のでな く,全部女教師が持ち,十分女子内容を教える自

信をつけ,さ らに女子内容を高めるための研究を続けて

いけば,やがては共通学習にふみきることができるのだ c

問題点

今年度から広域採択になったので,学校独自のカリキ

ュラムに沿って男子向き教科書に統一することができず

1年はさっそく困った。しかし共学内容の成果は十分に

あるのだから,不便をしのんでもおしすすめようという

ことになった。しかし教科書が異なると共学でやろうに

も困難なことが多いので,指導要領批判につながるのだ

が,教科書編集への要求を広域採択反対運動とともに出

していかなければならない。これも男女共学を可能にす

る手だてなのである。

(東京都武蔵野市立第 2中学校教論 )

中学校教育課程改善に関する

一般的事項

教育課程審議会の中等教育分科審議会は, 6月 17日
,

教育課程改定の基本方針を出した。

1 中学校教育の目標 中学校教育の目標については教

育基本法の趣旨にもとづき,中学校教育の性格,現代に

おける環境の急激な変化および生徒の発達の傾向などを

じゅうぶん考慮して,将来に対する広い展望にたち, 日

標をいっそう具体的に明らかにする必要がある。

すなわち,ま ず中学校教育の性格としては,中学校教

育は義務教育の一環として小学校教育を基礎とすること

はいうまでもないが,前期中等教育として後期中等教育

と緊密な関係にあることを考慮 lン ,つ ぎに環境の急激な

変化については,現代は科学技術の高度の発達に伴い産

業 0社会 。文化などの急速,かつ大規模の変化が進行し

つつあることを考慮し,さ らに生徒の発達については,

この時期の生徒は一般に′い身が急速に発達し, 自己の自

党がはじまり社会的関心も強まるが,情緒の不安定,心

身の不均衡,自 分本位の傾向が著しい最近の傾向を考慮

して,将来に生きる生徒の育成を期し,それにふさわし

い中学校教育の目標を明確にたてる必要がある。この際

とくに考えられるのはつぎの点である。

(1月 学ヽ校教育の基礎のうえに自然 0社会 0文化・産業な

どについての理解をさらに発展させ,こ れらに対処する

能力や態度の育成をめざすこと。この場合,と くに各教

科およびその他の領域につながる中学校教育の目標を体

系的に考慮することを強調する必要があるc

(2)人間性の全面的な発達,し かも調和と統一のある発達

をめざすこと。この場合,と くに健康と体力の増進,創

造的な思考力の育成,理性的な態度や克己心とともに実

践的な意欲のかん養,豊かな情操および構想力の育成な

どを強調する必要がある。

(31家庭,社会および国家の形成者としての必要な資質の

育成をめざす こと。この場合,と くに相互に人間として

尊重しあう態度および規則を守 り,責任を重んずる態度

および規律を守 り,責任を重んずる態度のかん養,国お

よび民族に対する理解と愛情の育成,国際理解や国際協

調の精神のかん養などを強調する必要があるc

(4)社会的使命の自覚を うながしながら個性,能力,特性

などの理解,社会事象に対する正しい認識および公正な

判断力の育成,社会連帯感に生き,すすんで公共に奉仕

する態度のかん養,そ れらの一環 として社会に必要な職

業についての基礎的な知識と技能,勤労を重んずる態度

の育成などを強調する必要がある。
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技術科における教科編成 (1)

1  1ま  じ め に

技術科を総合的に技術家庭科 として 1個単一の

教科として編成する場合はもちろん, これを工的

な技術科 としてより狭く限定して扱 う場合にも,

その編成はきわめて困難な作業である。それを困

難ならしめている客観的・主体的条件は多いが ,

その主要な理由は,ほんらい技術科なる教科その

ものが他教科に比べて,非常にス ケ ー ル の大き

い,多元的,し たがって複合的な本質のものだか

らである。

現実に技術科はいかなる編成で教えられている

か,第一は誰も知る文部省が学習指導要領の名で

国家基準として示し,かつ強制している教科編成

である。しかしこの指導要領の編成が実に使宜的

まに合わせ的で,単に各単元の無原則的な羅列に

止まり,各 コース,各単元の間に何の順序も系統も

ないものであることは周知の通 りである。大多数

の現場教師はこの “体制
こ
の圧力に従 うことをよ

ぎなくされているが,心ある現場教師は,そ の実

践に際して百出する破綻に堪え得ず,多 くの悪条

件の下に綿密な教科研究を行ない,その積上げに

よって精力的にそれぞれ自主編成を試みている。

その試みは少しの停頓もなく進められているが ,

その仕事が困難であり,その実践が 3年を周期と

するものであるだけに,少なくも数年を要する。

Iθ

よく技術科の系統的な編成や研究が一ばんおくれ

ているなどという声も間くが,それはまったく技

術科の本質の現実を知らない人の言葉である。

私は,本誌1964年 3月 号に技術 科 再 編 成の理

論,1965年 8月 号に教授過程と技術科教育の本質

を寄せたが,いずれも序説的なもので少しも具体

的な内容になっていない。本編はその反省にもと

づいて書かれるが,それが自分として一歩前進に

なるかどうか,読者の批判に待つ他ない。

2考 案 の 順 序

(1)技 術の規定の複合性 われわれは,何気

なく,ふつうに技術科は技術を教える教科である

と考えている。それにまちがいはないが “技術"

に限らず,いかなる概念についても,それを漠然

ととり上げれば一体のものであっても,少し分析

的に考えれば必ずしも “1つ"の ものでない場合

が多い。技術の場合がまさにそうなιDで,われわ

れは技術なる概念を,労働手段体系 (労働対象す

なわち材料をふくむ)と労働力とが不可分に結び

ついたものと規定している。

ここに注を加えるまでもなく, これは技術の社

会科学的な規定である。これを技術科教育の考察

に用いる場合その名称をそのまま用いたのは単に

便宜上の話で,その本質はいささかの変 りもない

が,“労働 ××"と いう名称にこだわると,そのた

芽Б 雄
一

岡



めに概念の混乱や横スベ リが起 り易い。すなわち

労働手段一一道具・機械・装置 (と くにこの場

合は化学工業関係の spparatus),した

がって客観的な物,ないし物の複合体

労 働 カーー ここでは労働者が商品として売る

“労働力"の意味ではなく,生徒の能

力全体 (知識・知性・知能・技能態度

までをふくむ)で , ここでは技能をも

って代表させる。授業の場で生徒が示

す行動は, “労働でも,生産労働"で

もなく,純粋な “学習活動"である。

したが、って主体的な多くの場合 “潜ん

でいる"あ るいは, “用意された"力

もっとも技術の内容を, この客体的な “牛τ'と

主体的な子どもの能力 (技能)*と に分けて見ただ

けでは納まりがつかない。この 2つ の要素はシッ

カリと,不可分に結びついて “技術"と いう一体

を成しているものであり, しかも技術教育の対象

は結局は客体である労働手段だけに限定し,その

っゞた電 子■壼塾a
わゆる技術学の教育になる。大学や工業高校の授

業ならいざ知らず,も し中学校の授業が労働手段

についての知識的習得だけでいいのなら,その教

育の肝′とヽの目標である人間能力 (と くに技能)を

主体的に身につけさせて,それを通してしっか り

した人間的態度を養い,能力を高めてやるだ |ナ で

* 一般的には, 練習によってしっか りと把握された

(身についた)行動方法 (や り方)を技 能 とい う

(ス ミルノフ “心理学"Ⅱ ,p.94)。 心理学者は,

この場合,一般的に能力と技能とを区別し,能 力は

技能 とちがって,事前の練習 (習熟)を必ずしも必

要 とはしないといっている (同上,p.104)。  本稿

では子どもの能力を “労働力"に相応するものとし

他の要素とともに “技能"を 能力の中に一括した。

それを能力の代表的なものとしたのは,他 の要素も

ここではすべて技術に関連したものであ り,そ して

技能はその関連が最も密接だからである。

なく,子 どもが自主的に自分の能力を自分で啓発

してゆくカー人間性をつくらせる目標は見失われ

る。すくなくとも技術的知識から人間形成までの

過程にはすく
゛
飛び越すことのできない大きなギャ

ップがあるのである。そのギャップに一足ごと
｀
に

足がか りのついた橋を架 |ナ るのが広義の労・働力の

育成である。現場でiま,当然この 2つ の要素は結

びけつられ,融け合わされて実践されている。た

だここで望みたいことは,教師のあたまのなかで

は, この一体のものが,ハ ッキリ2つ に分析され

ているということである。

(2)編 成される教科内容の多元性一現在のと

ころ現場では, 自主編成にとりくんでいる教師で

も “指導要領"が与えているコースすなわち本工

・金工 0機械,原動機,電気という学習内容は大

たい踏襲されている。 F局題は, これが決 して単純

に一本の系列を形作ることができないということ

である。すなわち大ざっばに書くと,

0 
不

工→金工→機賊
1麿覇機 1墳罹計

作)

|一
|エ ネルギ

|

lBl 電気…… 回路,直鳥,(機器製作)|

交 流

〔

警 ヴ 攘

}高

周 波 一

|

のようになり,に)と C)と はコースとしてハ ッキリ

別であり,製図まで④ と③ とではちがった性質の

ものが描かれる。わずかに最後の段階でエネルギ

のところでつながるだ け で あ る。同じ③の機械

で,機構 と機関 (原動機)と では,つなが りはあ

るが,学習のとりくみ方がちが うのである。だか

ら技術科では,教科内容の自主編成が企てられて

いる一方,も ちろんそれとのつなが りにおいてで

はあるが, “授業をいかに組織する力ヾ という重

要な問題があ り,その解決のための努力が続けら

れているのは,教科内容が決 して系列ではなく,

少くとも加工機械 と電気の 1系列が存在すること



を示しているのである。

しからば, これらの複線的 コースの差別はどう

して生じたかといえば,それぞれちがった特性を

もっているからであり,そ してその特性は,労働

手段に対する労働力の働きかけ,ま たは労働力が

労働手段を使 う仕方がそれぞれのコースによって

異なるために生ずるのである。それをわか りよく

図示するために,ま ず教授過程について簡単に述

べておかねばならないc

(3)教 授 過 程 教授過程の一般概念につい

ては,私は既にダニロフの教授学を受売 りしたこ

とがあるが*, ここで技術科の授業の場合に帰 し

(第 4)教 授 過 程

習
行

(知 識 。や り方)一 能力 (認識・赫 旨)― 薯執 _態 副

(能 力の形成 )

ていえば,われわれが教科内容系統の各単元にお‐

いてそれぞれの労働手段を相手として生徒を取組

ませることにより,生徒の能力 (知 識・認識)が

習得され,それが応用と習熟 (習熟には練習の過

程が含まれる)に よって主体的に定着し,その各

個人の態度 (人 間性)を形成する労働力発達の過

程のことである。その 1つ 1つ が常に労働手段 と

教科単元 と不可分に結びついて完全な意味での人

間形成に役立つ技術教育が遂行される。この労働

力は,教科編成の上には図式的に表示されない部

分であるが, これについて仮に下のような図式を

与えて見た。まずこれについて説明するc

(製作 )

(分解・組立・操作 )

配線・製作・測定

分解・組立・操作

(分解 運 転 ) 運 転

ことを示す。

第 2欄は,応、つうにいわれ,考えられ

ている編成の系列がいくつかの枝わかれ

したタテの線 (矢印)で示される。 すな

わちこのタテの線に沿 うて各単元が理論

的にも実践的にも適切な順序に従って並

べられる。そしてその各単元を支配するテーマは,

いずれも労働手段である。生徒がこれらの労働手

段 (物的存在)に 当面しつつ,それについての初歩

的知識が与えられるのであるが,その知識だけで

技術科教育の任務が一おう完了するものならば,

これらの労動手段はいずれも技術学で扱 わ れ る

テーマであるから,技術科教育は技術学を中軸と

すべきだという意見も受容せられ得るであろう。

出 /
教 授 過 程

第 1欄は教科の学習コースが本ではなく,加工

・機械・原動機および電気に分岐していることc

そして加工 と機械 と機関 (原動機)の間にはいく

ぶんかつなが りをつけることができるが,それら

と電気との間にはつなが りよ りも差別の方が多

く,強いてなにがしかのつなが りをつけようと思

えば,最後にエネルギーのところでつける他ない

* (́言志, 1965句二8月 →手

2θ

加工 (木工・全二E

串　
帥帥‐
岬　師畔

＜ａ
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しかしそれは技術学の教育ではあっても技術の教

育ではない。なぜなら技術には中軸的な労働手段

の他に, とくに中学校教育において重点視せねば

ならぬ労働力=能カー技能の領域が厳存している

からである。

第 3欄は労働力と表示してあるが,労働力につ

いては何も書いてない。ただ知識をふくめて労働

力 (子 どもの能力)が形成されるべき教授過程を

予想し,労働手段についての矢Π識の習得 (Eコ で

示す)と 教授過程のながで実習を通して行なわれ

る能力の発達 (厖コで示す)と の比重 (授業時間

数で測ることもできようがここでは立入らない)

の大体を示してある。すなわち

(a加工においては労働手段は主として道具であ

り,構造が簡単なだけに導入 として教iTから与え

られる知識 (こ の知識はやがて教授過程のなかで

労働力の一要素に移行する)の比重は軽い。その

(ミ リその実践の大半は手仕事による製作であるか

ら教授過程の中での能力の形成比重は大きい。

(b)い ろんな機械や機械 部 品 (労働手段)の知識

は,かなりの比重をもっている。その分解・組立

。操作等の実習lま 1つ 1つ ,それぞれの教授過程

において定着する能力を高め,あ るいはいつでも

高め得る POtentialと してたくわえられる。これ

が機関 (原動機)と なると知識は授けられるが,

いちいち分解・組立ができない場合もあり,わず

かに運転や手入,簡単な故障発見などによって労

働力が与えられる。

(C)変 っているのは,電気学習コースである。そ

れは加工や機械のコースとは全くちがった多くの

特異性をもっている。

<1> この教科系統は著 し く技 術的であっ

て,しかも同時に理科的 (理論的)ではあり, “理

論的な事項は数学や理科にまわし,技術科は応用

ム勺なものを取扱 う"と いうような古く,かつ間違

った文部省の指示をまっこうから拒否している。

<2> 学習指導要領でさえ, “電気回路の研

究を中′いにして"と 正 しく指示している通 り,こ

のコースの学習は回路概念をもって一貫させねば

ならない。

<3> ところが この 回 路には真空機をはじ

め,いろゆる “針金を流れる電流"以外に静電気

(摩擦適用)的要素がみちみちている。たとえばコ

ンデンサがそうで, これは静電誘導作用にもとづ

くもので,それは電磁誘導に対応 している。

しかるに “理論自ザ'であるはずの学習指導要領

の理科では, この静電気の扱い方がきわめてお粗

末で,かつ非理論的である。これを補なって生徒に

技術的興味とともに理論に限をひらかせるのは,

技術科の電気学習コースの特質である。すなわち

いきなり乾電池と豆電球の電流回路を持ち出す前

に,磁気とともに静電気の系統立った知識を習得

させねばならない。前1号の図式第2欄にEコ を他

コースよりも長く描いたのはそのためである。

<4> このコースの労働手段には,発電機・

電動機 0変圧器等の機械の他に,“ 機暑「
'(Instru_

ment)と 呼ばれ てい る比較的小形ななものがあ

り,物によっては生徒が製作し得るものも多い。

同じこの第 2欄に第 3欄 の場 が突き抜けて延び

ているのはその意味を示す。こういう電気技術の

特徴は, この技能がプロパーの生産技術以外に運

輸・通信等の領域にひろがっているところからも

きているのである。

第 4欄は教授過程のコースで,教利編成の系列

をタテとすれば,いわばヨコのコースである。そ

して単元 1つ毎にこれが付随する。これがなくて

技術科の教科編成が第 2欄だけで終るものとすれ

ば,それは理科の教科編成にはなり得ても技術科

の教科編成にはなり得ないであろう。

この教授過程は,知識として習得したものを応

用 (摘要 0使用)に よって石窪認し, しっか り身につ

ける過程であり,その中でも応用と習熟が重要で



ある。習熟がなければ応用ということも形だけの

ものになる (ま してそれに含まれる練習の過程)。 中

学校技術科の限られた授業時脳]内 では “習熟"な

どできるものではないとして, この過程を軽視す

る傾向も見えるが,習熟はただ一回でも行なわれ

ないよりはましであり, 2回 |よ 1回 よりも,それ

だけの効果があるものであるcそれに同じ単元に

ついての習熟はわずか l FH‐ |か 2回 でも,それまで

の他単元の学習で経験したことがやは り “習烹「

として仙くのであるc教師の注意ぶかい指導の下

では,生徒は “や りぁいいんだろう" “品物がで

きりぁいいんだろう"と いう気持でただ手だけを

働かせているのではないc過程のどの段階におい

ても動かす手先を見つめながら,緊張した思考一

あたまを働かせてお り,それがまた手の働きを高

める。そヒノて生徒の学習態度が形成される。

教授の目的は生徒のなかに主体的に潜み,り]]意

されている能力をひき出し,かつ高めることであ

る。それは技術科だからといって何も技術的能力

に止まるものではないc教授過程はその段階に止

まることを許さない。習熟 と応用の過程がなお続

き,流れて,生徒の学習に対する積極的意識を高

めて,ついに人間的 態 度の形成 (人間形成)にま

で到達せねばやまない。それが全体 ととして再び

第 2欄の労働手段の矢口識 習得 (教科編成)に もど

ってきて,そ の知識の質を高めるのである。

さて第 2欄 と第 3欄 ないし第 4欄 との関係であ

るが,私はそれをきわめて表面的 l■,編成された

教科体系をタテ糸,その各単元において行なわれ

る教授過程をヨコ糸にたとえ*, 
技術科の教科編

成は決 して労働 手段の 1本の単元系列 (実は3本

にも4本にも分岐しているが)ではなくタテ糸とヨ

コ糸の織 り成す織物 (パ ターン)を成すといった。

しかし考 え て 見 ると,編成されるべき教科体系

は,そんな抽象的な思いつきで,た とえ類推的に

せよ表現できるものではないc現在では,教科系

22

列の各コース,各単元は,つけられるべき第 4欄

(教授過程)を何か薄い紙にでも書いて切抜き,そ

1■ を第 2欄の上に貼 りつけたようなモデルを想定

している。すなわちヨコとタテとが一枚の平面の

繊物のように表現されるのではなく,い って見れ

ば,タ テ糸をヨコ糸が全面的にカバーするのであ

るcそ して透かして見た り,め く って見た りし

て,次元を異にした知識習得のコースと学習にお

ける,応用と習熟を中′とヽとした能力形成の過程と

の相互関係を絶えずチェックし,修正して授業の

より進んだ調和と整理を保証していくのである。

以上に述べたようなことは,何もここで私は事

あたらしく述べたてるまでもなく,誠実な現場教

師なら誰でも実際には実行 し,経験 しているとこ

ろであるcただスケールの大きい複合́的な技術を

ただ一体の技術 として捉えられているために,そ

の払われた骨折 りの割には無用の混乱がいつまで

もつきまとっているのではなかろうか。技術が労

働手段と労働力との複合体なることを まず 認 識

し,それに教授過程の概念をか りて一たん分析 し

それを図式化した上で,た とえば私が上に述べた

ような手法で,再び,技術 として一体化させるな

らば,無用の混舌Lを末然に防いで,われわれの研

究と実践を進めることができるのではないだろう

か。つまと技術そのものの複合性ゆえに,技術教

育の過程も複合的なものとして考えねばならない

ということである。

以上の作業から私は技術科教育の本質を一そう

ハ ッキリと把握することができたように思う。す

なわち 技術科教育とは,労働手段 (そ の研究は技術学

が行なう)の単元系統による知識の修得を中軸とし,各

単元毎に行なわれる教授過程が (そ の裏づけ となるの

ではなく), むしろその全面を覆っている教育である。

* 近刊 “技術家庭科授業入門"

以下次号



基 礎 製 図 の す す め方

最近教材や教材内容の精選 fヒが阻Hボれ,教育過程の編

成が論議されているが,こ の場合「なんのために」「何

を」「どのように」教えるかを考えねばならない。

ここでは 1年生の基礎製図について,こ のことを考え

て教た _

1 基礎製図のねらい

製図の一般的意義から技術教育としての製図指導につ

いて考えると,技術家庭科の教育が一般教育としての,

技術教育の立場から製図指導においても,単なる製図技

能者養成のための教育でないことは当然である。

そこで製図指導のねらいをつぎのように考えた。

① 立体を正確に平面にかくことができる能力を養 う

② 平面に作図されたものを見て,立体に表わすことの

できる能力

③ 製図用具の合理的使用法と工業規格の必要性と規格

による作図能力

以上のねらいを達成させるために教育過程をどのよう

に編成するかを考えなければならないが,こ の場合基礎

製図の指導内容を考え構造化してみる必要がある。

2 教材の構造化

教材の構造化とは,教育内容の本質をとり出し,学習

指導過程においてどのように提示するか。すなわち精選

したねらいにあった教材を,生徒の認識過程にあわせ,

生徒に立体的に取 り組ませるには教材配列,思考の類型

【課題解決学習】

技術学的知識の整理

(教 師の教材提示)
指導内容の構造化

<課題の設定>
生徒の認識の順次性

や流れ,生活経験等を考え構造化することであるc

そこでこれらの事を考えて課題を設定し解決する学習

指導を試みた。

O技術学的知識の整理

現在教科書に出ている指導内容は次のようである[

1.考案設計 2.投 影法 (・ 第一角法・第三角法・斜

投影法・等角投影法・透視図法)

3.製 図 (・ 線 と文字のかき方・平面図法・展開図法・

寸法の記入法・製作図のかき方 )

これらの指導内容を,基礎製図のねらいから考え構造

化して考えると次のようになる。

【基礎製図の構造】

不
と
読
図
育ヒ
力

|

製図の用具の種類
と用途

線の種類 と用途

文字の種類

寸法記入 と尺度

製図記号

木工製図・金工製図・機械製図

↓

|~~1::: 

「~~ 「~i::: 「~ |

以上の構造図を考えてみると,「立体の表示と読図能

力」と「製作図をかく能力態度」を 中心 の核と考え,

「核」を理解させるものとして,いろいろな学習内容が

考えられるが,こ こでは上記のものを指導内容とした。

C生徒の認識の順次j隆

認識の順次性では基本的な学習過程として次のような

過程が考えられる。

一
　

一　

一　
一　
一

一製
作
図
を
か
く
能
力
態
度

Ｔ

一
立
体
の
表

一　
　
　

一　

一　

一

法

法
法

法

法

法

餞

絲
第一角

蹄

鵠

脚

正

／
ｋ

斜

等

展

↓

一　

　

　

一
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(教材に対するとりくみ)
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【基本的な学習過程】 この基本的な学習過程と基礎製図の指導内容を考えた

学習過程を示すと下図のようになる。

下図に技術的知識の整理 と生徒の認識の順次性 とを考

えた学習過程の構造図を示したが,次に学習指導の基本

的考え方を述べ指導計画を示す。

歴
性的認

劃 刊
理性的認

劃 刊
裏蕎高話瓢

卜 1亜 |

為行業作

Eけ とめる・求める目考える日行う・たしかめる|

基 礎 製 図 の 学 習 過 程

＼ 、、 学習?
房諜よ〕た 1感

性的認識の段 技術的実践の段階 学 習 事 項

受けとめる

求める

①物の型を表わ

すにはどんな

方法があるか

スケ ッチす る方

法をしらべる

物の表示法

スケッチ図

模 型

考 え る

行 な う

た l′ かめる

物の型や大き

さを正確に表

わす方法につ

いて

製図用具の種類 と

てしらべる

②三面図について

その関係を知 る

③第三角法による

投影図はどんな

方法でかかれて

いるか

④第三角法 と第一

角法についてし

らべ る

0線のひき方をど

うす るか

・ 寸法の記入のし

かたについて

立画面,平画面

倶1画 面 と物体 と

の関係を調べる

第三角法 と第一

角法の投影のち

がいをしらべそ

れぞれの特長を

知 る

第三角法による

投影図をかく

第一角法による

投影図をかき,

それぞれの特長

から第三角法の

理解を深める

斜 投 影

等 角 投 影

・ 三 面 図

0第 三 角

・ 外 形

・ か く オt

・「| ′心

第一角法

斜投影法についてかきかたをしらべ

てかいてみる

等角投影法についてかきかたをしら

べかいてみる

正面図,平 面図,側 面図のみかたを

知 りかいてみ る

法

線

線

線

その使用法につい C簡単な模型を製

図する

⑥やや複雑なもの

へと発展する

⑦円 0円 孤のある

物の製図をする

・ T定規・ 三角定
規

・ デバ イダの使用
法

・水平線・垂直線
。斜‐線のひき方

・寸法記入の方法

・ 製図記号につい
て

・ コンノくスの 使用

しヽ

・尺度,製 図用紙

・ 円・ 円孤のかき
方

・基準線のとり方

・ 合理的な使用

法についてわ

か る

傾斜 のあるもの

曲線のあるもの

考 え る

行 な う

たしかめる

〔学習指導の基本的考え方〕

① 理論先行型の指導法………高等学校・大学

② 技能先行型の指導法……技能者訓練所

③ 理論と技能の一体型指導法

学習指導を分類すれば大別し以上 3つの方法が考えら

24

立体か ら平面にかかれた投影図をみ

てどんな立体か考える

・ 読図す ることに よ
り投影図の理解を
深める

③投影図から見取

図をかく

れるが,こ れまで製図学習では,教師が定規・三角定規

・ コンパス 0デバィダなどを示しながら正しい使用法を

説明し線引きの練習をさせる。また線の種類や,用途,

寸法の記入のしかたを説明する。このような理論先行型

の指導法がなされているので,実際の工作図をかく段階

|

理性的認識の段階 1技術的認識の段階



で,再度説明をしなければならない実状である。

また「製図用具の種類と用途」「文字の種類」「寸法記

入」 と別々に指導するので,生徒にとっては無味乾燥で

退屈な学習であ り,ま た,ば らばらに学習しているので,

実際の工作図をか く時には,全然応用できない実状であ

る。

以上の今までの学習の反省から指導法としては,③ の

理論と技能の一体型指導が最も適切であると考えられる

が,現行の教科書では,こ のような指導法がむつかしい

と思われる。そこで生徒の認識の1買次性を考え,技術学

‐的知識を整理して作成した,学習過程を,理論と技能の

一体型の学習指導法に展開したのが次に示す,課題学習

である。

3.課 題解決学習による基礎製図の展開例

模型をスケッチしよう

事 項
1 

学 習 活 動 1 指 導 事 項 1備考

学 習 事 項

①直方体

真上

真横

真正 面

②

真上

`,1ョ

ト暴

真正面

③

・ 正面か らみ

た図,真上か

らみた図,真
横か らみた図

をか
｀
く

・ 正面図

・ 平面図

・ 側面図
0描 図の練習

をす る
0練習をす る

(正面図)(右側面図)

正面図

平面図

側面図

証　一調

論 (現面即

0平面図は正

面図の真上に

か くよ うに側

面図は正面図

の真横にか く

よ う指導す る

①直方体の

模型

②積木の模

型

③円柱 とだ

・ どんな方法

で表わすか
。スケッチ図
。等角投影図

・ 不等角投影

図

・ 斜投影図
0透視図

・ 等角投影図

と斜投影図で

か く練習をす

る

・ 斜投影

・ スケ ッチ図
|

をか く

・展開図をか

く
。三面図をか

く

・ スケ ッチ図で

生徒のかいてい

るのは不等角投

影が多いが,図
のかき方から等

角投影図,斜投

影図,透視図ヘ

と導 く

・ 斜投影図では

正面から見た形

が実長 とな り,

1カ の形大きさが

そのまま示 され

るがその他の面

は小 さく見える

あ

斜投

影図

等角

投影

図

第三角法による投影図をかいてみる

学 習 事 項 1学 習 活 動 1牌 事 項
|

備 考

円柱につい

て

日曰

・ 円柱やだ円柱

で |よ スケ ッチ図

としては区別が

つけに くいこと

を気ずかせ展開

図三面図の必要

性を理解 させる

Cガ ラス箱に

模型を入れる

+画面

③かくれ線の

出る模型

きガラス面を展 ら,等
開し三面図の関 による

係を学習す る  |である

117さ せ

・ 正面図,平 面

図,側 面図 1こ つ

いて各´々模型で

練習する
1圭 諜冒

1実 際の

|よ
り小

ること

させる

0模型をみて,

みえない部分の

展開

図

第
法

器

型

面

か

法

法

理

角
　
線

筵
法
膨
　
ん

こ

線

の
＞
線

形
線
線
れ

外
実

い
く

。
て
太
か

憲 州 三面図を使っ罐 型をかいてみる

(平面図)

t[拿ζ貨尾Z裂 1喜棲考

し|

学 習 活 動 指 導 事 項 備 考

三 面 図

第 31第 4

角  1角



かき方を学習す

る

・ 円柱形の模型

の描図練習をす

。中心線 (―′点

鎖線の細線)の
ひき方

・ か くれ線の練

習)

1音

→五51量][

・ 投影説明器

で,三面図の

関係を学習す

る

。第三角法と

第一角法で描

図する

固固
1壼 |

(第一角法)

0投影 のしか

たについて理

解 させ る

珊 3L■
'

物 投 視 投 物 視
影  影

体面点面 体 点

第三角法 と第

一角法を対比

させなが ら理

解を深める

¨
　
一

織
に

，
る

かくれ
線

中心線

俣1面 図

不要

正面 図

の選 び

万

一左
側
面
図
一

つ

る

正

形

か

も

理

に

す

が

じ

と

で

を

線

導

図

同

こ

図

と

る

心

指

面

と

る

画

こ

せ

中

て

側

図

な

二

い

さ

・

い

。
面

に

ら

よ

解

選

が

を

正

の
導

の
形

と

，
図

指

面

図

こ

せ

面

を

正

で

る

さ

正

方

ｏ
方

わ

解

い

び

る

C投影のしか

た

学 習 事 項

び

か

理

し

選

す

|

⑤複雑な模型

(正面・図の

選び方) ◎

′ ヽ

(側 面図は不要 )

・ 正面図の正し

い選び方を理解

し描図練 習をす

る

。図画をみて

どんな物体で

あるか考えさ

せ,立 体を積

み木で作 らせ

なが ら,段々

と図面を読み

とる能力を養

う

・ 簡単な物か

ら複雑な物 と

発展 して読図

能力を養 う。

(積み木では

できないので

粘土を使 うよ

うにす る)

簡単

な読

図

(4)

①第三角法と

第一角法にか

かれた図面の

比較

第三角法 と第一角法の投影図をかい
てみる……(3)

学 習 事 項 1学 習 活 動 1指 導 事 項

［」］宙帥̈日ｏ＜第一角法＞

。図画をみな

が ら,第三角

法 と第一角法

の比較をす る

・ 三面図の図

の配置につい

て

・ 側面図につ

いて

第一角

法

④円柱の模型

(中 ′心線)

(か くれ線)

一拳
1翌士堅笠竺竺竺

Lfl三 二
動 1指 導 事 項

1電重

・ 図面をみて

図面の表わし

ている立体を

積み木で組み

立てる

・積み木で立

体を組み立て

る

・ 粘土を作 っ

て,立体を作

る

0粘土を使っ

て円柱の立体

を作る

26
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題(6 製図用具を使って製図してみる

学 習 学 習 活 動 指 導 事 項 1備 考事 項
|

CI簡 単な物の

製図

・ 製図の用紙
0製 図板の使

い方
0下定規 ″

0三角定規 ″

・ デバ イダ〃

・ 鉛筆の とぎ

方

・ 製図の順序

Cせ まい部分

がある物の製

図

③ Vブ ロック

の製図

・ 現尺でか く

・ 製図用紙

(A列 5番 )

④円柱の製図

●マル (φ )

・ カク (□ )

・ アール(R)
・ テ ィー(t)
・ 平面

― l

・ 基準線を引

き正 Eli図 か ら

か く
。水平線垂直

線のひき方を

T定規三角定

規を使ってひ

く .

・ 寸法を とる

のにデバ イダ

を使 う

・ 寸法の記入

のし́かたを学

習す る
。面正図に主

として記入す

る

・ せまい部分

の寸法記入法

について学習

す る

・ 縮尺倍尺現

尺について

・ Vプ ロック

の製図をする

a.図 面の配

置

b.製 図の順

「多

b 線の太 さ

e.寸法線 ,

寸法補助線

矢印

e.寸法を示

す数字

・ 円柱の製図

をす る
。正面図だけ

をか く

・ 製図記号を

学習す る

)

:泉

大

す

。その他の製

図記号 も指導

す る

・ 小 さい寸法

を内倶1に か き

寸法補助線が

交わ らないよ

型
．
疑
教
薫
掲
わ
　
↓右‐
わ
　
↓上
記
呻ｍ̈ｍ
十洲
『
　
鋳
Ю
‐
ｉ
に
　
本
脚
や，爛
誅
鮫
　
順
　

，し
朝
　
出
　
響
ば　
　

，
る
秘
醜
」
興

縮

し

い

法

いヽ
　
　
を

図

ン」
せ

の
　

，
線
　

，
し

斗
二
藤
　
　
↓
線
　
　
↓
．
ら

い
か
神
繰
　
輌球
綱
印
字

繍

　

″

踊

ど
宰

こ
唖

　

剣

て，
牌

　

聯

が

は

と

持

墨ゝ

　

の

て

指

　

図

　

の

つ

３

手

語

正

ｒ

か

詢
Ｘ
Ｄ
）一
疏
い
畔
琉
鮭
韮
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|と しての教育過程の編成をしたわけであるが,い くらか

の問題点が残ったので,最後にこの問題点をあげ,全国

実践家の諸兄の御指導をお願いいたします。

〔問題点〕

1.課題のあたえ方……И)適切な課題であるか

同課題 と系統性の関連

平面図法の指導をどうするか

第一角法と展開図法をどうするか

(大分大学教育学部付属中学校教論 )

:

石油からたん白質食料

石油といえば,古 くは燃料資源と考えられていた。こ

れが最近は石油化学工業として,合成樹脂や合成せんい

などの新しい材料が開発され,わたしたちの日常生活の

なかで,衣・住に大きく利用されている。最近の研究に

よると, この石油化学工業が,わたしたちの食の問題に

も,大 きく利用されるだろうことが予側されている。

ある種の微生物が石油に入れられると,微生物は石油

中のパラフィンを代謝源として繁殖する。したがって,

毒性のない微生物を取 りだし,それを石油中で培養すれ

ば,食用となるたんばくがえられるわけである。この微

生物が石油から生成するたんばくは, アミノ酸の含有量

が多く,牛肉より栄養価が高いといわれる。味つけの研

究もたんばくの研究と並行して進み,20年後には,確実

に食品化学の分野に進出するだろう。

現在,研究者の推計によれば,全人口を養うに必要な

石油たんばく量は,そ の時代に燃料として使われる石油

量の1%で十分だという。したがって,石油たんばくに

使う石油はわずかなものであり,原料源はそう問題とな

らない。また,微生物がノミラフィンを吸収したのちのち

の石油は,オ クタン価の高い燃料として適している。

昭和60年の日本人口は,約 1億 3千万になると見込ま

れている。現在でさえ,各種の食料が不足し輸入によっ

ているので, このままいけば,20年後の日本の食料問題

は最大の問題である。その問題の解決として,石油たん

カポくは大きな役目をはたすだろう。

ロータ リー・ エンジンの実用化

一-42年には市販 されるか――

本誌上でもすでに紹介したロータリー・エンジンーー

ピストンのないエンジンーーは,本年度中に実用化試験

を完了し,42年には一斉に市販される見とお し とな っ

た。このロータリー・エンジンは,理論的には,量産態

2θ

勢が確立すれば, これまでのピストン・エンジンにくぅ

べて,重量が%,部品数が%,価格も%に なるだけに,

ここ数年間のうちに, 口‐タリー・エンジンが大きくの

しあがってきて,エ ンジンにたいする構造概念を一変さ

せる時期がくるのではないかと思われる。

ロータリー・エンデンの実用化をめぐって,各 メーカ

ーは,現在試作中であり,ス ポーツカーや乗用車,農学

用の耕運機や農学用ポンプが年には市販される。

こうしたエンジンの構造変革を考えると, これまでの

中学校のエンジン教育を反省してみる必要があろう。ビ

ストン・エンジンベった りの「即物教育」に堕していな

かったか, ピストン・エンジンはあくまで学習素材とし

て,そ の指導によって,ど のような学力を育てるかにつ

いてはっきりした目標をもっていただろうか,学習素材

を通じて,技術にとりくむカーー技術的思考を育ててい

たかなど,投術教育の本質をめぐって,い くつかの問題

をなげかけてくれるように思われる。

溶射技術の進歩

溶射とは,溶融した金属を[E縮 空気で徴粒化 (フ トマ

イズ)し , 目的物に吹きつけて,金属被覆を作ることで

1910年にスイスで発明された。はじめは,美術工芸品,

鉄鋼の防錆のためあえんやアルミニウムの溶射がおこな

われ,メ ッキの一方法であったが,近年になって長足の

進歩をし,応用面も広くなった。機械部品の摩耗しやす

い箇所に,モ リブデンや合金鋼,さ らにはセラミックな

どを溶射することや,鋳造品の表面欠陥の補修,機械工

作において誤作した部品を修正するための溶射などに用

いられてきている。また,金属溶射だけでなく,各種の

ヵ―バイ ト,ポ ライ トなどの溶射による耐火・耐摩耗性

の皮膜をつくることやプラスチックの溶射もおこなわれ

るようになった。さらに被溶射体も金属以外の陶磁器 0

ガラスなどにも広がってきている。



加工学習における考案設計の授業

は じ め に

H召和37年に,中学校に技術・家庭科が発足してからこ

の教科のあり方について,さ まざまな問題が, とりあげ

られ,議論がなされてきた。

この教科の制定にあたって,制度的には,男女別のコ

ースをとったり,選択制の問題,中学校における孤立化

された教科で,小学校,高等学校との関連の少ない教科

であること,ま た当時,産業教育を充実させるには,少

くとも350万円ほどの予算が必要であると答申したら,

おどろいてしまったほどの市教委,それほどまでに無理

解からくる施設,設備の問題,あ るいは,技術・家庭科

に対する偏見。あるいは,学習指導法,教師の研修の間

題,工具の管理の方法,等にはじまって,最近の授業研

究に至る数年間を経過した今でも,現場教師のこの教科

に対する疑間「いったい技術科では何を教えたらよいの

か」という問題の解決はみられていない。制 定 当初 と

は,問題の質はかわっているが, これこそ,技術科の求

めるものだという確信のもてないのは,い ったい,何が

原因なのだろうか。

ここに,試みた私の実践も,今までの実践 の反 省か

ら,生れた一方途にすぎないc

今まで, 1年の加工学習では,「 本立て」,「かざり棚」

「郵便受二,「マガジンラック」,「小箱」など, 2年の木

工実習では,「庭いす」「腰掛」,「折 りたたみ椅子」,「 ソ

フア」―協同製作――などを教材として選んできたものの

中学校の技術教育における教材はこれだという信念もも

てずに,今まですすんできている3

こんな気持ちの中から,子どもたちの創意を生かした

授業をくんでみたいと考え,一定の材料を子どもたちに

提供して実践し,そ の結果を分析して,一つの活路を見

出そうと思って実践し,ま た実践しようとしてい るの

が,以下の方法である。御批判をこいたい。

1 何をねらいとしたか

授業の実践については,後述するが,自 分自身の,技

術科に対しての方途を見出したいという欲求から生れた

ものである。

授業の基本として,「子どもたちの中から引き出した

ものを中心として,授業を組織する」を中心にすえて,

①子どもたちの「無限の可能性」を引き出してや りた

い。この場合の「可能性」については,今まで,わから

なかったことをわかるようにしてやるとかいうことでは

なく,生活指導的な,今までわからなかった,ま たは,

できないとあきらめてしまった子どもの学習意欲を,喚

起させることによって,い ろいろな教材を, こなせるよ

うになるという意味である。

それから,CIあ くまでも,完成させてや り,物をつく

ることの意味,しかも製作実習を通じて,子 ど もた ち

が,事物を科学的にみつめ,子 どものもっている,技術

的諸能力を啓発してや りたい,ま た,0創造性豊かな子

どもを育てあげたい,④自分で考え,設計し,製作する

中から, 自主的な,主体性のある子どもに育てたいとい

う願いをこめながら,技術についての科学 (技術学)を

基盤にすえて,学習内容をくみたて,整理し,子どもの

人格を変革し,す ぐれた実践力のある子どもを育てるこ

とをねらいとした。

2 学習指導の視点

学習指導は,教科固有の指導目標に導かれた学習内容

を,教授するための手続きをさすわけであるが,「 どの

ように教えるかJを「何を教えるかか」ら切 りはなして

考えるわけにはいかない。「何を教えるか」を,安易に,

教科書な り,手びき書な りに求めてしまった うえ で の

「 どのように教えるか」はおよそ意味をもたない。

また,「技術科では,技術の原理・原則を教えればよ

29
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い」という考えも主知主義的教育におち込みやすい。

そこで技術科は「物を作る」という過程における人間

の技術的実践一一生産労働―一が,新しい知識 を確 保

し,定着させる源泉となるものだと思う。ここに物の製

作の大事な部面がある。そこで,考案設計の段階を重′点

的にとりあげ,実践したのが以下の指導計画である。

木材加工の指導計画―-1年 (男 )

1 考案設計―-20時間

。工作図について

。本立て,郵便受,小箱等を例にあげて,材料の条件

をくふうさせる

o20種近い略構想図をかかせる

。設計の条件・機能 0荷重と構造について

。製作品の決定

。木材の種類・用途について一改良木材―

。各部の名称・特性について

。工作材料の選定

。木材の強度

。接合法と強度

。切削と加工法 (カ ンナ, ノミ,ノ コギリ,糸のこと

木工機械)一―この授業の流れの中で,構想図をか

き,検討を加え,寸法とりの図と部品図の製図 (図

1参照)をかく―一

。構想図,製作図,組立図をかく

。工程について

2 製作一-35時間

。自動カンナ盤による平面削 り

。木取 リーー寸法とりとノコギリ引き

。部品加エーーカンナ削 り,丸のこ盤,糸のこ,帯の

こ盤,ノ ミ,け びきなど

。組立て一一 くぎ,波 くぎ,木ねじ等による接合,

接着剤による接合,

組みて,接ぎてによる接合など

。素地仕上げ一―ペーパーによる研磨

。塗装一―はけ, コンプレッサ等による塗装,各種塗

料と用途

3 評価―-2時間

O作品と図面との検討,原因の追求

3 考案設計の実践の中で

加工学習の前提として,学習指導要領の中で,特に力

を入れているものに「考案設計」がある。ところが,本

立て,ブ ックェンド,ブンチン等の教材の中で,こ の作

業をいかせる部面|ま きわめて少ない。ブックェンドや,

|
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′

ブンチンの製作の中で,ど んな (考案)設計がいかせる

だろうか。それは,単なる意匠 (デザイン), 形状だけ

の要素から求められる設計におわり,技術的要素からの

くふうはいかせない。このような設計では意味がない。

ベッセマーが,鋼を作り出すために転炉を設計した過

程の中にも,き びしい,科学の,技術面からの要求があ

ったはずである。銑鉄から鋼を作り出すために炭素の量

を少くするために,ま た彼が,鋼の中から「イオウ」を

ぬきだせなかったことの中にも,材料についての科学的

な分析と,加工法の研究から解決の糸日が見出されたわ

けである。こうした,材料,加工法についての科学的な

研究の上に立った設計でなければならないと思う。

加工学習における,組みつぎも,ほぞつぎの方法も,

材料の,加工法のきびしい研究の中から,科学的な方法

が生れるものである。

そこで, 1年の加工学習では,特にこの点を重視して

考案設計に力を入れることにした。

材料 (木材)の研究の中では,

。各材料のねじれ,曲げ,圧縮などの各力に対する強さ

。比重と強度との関係

。含水率と強度について

。春材,秋材と強度について

。年輪密度と強度との関係について

。異方性について

。節,あ て,やにつば,縄 日,反 り, 日切れ, 日廻り,

虫食,腐れ,干割れ,乾裂, 日痩せなどと強度との関

係につぃて

などの主として強度と材料との関係から授業を組む。

また,加工法の研究の中では,

板材のクギによる接合につぃては,そのクギの接合のい

かんによって,強度に多くの影響があることを理解させ

るために,下図のような例の試作品を作って用意し,そ

の強度をはかり,

また,組みつぎ (二枚組み,三枚組み,あ り組み)につ

いても,ま たほぞ組みについても同様な方法をこうじる

などして,設計の前段として,充分理解させておく必要

がある。また,と か く,子 どもたちの目には他人のもの

がよく見えたりして,安易に,設計を変更するきらいが

あるが,科学的根拠のあるものに関してのみやるべきだ

と,思 う。

また,郵便受の受日一つの大きさの問題にしても,そ

の置き場所, 風向き, 雨の吹き込み具合や, 雑誌, 手

紙,封筒,新聞等の大きさや,強度や加工法などから引

きおこされるさまざまなことから判断されなければなら

ないし,郵便物の大きさや屋根等の関係等設計のいかせ

る部面が多 くある。 とくに,一定の大きさの板材に穴を

切 りぬく場合,穴の大きさと強度の関係など十分考えさ

せられるところである。

その点,ブ ックエンドや,ブンチンなどの設計には間

題が多い。とすれば,教科書にある図面をもとにして,

「決められた大きさに作る」とい う,主体性のない,個

性のいかせなぃ授業では,生徒の授業に対する興味もう

すれ,授業も受け身のものとなってしまうだろう。

4 む す び

自分なりの方法で授業をくんで実践したあと,子ども

たちの設計に,せい一杯の努力をし, 1人 として同じ形

の`ない作品を前にして,一応所期の目的は達せられたよ

うに思えた。(こ の評価は,で きあがった作品からの判断

であって, この木工実習の中で,ほ んとうに理解し得た

かは,今年の現 2年の加工学習の評価にかかっている)。

中学校の技術科の目的から考えて,作品がよくできたか

どうかで,授業の質を判断すべきでなく,そ の作品の製

作実習で,子 どもたちが何を学びとったかということの

ほ うが大事なことである。

木材とい う材料の研究の中から,さ らに他の機械材料

への理解,そ の材料にあった工具なり加工法なりを類推

し,われわれの祖先が,それにどうたちむか って きた

か,さ らに,こ れからの方向は,ど う進むのかとい う見通

しのたてられる子どもに育てあげたい。たとえ,材料の

//令
反力

ψ
助
　
２図

←荷重の分力← 荷重の分力
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ちがいはあっても,加工のルールが,材料をみてくみた

てられるような授業計画でなければならない。参考まで

に,生徒の作品の一部をあげておこう。

(東京都昭島市拝島中学校教論)

32



機 械 学 習 の 構 想

ノ」ヽ 池 清

ま え が き

中学校における技術教育として,機械学習はどうあっ

たらよいか ? これを追求するためには,何をどのよう

に教えるかを検討する以前に,子 どもたちにどのような

能力を育てることが大切であるかを検討することが必要

である。

ここでは,子 どもたちに,ど のような能力を育てるこ

とが大切か,そ のための学習内容や学習方法はどうある

ことが望ましいかなどの観点から,わたくしの考える機

械学習の構想を述べてみたい。

I どんな能力を生徒に育 てるか

機械学習として, どのような能力を生徒たちに育てる

ことが大切かしまず基本として考えたいことは,機械そ

のものを, どのようにおさえるかが問題である。

技術教育は,そ の根本として,技術についての理解と

技術的思考能力,お よび,技術的事象に関する実践能力

を育てることを主なねらいとするものであると考えてい

る。そこで,機械学習は,機械技術に関する学習を取 り

上げたものとおさえたい。

技術 とはどういうものであるか ? これも明確におさ

えておかなければならない。しかし, 1明確に_lに とい

っても,技術のとらえ方にいろいろな論や説があるだけ

に少 や々っかいな面がある。

生徒にも理解されやすいものでなければ,われわれ現

場教師にとって意味がない。わたくしは,つ ぎのような

形で,「 技術 とは何かJを理解させるようにしている。

「人間が物質に対して,な んらかの目的を達成しようと

するとき,そ の目的のより良い達成のために,必ずその

仕方,方法,手段といったことが問題になる。そこで問

題にされる, 目的達成のための仕方,方法,手段 といっ

たものが,技術 と呼ばれるものであるJし たがって,

「技術を考えるとか,技術を開発するとか,技術を研究

するとかは, 目的達成のための仕方や方法,手段 といっ

たことを研究することである。」「Aの会社よりBの会社

の方が技術が進んでいるとか,あ るいは,OOに ついて

|ま ,16年前に比べて,技術がいちじるしく進歩している

とかいった場合,そ の会社な り,そ のものについての目

的達成のための,仕方,方法,手段 といったものが進ん

でいることを意味するものと理解してよいc」

技術というものを, このような形で,生徒たちに理解

させておくと, ここで問題にする機械学習に限らず,製

図,加 11,電気等,技術科は技術に関する能力を高める

ための教科であるという認識を,生徒たちの根底に育て

ることが期待できる。

論旨をもとにもどし,機械学習は,機械技術に関する

能力を育て高めると規定するとき,そ の育てるべき能力

として, どのようなものをねらうことが大切であるかに

ついて考えてみたい。

0 機械は,人間の労働をより良く遂行するための手段

として考え出されたものであるという観点から,機

械のいろいろなしくみとか,か らくりといったもの

を,追求できる能力。

0 機械は,単純な形態をしたいくつかの部品の組み合

わせから構成されているものであるとい う勧 点 か

ら,機械各部の締結,固定等,機械のぃろいろな組

み立てられかたを追求できる能力。

C)機械の各部品は,い ろいろな材料から作られている

という観点から,機械を材料の面から追求できる能

力。

③ 機械は,運動中いろいろな力が各部に作用するとい

う観点から,作用する力と機械各部の工夫のされ方

を追求できる能力っ

(⇒ 機械は,い ろいろな部品から構成され,組み合わさ

れているという観点から,各部を組み立てた り,分



解した りする手段として考え出された,各種の分解

・組み立て用具の工夫のされ方を追求できる能力。

および,それらを有■に活用できる能力。および各

部品の規格化と互換性の重要さを理解できる能力c

ω 機械の正常な健康保持という観′点から,機械の日常

の手入れ,お よび,分解整備についての重要性の認

識と,その技術的方法についての実践能力。

③ 機械に関する諸事象に対して,一定の予i員 1を たてた

り,本質的なものを追求し,それを解決した り,あ

るいは,具体物からヒントをえ,それを創造的思考

活動にまでも進める能力.

0 機械は,人間の目的行動の手段として考え出された

ものであるという観点から,機械使用による作業の

能率化や単純化,肉体労働の軽減や精神化,製品や

“

F業結
｀
果化の均一化や確実化など,機械と人間生活

や産業における生産活動とのかかわり合いを思考で

きる能力。

以上 8つの観点から,機械学習で育てたい能力を考え

ている。

Ⅱ 学習内容をどのようにお さえるか

前述のような能力を育てるために, どのような学習内

容を構成することが必要であるか,そ の概要をつぎに述

べてみることにする。

0については,①回転運動を伝えるいろい ろな し く

み,②回転運動の伝達と回転数変化,③回転運動の伝達

と トルクの変 fヒ,④いろいろな動きを作 り出す機構,⑤

軸 と軸受,⑤口1転運動の断続,C‐ばねを使ったいろいろ

な装置や機構,③ 自然のエネルギを機械エネルギに変換

する原動機のいろいろと,そのしくみ,C機械の自動化

のしくみ,な ど。

(0については,C,締結方法のいろいろと,そ の特性,

Cボル ト・ナット,小ねじのゆるみ止めの方法,③左ね

じによる締結の必要性,C溶接による接合,な ど。

(0については,金属材
・
料を主体とするが,カロエ学習と

の相互関係を保ちながら,炭素鋼,合金鋼,鋳鉄,軽合

金などを主に,その金属のもつ特性,そ こにその金属が

使用される意義などを取 り上げるようにする。

0については,①部品の形状と力に対する強さ,②使

用材料が少なく,丈夫な構造,③回転運動と重量のつり

合いの重要性,な ど。

(⇒ については,①代表的分解・組み立て用具のいろい

ろと,その工夫のされ方,②必要用具の選択と効果的能

率的な使用法,③各部品の規格化と互換性の重要さ。
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(う については,C潤滑油の働き,②濯滑油の種類と特

性,G給油方法のぃろいろ,C)分解整備の重要性,C‐分

解整併1の 方法と留意点,な ど。

Cについては,機械学習の全時間にわたって,大切に

する。

けについては,人間が各種の機械を考え出したり,今

後も考え出そうと努力することの意義を認識できる能力

を育てるようにする。

Ⅲ 学習教材をどう選定するか

今まで述べてきたような観点に立って学習を進めるた

めに,どのような機械を教材として扱うのがよいか。

現在 3年生で取り上げている内燃機関は,今後も3年

生の機械学習の教材として扱ってゆく十分な価値をもつ

ものと考えているっそれは,現代社会で広く活用されて

いる原動機としての代表的機械であり,学習者にとって

も,学習の興味と関心を十分喚起できるものであるとい

う価値判断だけによるものではない。単純な機械と違っ

て,流体,気体,燃焼とエネルギ変換,加熱,冷却,電

気,その他多くの要素の複合化されたものであり,機械

というものを多面的に追求し理解する能力を育てること

が期待できる好教材だからである。

一方 2年の教材としては, 自転車とミシンとに限定す

るのでなく,広 く機械技術を理解させる観′れから,学校

に設置されている木工,金工の各種工作機械,そ の他洗

たく機,テ ープレコーダ, レコードプレーヤなど,出来

るだけ多くのものを学習の場に導入するようにしたい。

Ⅳ 機械学習をどのように実践するか

2年と3年で,学習の目標や学習の内容をどのように

配分するか。 2年生では,機械とはどのようなものであ

るか,ま た,機械技術とは何かを理解し,生徒たちが今

までとは違った眼で機械というものを積極的に追求でき

る能力を育てることに主体をおく。 3年生では,原動機

そのものを理解させるだけの学習にとどまるのでなく,

2年生の学習の上にさらに積み重なりをもたせ,機械技

術を幅広い視野から理解し追求できる能力を一層たしか

なものに育てるようにする。

学習の進め方は,いつも教師が機関車になって生徒を

引っ張るだけでなく,学習課題を生徒に与え具体的機械

に接し,積極的に彼等の思考を働かせて課題を追求させ

る場を作ることが大切である。受動的でなく能動的に学

習に取 り組むことによって,は じめて能力が育つものと

考えるからである。 (東京都目黒区立第 8中学校教論)



機 械 学 習 の 実 践
―-2年 生の男女共通学習を中心に一一

世 木   郁 夫

1 実践のひ とこま

「単    元  機 械  I (24時 間)

C題    材  道具や機械のしくみと運動

.      (5時 間取扱)

(本時の学習項目 機械の運動 (fL事をするために)

(1時間 )

(本時のねらい

今迄の学習で道具と機械を対比し,ど こがちが うの

か,機械をくみたてているものはどんなものか,機 載

はどのような部分からi薄成され,費力はどのような経

路で伝達されるのか,と いったことがらを追求してき

た。そこで機械が仕事をするためには,機械のそれぞ

れの部分がどのような運動をしているかを具体的な磯

械についてしらべ,道具と対比するなかで,そ れぞれ

の機械にくみこまれている運動という形でなく,一般

的な形で,機械が仕事をするためにはどのような運動

が必要なのかをとらえさせ, このような機械が仕事を

するために必要な運動,速度,力 などはどのようなし

くみでつくりだされるのかに目をむけさせていく。

C共体的な学習の展開

|イ )導入   省 略

lT・ )展開

教師 :機械が仕事するためにどんな運動をするかをしら

べるまえに,木材加11で 使用した工具がどんな運

動をして仕事をしたか,の こぎり,かんな,き り

の手工具についてしらべてみなさい。

生徒はグループごとに準備した手工具でしらべ

る。

教師 :調査した結果はどうだったか発表して下さい。

生徒 :の こぎりについてしらべた結果,材料は固定され

工具は往復運動をして仕事をしました。

生徒 :か んなものこぎりと同じで工具が往復運動をし,

材料は固定されています。

生徒 :き りは陣1転運動をしながら前へ進み穴をあけると

いう仕事をしました。材料は固定しています。

生([:き りの|口 11云運動はたえず回転の方向が変っていま

す。

生徒 :今 しらべた工具の運動は往復運動と1回 転運動の 2

つで材料は固定されています。

教白F:それではこのような工具が機械 となった場合には

どのような運動になっているか,自 動かんな盤 ,

九のこ盤,卓 Lボ ール盤についてしらべてみなさ

い 。

グループごとに機械を分担してしらべる。

:調 査結果を発表して下さい。

:丸 のこ盤は仕事をする刃物が回転してお り,材料

は人の力によって向う側に進みました。

生徒 :自 動かんな盤では刃物が回転運動をし,材料は前

進しています。

生徒 :自 動かんな盤で材料が前進するのは,材料の下に

あるローラーが回転運動をしているからです。

生徒 :卓上ボール盤では材料が固定されていて,刃物は

1可 転しながら,下に向って運動しました。

生徒 :卓上ボール盤のレバーは人の力によってうごいて

いますが, これをみますと口1転運動になると思い

ます。

生徒 :卓上ボール盤で穴をあけ終って, レバーをもとに

もどすとドリルは回転しながら上にあが ります。

それで ドリルの運動は巨1転運動と,往復運動をし

ているのだと思います。

教師 :今 の発表の中で丸のこでは材料が向う側に進んだ

というように発表され,自 動かんな盤では前進し

たというように発表されたが,こ のように一定方

向にだけ うごく運動を何 といったらい い だ ろ う

か c

師

徒

教

生
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生徒 :直進運動だと思います。

生徒 :前の方に進むから前進運動がよいと思います⊃

生徒 :直線運動といったほ うがよいと思います。

教師 :い ろいろ出ましたね,どれもまちがっていないと

思いますが,ふつ う一般にはこのような運動を直

線運動といっているようです。 (直線運動といっ

た生徒は得意そ うにしている。)

教師 :今までの学習で,手工具と機械の一部のものにつ

いてだけですが仕事をするためにどのような運動

が必要なのか,手工具の運動が機械ではどう変る

かをしらべました。その結果をまとめるとこんな

になります。(板書する。)

〔板書〕

手工具による仕事
 |

教師 :では今調べた機械以外の機械には,そ れらの機械

が仕事をするためにどんな運動が必要かしらべて

みましょう。

ハンドドリル, 自転車, ミシン,金工旋盤につ

いてしらべさせる。生徒はグループでそれぞれ

の機械も分担し,記録用紙に記入するJ教師は

グループ指導にあたる。

レヽ整理と発展

教師 :各 グループとも調査 ||1来 ましたか 3

生徒 :出来ました。

教師 :では記録用紙を他のグループに配布して下さい。

時間的に各グループに全部の機械について調べ

させることができないので 1つの機械について

調べたグループが,他 のグループの分の記録用

紙も記入し配布する。自分達の調査出来なかっ

た機械については,配布された記録用紙をもと

に休憩時間や放課後に再点検をするこ

教師 :調 査した結果をもとにして機械が仕事をするため

にはどんな運動が必要かまとめてみましょうっ

生徒に発表させ,教師が板書する3(生徒の発

表の記録省略)

〔板書〕
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機械が仕事をするために必要な運動の種類

1.回 転運動  2.往 復運動  3.直 線運動

4.半回運動  5.ょ う動運動 6.ら せん運動

教師 :では今日の学習はこの位で終ろうと思いますが ,

次の時間の学習はどんなことを重点にしていった

らよろしいかっ

生徒 :自 転車やハンドドリルなどでは気がつ き ませ ん

が, ミシンで気のつくことは,はずみ車が||1転 し

ていて針棒が往復運動をしています。このように

1つの運動が他の運動にどのようにしてかえられ

るのかをしらべたいと思います c

生徒 :自 転車やハンドドリルなどに歯車がつかわれてい

ますが, 1方の歯車が 11嗜 1転すると他の歯車 |よ何

回転するかしらべるとよヽヽと思います。

生徒 :き りで穴をあけるのと,ハ ンドドリルや卓上ボー

ル盤などで穴をあけるのと,速さがどれだけちが

うかしらべたいと思います。

教師 :今 3つの意見が出ましたが,他には意見があ りま

せんか。……どんなことを中心にしたらよいかわ

からない人もあるようですね。では次の時間から

は,今 出た意見の うちはじめの 2人の意見をさき

にとりあげていきたいと思います。 3つめの意見

は次の時間からの学習が終ってから, ミシしで縫

うのと,手で縫 うのとどうちが うかということな

どとともに,手による仕事と,機減による仕」1の

ちがいという1綱蓮でしらべていきたい と層、い ま

す3各 グノレープとも今日の学習に使った機械や道

具を整理しておいて下さい。では今日の学習を終

ります。

1注 , この学習 (機械 Iの学習)1ま 男女り1学 で

実践している。 この 1こ まの実践 1ま 2時 市iの

時間を配当っ

2 この実践の意味するもの

(何 をねらっているか)

(1機械の学習をどのようにとらえようとしているか ,

現在の教科書で,機械の学習についてしらべ て 入 る

と,ど の教科書も内容は「整備学習Jが 中心とな→てい

るЭしかしこれでlよ , 自転車や ミシンを分解したという

ことのみが子どもたちの頭の中にのこり,子 どもたちに

正しく機械 というものを認識させ,そ こから子どもたち

の能力を十分伸していくということを期待することは出

来ないのではないからわたくしたちは,機械 の学 習 で

は,子 どもたちが将来機械の主人公になれるような1ヒ カ

機 械 に よ る 仕 事

工
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を身につけやることを中軸にし,現在産業の技術的基礎

について目をむけさせ,現在社会を正しくみきわめるこ

との出来る子どもを育てる 1つの道すじとしてこの学習

をとらえなければならないと考えている。したがって,

機械学習では,機械が仕事をするためには,どんな機構

やしくみをもたなければならないか,ま たエネルギがど

のように転換されていくのかについてあきらか に して

いくとい う道すじでこの学習の内容をくみたて,展開し

ていかなければならないし,子どもたちがはじめて機械

を学ぶときに,道具と機械を対比した り,実在の機械を

観察しながら,「械機は動 くものであ り,仕事をするも

のである」 ということに気付かせ,「そのためにはどの

ような運動が必要なのか,そ のような運動や速度,力 な

どをつくるしくみはどうなっているのか。」 といったふ

うに原理を追求していきたいという意欲を大切にしなが

ら,子 どもたちの思考が高まるような道すじだった授業

を展開していかなければならないし,こ のための手だて

として機械の分解整備ということもとらえるべ きで あ

り, この分解整備がこれのみに止まってはならないとし

てこの学習をとらえている。最初 |■示した 1つの実践も

このような考え方に対しては程遠いものであるが, この

ような通すじに 1歩でも近づきたいとの願のもとに実践

しているのである。

121機械 Iの学習の全体計画の概要 (24時間)

I道具や機械の運動やしくみ (5時間)

1手
もみきりとハン

|ハ
ンドドリルとノ

リ ル

ギス,万 力など

|12)機 械を

| ててい

|13)機 械のしくみ 1機械の構成部分,動力の伝え方

機械に必要な運動

Ⅱ仕事に必要な運動や速度,力などをつくるしくみ

(12時間)

Ⅲ機械部品を接合するしくみとその原理 (2時間)

ハン ドドリル, 自転車, ミシンの

分解 (あ る特定部分のみ )

O機械要素 と部品の接合法

。ね じ,リ ブ ッ ト

Ⅳ機械はどんな材料から出来ているか (2時間)

金属材料

非金属材料

シ

れ

ミヽ

わ

料

，
使

材

童
‐
に
　
る

転

等

い

・自
　
ソ
　
て

{2)金 属材料の種 |

類,性質,用 途
|

物理的性質,力学的性質

化学的性質

をの
　
，，

よ
）
よ

の
　
ベ

ぎ

ら

つ

く

全体構造,チ ェーンとチェーン歯

車,軸,軸受,バ ネ,ブ レーキ

※加工学習 (金属)と 関連づけて学習させる

V学習のまとめ (3時間 )

(1)機械 とは  (2)工具や器具とのちがい

(3'工具から機械への発達  (4}機 械の発達と産

業革命  (5)機械が発達するこめには

〔注11.こ の計画にも含まれているが作業機の部分に
ついては機械加工学習の学習を主体にする

2.こ の内容の学習は男女共通学習とする。

3 なぜ男女共通学習を実践 しているか

(1)男女共通学習へのとりくみ

産業教育連盟の研究大会や, 日教組の教研集会で,技

術家庭科における男女共学の問題がこの数年来論議され

ている。私の学校でも今迄に度々発表してきたようにこ

の男女共通学習の問題 ととりくみ,よ うや く昭和39年度

よりその一部を実践に うつしてきている。この男女共通

学習は大切なことであ り,実践しなければならないこと

がわかってぃても,具体的に実践をおしすすめていくた

めには困難な問題が多く存在し,理論的にいくら明らか

にされたとしても実現には多 くの時間を必要とする。こ

の実践のためにはいろいろな問題を解決していかなけれ

ばならない。その最初になしとげなければならないこと

は,そ の学校の技術家庭科を担当する教師の意志を統一

することであ り,次には職場の仲間を組織することであ

る。なぜならば現在の教育態勢というか,周囲の状況が

指導要付iが 男女別学を規定しているように,男 女共通学

習とは反対の方向に うごいているからである。教科担当

の教師の意志統一が出来,職場の仲間のささえが得られ

ても,教育内容として何をくみいれるかが,ま た大きな

「1:題 とな り全国的にとられている男女別の 2学級合併の

学習をどのようにしてうちくずしていくかも問題 となっ

てくる。私の学校では昭和36年度よりこれらの問題 とと

lζな1瑾信曇曇'と霞「凰霰璽素の種類

111)ハ ン ドドリル

| の仕事 と運動

|(2)自
転車の仕事

| と運動

|13)ミ シンや金工

1 旋盤などの加

工機械の仕事

と運動

全体構造,ベ ル トとベル ト車

まさつ車, リンク装置, カム

軸,軸受,軸継手, ピン,バ ネ,

まさつと潤滑

|14)手 工業 と機械

| による仕事

ミシンのぬい合せの原理

作業の質と量

37

1)身 近かな機械

の分解



りくみ,教科担当の教師の意志統一に 1年をついやし,教

育内容の検討と,仲間への呼びかけに 2年間をとり,不

十分ながらも昭和39年度よリー部実践にはい り,年 ごと

にこの範囲を拡大しつつ今日にいたっている。しかしこ

こで行なっている実践も技術の面のみで,家庭に関する

面の検討の不十分さからこの面に関する実践には手がつ

けられていないのが現状である。

(2)な ぜ男女共通学習を実践するか

現在科学技術の振興がさけばれ,その手だてがなされ

ているが,それはあまりにも表面的なものであり,限 ら

れたごく一部に対してのみである。本当にわが国の科学

技術の振興を願 うならば,国民全体の科学や技術に対す

る意識や姿勢を高めていかなければならない。このため

には, この基礎を培 う技術教育を一般普通教育の必修教

科 として男女の性別,進路にかかわ りなくすべての生徒

に課せられるべきであ り,ま たさらには家庭における幼

児の教育においてもこの面における家庭での教育がなさ

れなければならない。現実の家庭生活を考えるとき,現在

および近い将来においても家庭における幼児の指導は母

親が中心となり,家 族の協力のもとになされるであろう。

このように考えるとき,母親の技術や科学に対する|=識

が極めて大切になってくる。だが今迄の女子に対する教

育はこの面が全 くといっていいほどはぶかれてきたし,

現在の教育態勢の中にもこのことが残っている。そ うし

て義務教育の中学校の段階においても,必修教科の技術

家庭科も男女別学を規定し,女子の内容において少しは

技術の面が くみこまれているものの,家庭機械とか家庭

電気といったものであって, 日常生活における身近かな

もののあれこれに目を向けさせるといったもので,ほ ん

のつけたし的なものといわざるを得ない。これで |ま いつ

までたっても,女子の科学技術に対する認識を高めてい

くという二とは III来ず, ここでよりよい国民全体の科学

技術に対する認識を期待することも出来ない。また家庭

生活における仕事も女子のみにまかせられるべきもので

はなく,男女で構成される家族全員の協力のもとになさ

れるものである。このことから考えても家庭に関する.lit

本的。一般的な教育は女子だけのものではなく,男 1・ にも

等しく課せられるべきである。このように考えるとき,

一般普通教育としての中学校における必修教科としての

技術家庭科は,男 女の性別や,進路にかかわ りなく,す
べての生徒に等しく課せられるべきであ り, この教科に

おける男女共通学習こそこの教科の教育の正しい道すじ

であると考える。そ うしてこの考え方を基盤として男女

共学への実践に力をそそいでいるのである。しかし,最

3θ

近男女共学論において,男 女が同一の教室で同一内容を

学習するとい うことだけでなく,男 女が別々の教室に別

れていても,同一内容の学習を進めるならば,男女共学

|ま 成立するとの意見をきくが,私 は男女共学はあくまで

も同一の教室で同一内容を何のわけへだてもなく,男 女

が学習を進めていくのが本当の男女共学であ り,こ のこ

と|ま だれにもゆず り渡してはならないと考えている ,

13,男 女共通学習の実践の結果

男女共通学習の実践をおしすすめることによって1'ど

もたちがどう変ったかっこのことについては実践後日も

浅 く,毎 日の授業をどう展開するか,現在おこなってい

る男女共通学習の態勢をどのようにしてまもりぬいてい

くかに力がむけられ,こ の実践の結果が具体的にどうあ

らわれたかについて, こうだといいきる客観的な資料を

集めることもできていない現状で,こ こに提示すること

が 111来 ないが,主 仁l的 ながらも私たちのとらえ て ヽヽ る

ことがらの1～2を かかげておく。その 1つは男女共学を

実践していても男女差を見出す ことは出来なかったとい

うことである。しいて差をとりあげるならば,女子が男

子に比し技術的な経験が少なく,こ れに対する意識がや

や低いとい うことから,学習に対する積極性が最初のう

ちは少なく,作業においては結果に対する不安とい う点

から,作業開始におけるためらいや,能率面ではややお

とる生徒もあったがこれはごく一部の生徒であ り,学習

を進めた り,経験をつみかさねることによって解消され

ていってお り,内容の理解や,作業結果には能力による

差 lま あっても,男 女による差は見出すことが出来ないっ

つぎに,こ のことは私の地域の特性でもあるが,女子が

新しいことに積極的にとり組んだ り,技術的なことに手

をつけるということをさけようとする気風があ り,こ の

ことは私の学校の生徒にも例外なくあてはめることが出

来るのであるが,男 女共通学習を実践していくことによ

り,女子の生徒に,や ろうと思えば男子にまけないよう

に出来るのだ,今 まで出来ないと考えていたのは自分か

ら進んでやろうとしなかったからだ,と い うことを身を

もって経験することが出来,少 しづつてはあるが,い ろ

いろなことに対して,すi極的に取 り組んでいくとい う態

勢が芽生えつつある。また男子の生徒の間では,こ れも

地域の特徴といえると考えるが,女子は男子に比ベー段

おとっているのだという考え方が根づよく残っていたっ

しかし私たちの実践の中で,女 子が男子にまけないだけ

の結果を男子の前で示すことによって,女子も男子にま

けないだけの力をもっているのだ,女子は何も出来ない

と考えていたがそれ |ま まちがいだったのだ。男女が協力



していろいろなことをやれば, きっとすばらしいことが

出来るにちがいないといった男子の女子に対する考え方

がこれも少しづつで|よ あるが生れてきている。

4 まとめ―技術家庭科を どうとらえるか ―

ごく限られた紙面で私たちの考えを全部いいつ くす と

いうことは困難であるが,技術家庭科に対する私たちの

考えは少しは明らかにすることが出来たと考えている。

以上述べたような実践や,考えの中から技術家庭科をど

うとらえているかについて簡単にまとめてみたいっ

技術家庭科をどうとらえるかについては,い ろいろな

人達からその意見がのべられ,い ろいろな研究会でこの

ことが度々討論されてきているが,私たちのとらえ方を

結論からのべると,技術家庭科は,「生徒に技術 と|ま何

かを理解させる教科である。J として今までとらえてき

たし, 現在もこのとらえ方が正しいのではない か と考

え,今までにも, このことについては雑誌「技術教育」

ででものべてきた。このような教科のとらえ 方 をす る

にあたって,「技術 とは何か」をどうと らえ るかを明

らかにしなければならないが, このことも度々述べたの

で省略しておくが,私たちは,「技術とは労働手段の体

系である。」 とい う技術論の立場にたってこの教科をと

らえ,実践をつづけているつもりである。そ うしてこの

教科の内容は,技術学の基本を主軸にすえ,実験や観察

を通じて理解させるということだけでは不十分であ り,

労働対象や労働手段,労働力の生産活動におけるかかわ

りあいを追求していくとい う視点から製作学習も内容 と

して含められるべきであ り,技術的知識や経験を,常に

技術の発達してきた歴史の中でとらえさせ,常 に人間が

主体であることを教えなければならないと考えている。

また男女共通学習のところで述べたとお り,男女の性別

や進路にかかわ りなく,すべての子どもに等しく課すべ

きであ り,男女の性別により男子にだけ,あ るいは女子

にだけ必要なとい うものがあるとすれば,それらの内容

は必修教科の内容からとりのぞかれ,現在の選択教科 と

い うものと意味や内容は異ってくるであろうけれども,

それらの内容は選択教科 とい う形でとりあげられ,男 女

のそれぞれに学習させるべ く教育計画をくむべきである

と考えている。

(京都府 1分 井郡日吉町立殿田中学校教諭 )

全国進路指導研究会主催

第 4回 全 国 研 究 大 会

1・ 会  期  7月 29日 (金 )30日 (■ )31日 (日 )の 3日 間

2.会  場  埼玉県秩父市 武「TI荘 (国民宿舎)

3・ 費  用  会費 500円   宿,白費一泊 1000円 (2食つき)

4・ 申込方法  申込予約金 500円 を添え,り」紙申込用紙によって大会事券局に申込む。

大会事務局一 埼玉県与野市与野 1296 深谷基雄  振替日座 東京 14903

予約受付期日  7月 20日 まで

5.研究主題  後期中等教育再編成とこれからの進路指導

〈l〉 入試告I度の変更をめぐって

く2〉 補習廃止と「教育正常化 Jの狙い

く3〉 高校「多様千ヒ」と教育課程の改定

(4〉 知能・育旨力・適′
l生 とは何か

く5〉 高校全入運動と進路指導

<助言者>(1頂不同)

宮 原 誠 一 (東大)小 り|1利 夫 (村 L会事業大)五 十嵐 顕 (東大)桑 原 作 次 (埼大)

‖1合  章 (埼大) 小 沢 有 作 (東大) 矢崎正次郎 (埼大) 佐々木 享 (専修大)

滝 沢 武 久 (1新潟大)清 水 慎 三 (1卜 7論家)井 野 り|1潔 (教育評論家)

早 船 ち よ (作家)池 上  淳 (京都大)平 場 一 仁 (「母と子」主幹)

θ9



学 習

高 橋 豪 一

は じ め に

電気から熱を取 り出し,有効に使 うのが電熱の技術だ

と思います。

今までの技術科では,使 うということには強い関′さを

むけていますが,電気から熱を取 り出すことには余 り積

極的ではなかったようです。電熱の学習といえばすぐ電

気コンロ,ア イロン,はんだごてというように器具が援

業の題材となっていたからだと思います。

電熱の授業のね らい は「電気エネルギを熱に変換す

る技術を教える」ことにあるという意見が自主教研の側

から出て来ています。 (日 教組編「国民のための教育実

践」技術編)し かし,器具を題材にすると,どちらかと

い うと「変換」をしている発熱体が,多 くの構成要素の

1つ としての立場しか与えないことになります。最近の

電気器具は非常に複雑になっているので,発熱体のかげ

が益 々うすれてしまう傾向があ ります。しかし,電熱器

具の最も大事なところは発熱体であると思います。

去年,そ の「発熱体」に中心をおいて授業をしてみま

した。その報告をしながら,電熱の授業をどうおこなう

べきか考えてみたぃと思いますc

2 指導の経過

〔1〕 金属を高温にする方法

金属に電気を流すと発熱するのは,電子の力で金属の

原子が振動するからです。発熱というよりは高温になる

と言った方が正しいと思いますc金属の温度というのは

原子の振動の度合の別の表現なのだからです。まず,こ
のことを理解させることが必要だと考え

「金属を高温にするにはどうしたらよいか」

という問題を出しておいて,つ ぎのような解答を与えて

行きました。

(1)炭火で温める

4θ                                       ‐

高温のものがそばにあるとその熱が移って来て

温度が高 くなる

(2)グ ラインダーでこする

まさつによって金属の原子がはげしくゆすぶら

れる。ごれは日で直接見えず,私たちには「赤

熱している」という現象だけが見える。

(3)電気を通しても赤熱する

何が原子をゆすぶったのだろう? それは「電

子」なのだ。電子も炭火やグラインダーのよう

に原子をゆすぶる力をもっている。金属は電子

の力を熱に変えることに利用できる。

電熱器具の熱源は(3)の 方法によって得ているのだ,と

結びました。電気から熱を取 り出す方法はこの他にもア

ーク放電によるものや高 l周波によるもの等があって生産

現場ではその性質によって使われています。しかし,技

術科でこの全部を教材にするわけには行かないと思いま

す。私の授業では「電気抵抗による発熱」だけにしまし

た。

以上のようなことを 1時間でやってみましたが,こ の

ような内容は理科の授業に属するのかも知れません。ま

た熱温度の定義の仕方についても論議が出てくるところ

だと思います。

熱を原子という粒子の運動,電気を電子という粒子の

運動であると定義しておくと,実体は何だか知らせず測

定や計算だけさせてぃるより,生徒たちは熱や電気の性

質を具体的なイメージで容易に推理した り予想した りで

きるのではないかと思います。例えばW=IEを 「電圧

と電流の積が電力である」という言葉で表現するよりも

「電子の速度が大きければ大きいほど,そ の数が多いほ

どた くさんの仕事をする」と理解してぃる方が都合がい

いしわか り易いと思います。こうなっていれば仕事を熱

と置きかえて,「電子の速度が大きく数が多いほど原子

の振動が大きくなる,即ちたくさんの熱が発生する」と

熱
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いうことがよくわかるのでないかと思 うのですぅこんな

ふ うに生徒がなっていれば,こ の部分は敢えて技術科で

ホこなう必要はないでしょう。

〔21 どんな金属が電熱線 として使えるか

現実 :こ ニクローム線が使われているのですから,そ の

性質を示めせばよいわけですが,他の金属と比較しなが

らその性質を明らかにした方がいいと考えました。理科

サークルの人に,電熱について理科と技術の境界線をど

こで引いたらよいか聞いてみたら,技術科は電熱線に使

える金属をさがすことから始めたらどうかということで

したc手近にあるヒューズ,荷札の針金,コ ー ドの 心

線,はんだごてのニクローム線を材料にしてつぎの実験

をしてみせました。わずかな電流で赤熱するようにみな

細いものばか り用意しました。

実験 1 スライダック (0～ 130V・ 10A)の 出力端子

からわにロクリップのついたコー ドを出し,そ こに

テス トピースをはさんで少しずつ電圧を上げて行 く

ヒューズは赤熱する前に溶けてしまいましたが,銅 ,

鉄も赤熱したのを生徒たちは珍らしそ うにみ て い ま し

たcニ クロム線だけが赤熱し電熱線にな り得るという固

定した考えは捨てさせるべきだと思います。これ |よ 実験

とい うよリデモンス トレーションと言った方がよいので

しょうが,こ れで私の意図は通じたようでした。

電熱線の条件として第一にあげるべきことは固有抵抗

の大きい金属であるということでしょう。言いかえれば

わずかな電流でも高温になる金属であればよいとい ぅこ

とにな ります。これをさとらせるためにつぎの実験をし

てみせました。 ヒューズはすぐ溶けるので除きました。

実験 2 銅,鉄 ,ニ タローム線 (前の実験と同じ材料

大さ 0.18m mφ )の長さを同じ 15cmに して,ス ラ

イダックにつないで何Aで赤熱するか調べる

授業のときの結果はつぎのようにな りました。

銅 .・ …………………・8.OA

鉄・・・………・・…・2.OA

ニクローム……1.5A

このとき心要でもない電圧を沢」定し,そ れにこだわって

結論がぼけてしまいました。「禾1用 する電源電圧は100ボ

ル トときまっているわけだから,ア ンペアが少 くて高温

になるものが都合がよい」ということを頭に入れさせて

から実験に入ればすっきり結論が出たはずです。

つぎに高温に耐える金属をさがすわけですが,理科で

融点を学習しているのでわかるとは思いましたが,同じ

装置でっぎのような実験をしましたこ

実験 3 前と同じようにクリップに材料をはさんでス

ライダックの電圧をあげてやき切る。そのときの色

でどれが一番明るく輝 くか判断する。

この実験は温度と光の関係を知らなければ何にもなら

ないわけですから事前に話しておく必要があ ります。や

き切れるとい うことは酸化するとい うことですから,や

き切らずとも,赤熱した後の材料の状態でも判断がつき

ます。銅や鉄はまっくろになって表面が手でさわっただ

けでごっそ り剥げおちてしまうことでも高温には弱いと

いうことを生徒は理解できたようです。

〔3〕 電熱線の大さ,長 さのきめ方

「ある百姓が大小 2つ の電熱温床を作ることにした。

大きい方は電熱線もたくさん必要とし,小 さい方は少し

でいいだろうと考えた。できあがったところで,さ つまい

もを植えこんだ。つぎの朝温床をのぞいておどろいてし

まった。大きい温床のいもはすっか り凍ってしまってい

るし,小 さい方のはやきいもになっていた。」 これはも

ちろんオハナシでしょうが,電熱というとよくおかしが

ちなまちがいを示す面白い話だと思います。

これと似たまちがいで,発熱量は0.2412Rだ から「抵

抗が大きければ発生する熱量も大きい」とい うのがあ り

ます。実際はW数の小さいはんだごてのヒーターは細 く

て長 く抵抗も大きいし,W数 の大きいコンロのヒーター

の抵抗は非常に小さくテスタでは計測できな い ほ ど で

す。この辺のところは定格表の数字を I=E/Rゃ W=
IEな どの公式で計算させ抽象的にすますことが多いよ

うですが,も っと具体的な事実で理解させた方がいいと

考えて,つ ぎのような実験を試みました。

実験 4 図のような装置で,大 さ長さのちが う針金を

赤熱させ,そ のときの電圧電流を測定する

④長さが同じで大さのちがう場合

沢1定 結 果
長 さ Cm

電 流 A 電 圧 V

0.17

わ

に

ロ

ク

リ
〕
プ

|        ||

け
さ
¶

B I 0.30

この測定結果から,太いものほど赤熱するに要する電

流が大きくなることがわかります。
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〇太さが同じで長さのちがう場合

淑1定 結 果

AI電 圧 V

[■J 20_I G.30 1
IBI“ い ∞

|

「長さを 2倍にしたら電流電圧はどうなるか」生徒に予

想させたところ「両方とも大きくなる_1と いうのがほと

んどでした。ところが 6Aで赤熱したので,み んな「あ

れっ」と妙な顔つきをしていましたが,「 まっかになる

のは何のせいだ,電流か電圧か」ときいたら「電流」と

一斉に答え,中にはひざをたたいてしきりに うなずいて

いる生徒もいました。

このとき,「長さを倍にしたときは,赤熱するのに必

要な電流を確保するために電圧も倍にしてやらなければ

ならない」と私の方から言ってしまったのですが,電圧

のことをもっと慎重に取 りあげるべきだと思います。

実験 4か ら引き出したのは,去年の場合,あ る一定の

温度を得るとして,太いものほど電流を多 く,長 いもの

ほど電圧高 くしなければならない」とい うことだけでし

た。しかし,温度だ|す でなく発生する熱量についても充

分学びとれる実験だったと思います。一見して,④ Aの

場合が最も熱量が少 く,OBが 最も多 くの熱を出してい

ることがわかるのですからW=IEを このとき計算させ

れば,その意味を実感として把握させることができたと

思います。

また,「最も早くたくさんのお湯をわかせるヒーター

はどれか」とい う間に答えさせることも容易だったろう

し,IQ=0・ 24Wt lの 意味も実感させることもできた

のではないかと思います。

この段階で実験の整理のためにつぎのような練習問題

を出しました。

ぼ よ ミ 七E■ lゝγ
赤熱させるには,長

これまでスライダックで自由に変えていた電圧を一定に

したせいか,ち ょっと手間どりました。実験 結 果 か ら

「2.5cmに つきlVの割合になっている」ことをさぐり

当て250cmと どうやら答を出しました。

実験 5 生徒は計算通 り行 くかどうか実際やってみよ

うというので,私 自身どうも不安だったのですがク

リップにコードをつぎたして,ス ライダックを少し

ずつ上げて行きました。

42

長 くのばした針金が赤熱したところでメーターを読ま

せると,予想通りでした。

〔4〕 電熱線の温度は周囲の状況で変わる

電熱の周囲に熱を吸収するものがあると先に使った針

金も6Aでは赤熱しなくなるし,高温のものが近くにあ

ると少ない電流でも赤熱します。実際場面では原貝」通り

行かなくなるので補正する必要があ ります。

実験 6 実験 5の針金の一部をコイル状にして,電気

を通してみる。

コイル状の部分は 4Aで赤熱してしまう。直線部分が

6Aで 赤熱した頃にはコイル状の部分はやき切れてしま

う。

実験 7 コイル状の部分を水の中に入れて通電する

空中の部分は 6Aで赤熱しているのに,水中の部分は

通電前と変らない。

この場合,赤熱しない部分は熱を発生していないと考

えた り, 4Aで赤熱したコイル状の部分がたくさん発熱

していると考えた りしないように注意しなければな りま

せん。電圧と電流がわかるわけですから,発熱量を計算

させた り,水そ うの温度がのぼったことを確めさせるべ

きだったと反省していますっ

〔5〕 温度抵抗係数について

0.3mmφ  の鉄線は 6Aで赤熱するとい うことを,こ

れまでの実験でくりかえして来ました。このことはまち

がいはないのですが,急に通電すると,そのしゅん間10

A以上の電流が流れます。逆に 6Aで赤熱させておいて

水につけると,電源電圧が変わらないのに電流が増加し

ますcこ のことはこのことは温度によって抵抗が変動し

ていることを示します。

初めの例は温度が低いとき|よ抵抗が小さいので人きな

電流が流れ,赤熱し始めると抵抗は大きくなりだんだん

電流は減少し6Aで定常状態になるとい うことを意味し

ます。

温度が高 くなると (金 属原子の振動がはげ し くな る

と,電子が原子と衝突するチャンスが多 くなり通 りにく

くなるからです。この抵抗の変動は温度に比例し,そ の

金属に固有な一定の111合 (温度抵抗係数)で規則的にお

こります。

去年は,通電したしゅん間の電流計の異常なふれと関

連して温度係数のことを指摘しただけでした。実験で計

沢」したA,Vか ら算出した抵抗はいつでも一 定 で は な

いcそ のときの電熱線の温度での固有な値であることを

指摘すべきであったと思います。

〔61 電熱線の支持体について

|  1長 さ Cm

[_こ ___
mm0

11

―
ド
」

電 流



支持体は電気的には絶縁体であ り,熱の良導体でなけ

ればなりません。はんだごてを分解させて電熱線がどう

処理されているか観察させた り,市販されているいろい

ろの器具の発熱体に電気を通しながら,支持体 としてど

んな物質が使われているか観察させました。

同時に,器具の機能に応じた支持体の形態にも注意を

むけるようにしました。

赤外線電球,石英管ヒーター,シ ーズヒーター等最新

式の発熱体を豊富に取 り入れた割 りには平板で盛 り_ヒ リ

のない授業でした。市販の器具はどうも立派すぎて支句

をつけるすきがないからかも知れません。

3 電熱学習の題材

去年は一般的な電熱の性質を理解させるだけで終って

しまいました。これだけでは表面的な理解に止まり,実

際に電熱を利用するまでの力はつかなかったのではない

かと思います。そのために電熱利用の方法を実際問題の

中で指導することが是非必要だと考えてお ります。今の

ところいくつかの題材を考えていますが,そ れを紹介し

ながら検討を加えてみようと思います。

夕11 古釘・金の引き延し

使い古しの針金の中央におもりつけて電気を通す。針

金は高温にな り柔かになるとおもりに引張られてまっす

ぐヤこ直る。

このアイデアはサークルで仕入れたものですが,ブ F常

に単純な形で電熱を利用する′点す ぐれているし,被熱体

そのものが発熱体でもある面白い題材です。使用する電

源の容量を越えないようにこの方法を利用できる太さの

範囲や通電する場合の長さの決定に必要なデーターを得

るための予備実験が必要です。

また,相当な長さの針金が赤熱するわけですから,火

傷,火災,感電に対する配慮等電熱に関する基本的な技

術が相当含まれています。

例 2 電熱温床

少し前までは電熱線として鉄線をそのまま使っていま

したが,最近では被覆稼が市販されています。発熱体は

既製であっても,規模に応じた太さ,長さの決定,敷設

の要領等基本的な学習内容が相当あります。低温度,大

容量の電熱利用の″1と して利用できます。

例 3「E気 ライター

電池を電源にした小容量,高温の発熱体を設計する例

としていいと思います。

例 4 投入式湯わかし器

ァルミのパイブに電熱線を入れ,その間に耐熱絶縁物

(ァ ル ミナ,マ グネシア)をつめれば簡単にできます。

わかすお湯の量,所要時間から発熱体のW数を決定した

り,支持体についての知識,実際的な技能等の学習内容

が含まれています。

4 電熱の 目標 と内容

熱水力から取 り出したエネルギを電気という形で輸送

し,目 的に応じた千ネルギに再び移し変えて使うのが電

気技術であると思います。電気の分野の目標を以上の技

術の習得にあるとすれば,電熱では,電気を熱エネルギ

に移し変えるのに必要な基本的な法則,技能を習得させ

るのが目標であると考えられます。

この目標に対する指導内容として

0電熱線に適する物質の性質

C電熱線の長さ,太 さの決定に必要な法則

C感電,火傷をしないで電熱を利用する技能

以上 3つを考えてみました。

生徒たちが作る立場になって,積極的に学習ができる

ように,専門家の設計の手続きをモデルにして電熱の指

導を考えてみました。

技術教育の専門家として自主的に教育研究や実践をさ

れている教師たちのきびしい批判,誤 りの指摘を載きた

いと思います。

(教科研・東北技教協会員)

ビアジエの児童心理学雄15黒℃lF
ピアジェの学説の発展と最近の思想の全貌,児童の言語と論

理,世界観,物理的因果観から道徳判断にいたるまでの「前

期ピアジェ」の諸研究の綿密な解明c先におくった「後期ピ

アジェ」研究の2著 と共にピアジェ研究40年の著者の大作。
社最 新 刊 / 国 土
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繊 維 加 工 学 習 の実 践
――第 1学年での実践から一―

子代一二［
賀士心

I 実践のひとこま

。単   元 繊維加工 I

C題   材 糸  布

C本時の題目 織物の種類,性質,用途

C本時の目標

繊維の種類と性質,繊維の鑑別法,糸の種類や構造,

糸の撚 りについての学習を基礎に,繊維や糸をもとにし

て生産された織物について,織物にどのような種類があ

るかを知らせ,織物の物理的な性質について実験を通じ

てとらえさせ,こ の性質をもとにそれらの織物がどのよ

うな面に使われるのがいいのかを考えさせて,生産と材

料とのかかわ りあいをつかませる

こ本時の指導計画

学習展開のひとこま

a 織物の物理的性質をしらべる

教師 :こ れから織物のもっている物理的な性質について

しらべようと思いますが,物理的な性質といった

らどんなことか知っていますか。

生徒 :わか りません。

教師 :では物理的な性質ということについて話しましょ

う。織物の物理的な性質といいますと,こ んなふ

うに布をひっばるとどうなると思いますかっ

生徒 :の びます。

生徒 :あ まり強くひっばるとやぶれます。

教師 :そ うですね。今答えてもらったように,布をこん

なふうにひっばると,少 しですがのびますし,ま た

力をいれるとこんなふうにちぎれたり,やぶれた

りしますね。このようにひっばるという力がかか

ったとき,そ の力に対して強いか,弱いか,ま たど

れ位のびるのか,あ まりのびないかといったよう

なことが織物の物理的な性質なのです。この性質

はこれ 1つだけで1ま ありません。もっとほかにも

あるのですが,何かこれは物理的性質だと考える

ことはありませんか。

(生徒各自で考えたりとなりの者と話しあう)

生徒 :わたしたちが服を着ていろいろなことをしている

と,すれあう所がよくやぶれやすいですが,すれ

あうことに対して強いか,3れ かヽというようなこ

とはどうですかc

教師 :よ いところに気がつきましたね3すれあうという

こと,こ れは布と布とのまさつというふうに考え

られますね。それで今いってもらったことをまさ

つに対する強さとして物理的性質にいれ てい ま

す。

生徒 :布によってしわのよるのとよりにくいのとがあり

ますがこれはどうですか。

量1織
物の構造,性質から

1円
途 につ いて考 え させ

|る 。
理  |

て,色 々な織物が どんな と
|

ころにつかわれているかに |

ついて考える。  |

三 動
|

乗1本
時の学習を提示す る

1呆 1本
時の学習 目標をとらえる

|

]1織

物の種類を知らせる

lfl]【:[[::)IIttFil

44

一

　

一

一

一

的
　
。
び

つ

に

理

る

伸

に

質

物

べ
　

，
ど

性

の

ら

度

な

の

物

し

強

わ

物

織

メ、
　

　

　

織

とを

る

験

せ

実

さ

を

えゝ

質

ら

性

と

の
　
て

物

し

織

お

1織物の構造を理解させ

|る

織物を分解 して 構 造 を 調

べ,主 な ものを色紙で繊 っ

てみるc織物の構造か らも

う一度性質について考えて

みる。



教師 :今いってもらったしわがよるか,よ りにくいかと

いうこともこの性質にはいります。

生徒 :今はあまりありませんが,前に買った トレニング

シャツをせんだくすると小さくちぢんだことがあ

りましたが,ちぢむということはどうですか。

生徒 :布にはよくよごれるのとあまりよごれないのとが

ありますねっ

生徒 :毛糸であんだものなんか長い間着ていますとのび

てきますし,ま た,せんたくするとちぢみます。

教師 :い ろいろな意見が出ましたね。今いってもらった

ことは全部物理的な性質にはいります。この外に

発表されなかったものに,風 とおしがよいか,悪
いとかいうこともあります。ここで物理的性質に

ついて今出たとこをまとめてみますとこんなふう

になります。一一板書する一――

〔板書〕

布の物理的性質

a強 さとのび, b摩擦に対する強さ, C
dの びちぢみ(収縮性)e汚 れやすさ,

など

しわ ,

f通気性

教師 :では皆さんの机の上にいろいろな布や毛糸,その

他実験用具を準備しておきましたので, これを使

って今考えてきた物理的性質についてしらべてみ

ましょう。

机の上にこんな布がありますね。この布の長い方

(たての方向)と 短い方 (横の方向)そ して対角

線の方向に手でもってひっばってみて,ど の方向

にひっばったときが一番よく伸びるか,ど の方向

が一番伸びが少ないかをしらべ,結果をノー トに

書 きなさい。

生徒 :グ ループごとに教師の指示に従ってしらべ,結果

をノー トに記入する。

教師 :し らべられましたか。(生徒,調査出来たことを報

告)で は次のことをしらべてみましょう。今度は

机の上においてある毛糸の長さを最初に浜1定 しま

す。その毛糸を熱湯の中につけ,一度とり_Lげ て

みます。それをまた熱湯の中につけます。この間 ,

最初熱湯につけてから2 Fnl目 につけて湯から出す

迄 5分間程の時間を使います。 5分後に湯から上

げればこれを乾かし,再び毛糸の長さを測定しな

さい。ノー トには最初に測定した毛糸の長さと最

後に沢1定 lン た長さを記入しておきますっ実験方法

がわか りましたかっではやけどなどをしないよう

に注意して実験をや りなさい。

生徒 :グ ループごとに実験をし沢l定結果をノー トに記入

(通気性としわについての実験については紙数の

関係で省略する。)

実験結果のまとめ (物理的性質)についてのまとめ省

織物の構造についてしらべる。

この前のときには織物の物理的性質について,実

験をしながら学習しました。けれども実験には 1

種類か, 2～ 3種類の布しか使いませんでした⊃

しかし布には前に学習したように織物の組織には

いろいろな種類があり,その組織のちがいによっ

ても伸びとか,ちぢみといった物理的性質がちが

ってきます。そこで今日は,主な織物についてそ

の構造がどうなっているかをしらべ,そ こからま

たいろいろな性質や用途について考えていきたい

と思います。

教師 :で は机の上にある平織,あや織,し ゅす織 |こ つい

て構造がどのようになっているかルーペ で し ら

べ,そ の結果を家で準備してきた紙をくみあわせ

て構造模型を作 りなさい。

生徒 :グ ループごとに標本の織物の構造をしらべ構造模

型をつくる。

教師 :各 グループ共出来ましたか。ではその模型を使っ

て物理的性質が構造のちがいからどう変るだろう

か,自 分が今着用している服はどれにあたるか ,

これらの布はそれぞれどんなところに使われるだ

ろうかをみんなで話しあってみなさい。

以下省略

Ⅱ なぜ このよ うな実験を しているか

わたしたちは,学習指導要領に示されています被破製

作について,す でに市川第 1中学校の諸岡氏が産業教育

研究連盟の研究大会や ,・ 雑誌「技術教育」において提案

しておられるのと同じく,繊維製品の生産方法の変遷を

考えるとき,明治以前までは糸の生産から被服の生産ま

でのすべてが家庭の(L事 となっていたが,時代の推移と

ともに家庭の仕事としての部分は減少し,工場生産の占

める分野が急激に多 くな り,今後もこの傾向をたどって

いくものと考えるし,繊維製品の生産工程をしらべると

き,材料をもとに,時間,用 具,労働を用いて意図する

製品をつくりあげるとい うシステムがとられ,そ こでは

糸をつくり,布を織るということからはじまっているっ

そ うして指導要領に示されている被服製作は,生産工程

E各

(b).

教師 :
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のごく一部分であり,繊維製品の生産方法の変遷や生産

工程を考え,こ こから教育内容をとらえその学習を通じ

て生徒に技術を理i「i7さ せるという立J場 にたったとき,こ

れにかかわる学習は,材料としてる繊維,糸 ,布 の化学的

物理的性質と種類,加工に使われる用具,機械のなかに

ふくまれる原理や構造,機能,糸布の加工法,染色や洗

濯,あるいはしみぬきにつぃての化学をその中心として

指導すべきであるというふうに考えている。このような

被服製作についてのとらえ方 か ら, 1年生では材料:こ

ついての学習を中心にし, 2年生では機械の学習と関連

づけて機械による製作を中心に, 3年では理科における

化学に関する学習と関連づけるとともに, 1, 2年生に

おける学習の総合という形で;染色,洗濯,し みぬき,

材料の化学的性質の追求ということと,総合的な製作と

いうことを中心に,不十分な提示のしかたではあるが,

Iで示したような実践をつづけているのである。

Ⅲ 実践の結果はどうであったか

この実践をはじめてから本年度で 4年 目をむかえるに

ぃたったが,わたくしたちの手だての不十分さから,客

観的に実践の結果はこうであった,子どもたちがこのよ

うに変化しつつあるということを明確にとらえ, ここに

示す資料をもっていないために,は っきりした実践の結

果を示すことは出来ないが,わたくしたちの今迄の実践

の中から主観的なとらえ方ではあるが,そ の結果がどう

であったかにつぃて,そのおもなものをのべてみたいと

考える。

実践をはじめてから4年 目とはいうものの,最初の 1

年にどのように指導を展開していくかということに追わ

れ,そ の結果はどうであったかに目を向けてぃくことは

困難であった。しかしこのような中で,あ る程度の見通

しをもって指導出来るようになった現在までにおいて,

子どもたちは,製作するとぃう段階において,材料をど

のようにとらえていくかという点で,そのとらえ方 に

少しづつではあるが変化を示してきてぃる. 今までの

学習では一応材料についての学習をしてきたものの,そ

れはごく一部の表面的な内容であり,その材料 を使 っ

て,いかにうまくつくりあげていくかとぃうことが生徒

の「いい的な課題となっていた。現在の実践の中におぃて

も,こ のことは子どもたちにとっては重要な課題となっ

ていることは否定出来ないが,ただこれだけではなく,

この製作においてなぜこの材料を使うのか,ほかにもっ

とよい材料はないのだろうか。このような材料を使った

とき,こ れにどのようにはたらきかけてぃけばよぃのだ
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ろうかとい うことが,ご く一部ではあるが子どもたちの

学習における課題となってきている。このことに最も適

当な例であるかどうかぎもんであるが,一例をあげると

1年生で材料の学習を子どもたち自身の中に定着させて

いくという意味をふ くめてスカー トの製作をとりあげて

いるが,こ の学習の裁断の段階において,型紙を材料の

うえにどうおくかとい うことにつヽヽて, この計十画ヤこよる

実践をはじめる前には,い く度となくくりかえし説明を

加えても, よほど注意して点検をしないと誤ったままで

裁断しようとする生徒がいたし,テ ス トをしてもこのこ

との定着度は指導のまずさも加わってか,よ い結果を示

さなかった。しかしここに示した計画による実践をはじ

めてからは,年毎に材料の上に型紙をどうおくかとい う

ことを指導しなくても,正しく型紙をおき裁断出来る生

徒が増加し,こ のことについての定着度は極めて高い結

果を示している。これは一方的なとらえ方であるかもし

れないが,材料をこまかに追求していくという学習の 1

つの成果ではないかと考えている。また 1年生の材料の

学習において,材料を観察し,あ るいは簡単な実験をとお

してその特徴や性質をたしかめていくという学習をくみ

こむことによって,3年生の学習において,材料の化学的

な性質をつきとめていくとい う学習では,子 どもたちが

話しあいにより,こ のことの追求のための実験計画をた

てていくとい う方向に,ど のような手だてでそのことを

明らかにしていったらよいかという面について目をむけ

ていくかまえが芽生えてきていると,わたしたちはとら

えている。さらに 1年生で,ス カー トの製作学習の中に

時間数にしては少ないが中学校における刃物の学習の第

一段階としてはさみについての学習をとりあげている

が,次に出て来る機械加工 (木工)学習や食品加工の学

習におけるかんな,の こぎり,あ るいはほ う丁の学習に

おいて,は さみについての学習を発達 させ,刃物につい

てのとらえ方を深めていくという点で有効に役立ってい

るとわたくしたちはとらえている。

Ⅳ  この領域 (繊維加工)でどのよ うな

内容をとらえているか

最初に示した実践の 1例は 1年生における繊維加工学

習のひとこまであるが,こ の繊維加工学習の領域でどの

ような内容をとらえて実践するかを示すと次のようにな

っている。

1 ねらい

111繊維の化学的,物理的性質を知らせ,それにふさわし

い加工,実験等の技術的方法に目をむけさせていくG
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(2)繊維加工に使われる基本的な用共や,機械の正 しい使

用法をとらえさせ,それらの構造,機能,作用に含ま

れる原理を追求させる。

(3)手縫と機械との作業による生産性と,労働の質のちが

いをとらえさせ,加工技術の発達の道すじとその蒻:題

についても目をむけさせていくc

(4)平 面の布地がどう構成されて被服となるのかの構成の

原理をとらえさせる。

{5)繊維 と染色と染色技術,繊維と洗剤と化学生産の関係

を科学的にとらえ,近代技術 と生活の関係 を知|ら せ

るc

2 指導計画 (こ まかな内容は省略 )

1年     〔44時間〕

(1繊維,糸 ,布     (12時 間)

a繊維の種類,性質,鑑別法

b糸の種類と構造,糸の撚 り

c織物の種類,性質,用途

d tti物 ,メ リヤスの種類,構造,用途

cそ の他の繊維の種類構造,用途

12)ス カー トの製作    (20時 間,

(3)ミ シン,ア イロンの取扱いとはさみの構造,原理

(4時間)

(4)手続による製作 (ソ ックス)(8時間,

24: 〔32時間〕

(1)ブ ラウスの製作    (24時 間 )

(2)し しゅう     (8時 間 )

3年     〔46時間〕

d害虫と防虫剤

現在は上に示したようなねらいと計画で実践をすすめ

ているが,指導計画のなかにはねらいからみて適切でな

いものが含まれてお り,実践をすすめる中で改訂を加え

ていきたいと考えているものの,わたくしたち自身の学

んだ家庭科というものがどうしても頭の中からはなれて

いかず,新しい方向に内容を改訂していくということに

ある種の困難があり,わ たくしたちの学校では,必修教

科としての技術家庭科は,男女の性別や進路にかかわ り

なくすべての生徒に課すべきであると考え,少 しづつで

はあるが男女共学をおしすすめている。このような立場

から家庭面の内容で男女共通学習の内容 として何をとり

あげてくるかが現在のわたしたちの課題であ り,こ の面

の検討を加えていく必要がある。

V 技術家庭科を どのよ うに とらえているか

わたくしたちは技術家庭科は「子どもたちに技術を理

解させる教科である。」 として,こ の教科をとらえてい

る。このようにとらえた理由はいろいろあ るが, そ の

概要をのべると,科学技術の発展は,国民大衆の広い層

の中に一般教育を普及させ,ま た研究や生産をささえる

社会条件と技術的基礎をつくり出し,こ の上台の上にた

って始めて可能になるのであ り,中学校における必修教

牟卜としての技術家庭科tま ,こ のための基礎をつ くる教科

であるとの立場にたってこのようなとらえ方 を した。

そ うしてこの教科は性別や進路にかかわ りなく,総ての

生徒にひとしく課せられるべきものであると考 え て い

る。「技術を理解させる」ということを明らかにするた

めには,「技術とは何か」を明らかにしなければならな

いが,わたくしたちは,「技術とは労働手段の体系であ

るciと の技術論の立場にたってこのことを考えている。

この様な立場から家庭科の面も考えているので,指導

要領に示されている被服製作,調理,家庭機械,家庭 :li

作,家庭電気の各領域について,生産とい う立場からこ

れを検討し,教育内容をとらえていくとい う方法をとっ

ている。この考え方,こ のとらえ方について い ろ ヽヽ ろ

な批 141も なされているが,わたくしたちは,こ の方向が

正しいのではないかと考え,こ の方向での実践をつづけ

ているのであ り,こ の よ うな教科のとらえ方,実践の

方 旬について多くの批判を期待している。

(京都府船井郡 日吉町殿田中学校教論)

(1)繊維の性能

a繊維の種類,構造

b繊維の化学的性質 ,

(2)ノ ジ`ャマの製作

(3)染 色の化学

a染料の種類と性質 ,

b色の原理と配色

C染色法

(4)洗濯の化学

a洗剤の種類 と性質 ,

b洗濯法

(5時間 )

(天然繊維,化学繊維 )

性能試験

(24時間 )

(8時間 )

染め付けの原理

(5時間 )

わしツでこ化
′
学

(5)し みぬきの化学と被服の保存 (4時間)

aし みぬき剤の種類としみぬきの原il

bしみぬきの方法

C被服保存の方法

47



献立作成の学力をのばす指導
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け

1  は じ め に

テーマの内容に入る前に,教科につぃての考え方をの

べる。技術家庭科の女子向きという教科を略して,学校

や,地域の研究会組織では家庭科 といってぃる。そして

女子向き技術科を指導してぃる教師は「家庭科の先生」

といわれている。事実,家庭科の免許状で,家庭工作や

家庭機械 0家庭電気等の教材を指導しているのである,

技術家庭科が生まれて 7年たったが,は じめの 3年間

位は,製図, 木工, 機械, 電気等, 新しく加わった分

野の研修に忙しく,夢中で汗を流した時代 とい って よ

い,完全実施の昭和37年 より4年を経た今 日は指導要領

で示している目標や内容につ o.、 て改めて見直すことがで

きるようになったが,既に教育課程改訂の動きがあるc

新しい技術家庭科の方向や内容につぃて, ぃ ろ い ろ

期待し望む ところが多い。現在の指導要領では,女子向

きの目標についてはっきり,産児,育児の任務 と家庭生

活を経営する役割をになっている者の教育であると家庭

科につぃて定義し,中学校におぃては主 として,技術的

の角度から家庭生活に処する能力を身につけさせること

をねらっているとし,そ こに男女別学の根拠をおいてぃ

る。だから技術科の男子向きの内容は,生産技術の工的

教材で,女子は家庭生活の消費的面の技術を取入れ,そ

れを糸口にして現代の生産技術面の理解をさせるとい う

のである。これらの教科の目標はどう受けとめるか,つ

まり教科観の相異が,教材の目標 と内容及びその範囲を

きめていくことになるわけである。

そこで私は,自 分の考え方を,結論的にぃ うと,家庭

科教育の目標は,指導要領でい うよぅに,家庭生活上の

基礎的技術を修得させ,近代技術に関する理解を与えて

生活に対処するという基本的態度を養なうことに,異論

はないが,それは女子だけに限定しないで,男 女に等し

く必要であると思 うのである。その範 ldlと 程度には,男

`θ

女に傾斜があってよぃと思 うが,義務教育の中学校では

男子にも,生活に対する基礎的技術を,食生活,衣生活

保育,笙生活,いずれも必要だと思ってぃる。なお生産

技術についても男女の区別なく,他教科 と同様基礎的な

ものを学習させることが必要だと思 う。

現行の教科構造を組みかえて,生産技術内容と,生活

技術 容ヽを統一して, 2系列になるが,男 女共学内容 と

傾斜 1内 容にして学習させることを望んでいる。

以上のような考えであるにもかかわらず,現在男女共

学に踏み切れなかったわけは,校内組織で,技術科担当

の 3名 と全員一致意見にまで至らず,ま た学校長の了解

を得るに至らなかったこと,それにも増して,自 主編成

には,教材配当やその学習内容,程度も,確かな計画の

もとに,使用教科書の問題もあるので周チ1な 準備 と勉強

努力が必要で,強 力な意志の一致がなければできないこ

とであったじ現在の問題になってぃる高校入試科 日から,

技術家庭科が外されれば,む しろ抵抗が少なく実現でき

るという意見もあったが,も しそのようになると,現在

よりもっと重要視されない教科 として置き去られること

になる方が危ぶまれる。

さて男子にも指導したぃ領域で,学習できる食物学習

のあり方としてデ私はテーマにつぃて概要をのべる)

2 食物学習を技術家庭科の教科内で

位置づける

生きて働 くノ、間の健康管理としての食べ物は,ど うあ

ったらよいか。人間の身体構造,生理的機能等は,保健

や理科で学習し,栄養に関する知識 も,栄養素の性質消

化,吸 1又 につぃて理禾斗,保健で学習する。しかしこれら

が実際の食べ物に結びつき生活に活用されるためには,

技術 と結びついて,食生活 として,食品の栄養的な組み

合わせができ,栄養的な調理のしかたをしり,適当に食

べられるようにするとぃ う技術,手法にまで訴えなけれ
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ば生きてこない。そこで技術科 としては,栄養学でもな

く,食品学でも,食品衛生学でもない。料理法 とも違 う

ところの,調理 とい うことばを使 う領域が適当であると

思 う。食品を取 りさばき (有害なもの,不潔なものを除

き,ま た味をつけた り,加熱した りする), そしておい

しく食べられるようにした り,消化をよくするために行

なうこと,それが調理である。調理によって,食品に含

まれている栄養が失われることがない よ うに は,洗い

方,切 り方,加熱のしかたにも注意がいる。食べられる

部分は有効に使 うが,捨てる部分はできるだけ少なくし

て,経済的に食品を生かして使 う。実習をする時には ,

仕事の手順,時間,労力,燃料など,むだなく,し かも

しごとを安全に行なう等,ず い分複雑なことが必要であ

る。

調理は単に手法の伝達や,料理のしかたを数多 く習 う

とい うことでなく,考え,判断し,基礎の知識,技術を

応用し,創造も働かせることの機会の何 と多い総合的な

学習であろう。男子にも女子にも必要欠くことのできな

い,生 きて健康に,働 くための学習内容である。

3 調理指導のね らい

中学校の食物学習つまり,調理学習の終局目標は,食

べる物の組み合わせ,献立ができ,その献立の調理が実

際に食べられるように作れることにある。なおそれを,

日常生活に実践して,科学的な食生活を営もうとする習

慣や意欲をもたせることにあると思 う。

毎日の食生活がもっとも健康を左右する直接的因子で

あるから,健康の維持,増進のために, 日常の食事の食

品について正しく知 り,よ く選んで,必要な食品を,必

要な分量だけ使っておいしく作ることが大切であるc

栄養のバランスを考えて食事の計画を立てることが ,

献立で,実際に材料を整えて日に入れるまでの手段が実

行できること,つ まりこれが調理である。

献立 と調理は切 り離せない。調理するにはいろいろな

条件が必要である。食べる人の年令,性 別,活動に応じ

また,季節,場合,環境,等の複雑なからまりあいの中

で,必要な種類と分量を,そ れぞれの条件や嗜好に合わ

せ,し かも経済を考えながら食品を選び,調和のとれた

米1理を作るとい うことになるので,なみたぃてぃのこと

ではないが,理想的な食事が作れることは,すばらしい

ことといえる。中学校の調理指導のねらいは, この理想

をめざして,基礎的な条件を学習させ,将来の生活に応

用転位のきくような,つ まり技術性,創造性豊かな人間

を作ることにある。家庭生活内にとどまらず,個人,集

団を問わず,人間としての一般教養だといえるc

4 献立作成に関する内容分析

指導のねらいでのべたように,献立作成には,非常に

数多 くの要素を包含しているので,指導法や,指導計画

のくふ うが必要である。指導計画の中での献 立 の段 階

で,献立の立て方とい う内容をとりあげその条件や方法

をつかませるように指導するが,少ない時間では,理解

させるていどにとどまり,その知識の活用で,実際に献

立を作成する能力をつくることは望めないc

l年では,青少年の食物, 2年は成人を中′いとした家

族の食物, 3年では,幼児,老人,病人の食物と対象は

ちが うが,それらの人が,「何を (食品)」「 どれだけJ

「 どのようにして」「何 (調理)と 組み合わせて」食べ

るようにすればよいかを考えまとめる能力を養 うことで

あるから,基礎 として, 1年で,男 女には, この点をし

っか りつかませるとよい。

献立の内容分析をしてみると次のようになるこ

(1)「何を」の要素として次のことがあげられるc

O 栄養素と食品群の関係  ○ 食品と食品群の関

係  ○ 食品の栄養的特質  ○ 季節と食品

○ 消化と食品  ○ 価格と食品  ○ 嗜好と食

品

(2)「 どれだけ」という内容では

0 食品群別摂取量のめやす  ○ 一食分として適

当な食品の量  3 -調 理に作 られるに適当な各食

品の量  〇 食品の重量と容積 (目 方とかさ)の 関

係

(3)「 どのようにして」の内容

O 各食品調理法とその特長  ⊂1 食品の特質に合

った調理法  0 各栄養素の特性を生かす調理法
~l 

消化の調理  O 嗜好と調理  ○ 能率と調

理

(4)何 と組み合わせての点では

○ 食事形成  P 味の対象  C)盛 りつけの効果

C 食習慣 と嗜好

以上の多くの要素のいくつかを対象となる人により,

取捨選択しながら組み立てることになるc

5 献立作成の指導の方法

各学年に応じた目標がある。献立をつくってみるとい

う実際的活動の場をより多く持つことが必要であると同

時に,簡単なものから,複雑なものへ,少ない要素です

むものから,多 くの要素をもつものへと,段階を経て指



導し,生徒の経験を積み重ねていくことが必要である。

1年の場合は,と くに,調理の経験が少ないので,先

ず,内容分析の(1)と (2X3)等の基礎的要素の学習の後に,

調理実習の例を 2回～ 3回続けて実施して,調理の実際

経験の後に,献立の学習に再びもどり,献立つくりの練

習をすると,実習教材との結びつきが具体的になり,献

立の見方や立て方が食品の量感,食事の型等も明らかに

なり活発に献立つくりが展開される。

1年では,青少年,つ まり自分を中心として, 1日 の

献立が立たられることを目標とするが,は じめは 1食分

をあるていど完全なものにすることを目標にして,次に

1食 としても,朝 ,昼,夕 それぞれの位置において望まし

い条件と結びつく実習例を,実生活の例を考えさせなが

ら学習して 1日 の組み合わせにもっていくとよい。

6 食事の型による献立つ くリ

日本の家庭の一般の食事形式をまず取あげ,そ れに望

ましい改善策を加えてのパターンを示し,その型での,

1日 の献立作りの練習をさせると,楽に組み合わせがで

きるようになる。型から入 り,そ れを応用して変化させ

るという方法である。教科書の例を利用するとよい。

献立の例として

朝食  米食とみそ汁を中心にした献立

昼食  パンを主食にしたもの

夕食  青少年の嗜好を取入れたもの (カ レーライ

ス他)

応用  米食を主食にした一般向き献立 (煮物,味

付飯)

めん類を主食とした献立

7 献立作成指導の実際

例(1)1日 の食事においての位置から献立をつくりあ

げる方法,O夕食の献立の条件や特色を考えさせる。

その時,まず, 1日 の必要の目やす量にくらべて,朝

と昼とでとりにくかったり,ま たは使用されない食品

があったり,不足量があったらその食品群を用いて作

成する。その時,調理の方法を変化させ,嗜好をも考

慮して食事はたのしいものにする。

○ 朝,昼食に使った調理法を調べさせる。汁もの,

煮物,生 もの,揚げもの,いため物,焼きもの等

食品群の例と調理の例が出されたものの中から,使用

する食品を決定する。

○このきめられた材料にふさわしい調理法を組み合わ

せながら教師と生徒の話合いで献立を立てる。

5θ

И 米飯,さ つまいもの煮物,あ じの塩焼き,ほ うれ

ん草のひたし И)米飯,さ つまいもの炒め煮,かつ

おの煮つけ,ほ うれん草のひたし

○ この献立を批判し,実習する献立をきめる。

8 献立作成の学習に備える教材資料教具類

○ 食品模型  食品群別摂取量の目やすを具体的に

認識させるために有効。教材社のものを使用している

が,実物感があり, これで 1食分をまず量的にも掴ま

せられる。また 1日 分を視覚にも訴えられる。

○ 食品群別のフードピクチャー

主に含んでいる栄養素を書きその摂取目やす量を記入

した群別の食品の例のフードピクチャー

○食品別フードピクチャー

玉子,あ じ,ほ うれん草,にんじんなど代表的の食品

を書き,含有する栄養素, Calの 数字を書いておく。

C食品別絵型,代表的食品,1食 に適当量の実物大絵型

○ 料理カード (栄養価比較のための例)

調理法によって栄養価が異なることを示す 2-3の 例

C各食品の分量と,それにふさわしい料理の表

O食品群の献立上の位置とその組み合わせ方

○ トタン黒板とマグネット

献立作成の練習に用いる。ベニヤ板 180cm長 さ,縦

90cmに , カラートタン板を貼り,枠にとりつけて,

黒板に作ったもの,こ れに,食品群別と目やす量を紙

に書きそれをマグネットで貼りつけ,献立に使う食品

の絵型を,群別食品の列に貼りつけて, 1食 として目

やす量に近いかどうか,視党からもすぐ検討できる。

(自 作黒板は,約 1,000円 で作れる。献立作成練習だ

けでなく,いろいろ活用できて大へん有効です。)

9 ま と め

献立作成は,学年が進むにつれて要素の多い複雑なも

のにしたいのであるが, 2年では家族の日常食献立を,

季節による調理法の変化を中心にしたり,季節の食品を

中心にしたりする実習献立を指導する。その効果的指導

法は,家族の 1日 の食品群別摂取量のめやす表を作成す

ることによって,献立作成に活用しやすい「料 理 カー

ド」とともに,興味深く練習できる。紙数の`都合でこの

説明は省略するが,複雑な要素をもつ献立学習も,視覚

に訴えて,興味深く,作業をすすめるようにくふうする

と, よく覚え,力がつくことを実際に経験している。

(発表のとき,詳細に教具等についてのべるこ とにす

る)。 (静 岡県焼津市大村中学校教諭)



豆 ジ ャ ッ キ の 製 作

―-2年 の金属加エーー

1 豆ジャッキを取 りあげた理由

金属加工学習の大きなねらいは,金属材料の性質と加

工法を関連させながら,われわれ人類がいかに金属素材
を使いこなしているか,をつかませることに あ る と思

う。木材加工でも同じことがいえるが,金属加工品は ,

われわれのまわ りに非常に多 くあるにもかかわらず,そ
の加工まで試みるということは極めて機会が少ないとい

える。それだけに,われわれのまわ りに多 くある金属素

材を使って,そ の加工を試みることが大切であ り,その

加工を通して素材の性質もつかめ うる教材を研究すべき

だと考える。

本校では,今 まで 2年金工の機材加工として “ぶんち

ん"を とりあげてきたが,丸棒の底を平にするやす りが

けは,いかにも手にするためにやす りをかける感が強 く,

生徒は早 く手にすることに気を取 られて (と い うよりは

その労力が意外に大きいので)正 しくかけることがおろ

そかになりがちであ り,ま た 6φ のねじを立てる時のタ

ップの損失もばかにならぬものがあった。そこで,作品

の働 きも面白く,鋳物も使ったものをと思い,昨年は ,

鋳鉄をとり入れた豆ジャッキをとりあげてみた。

これをきめたおもな理由は,つ ぎの通 りである。

(1)鋳鉄と軟鋼の両方を素材としたものにしたかったこ

と。

鋳造されたものは,われわれのまわ りにいたる所にあ

る。しかも同じ鉄であっても鋳鉄と軟鋼ではその性質が

大きく異なる。まず鉄というものを一律に見る観念をや

ぶ りたかったのである(知識 としては区別していても)。

このことは旋削,穴あけの時の削 りくずを見てもすぐに

はっきりと理解できる点である。

(2)重要な工程であるね じ切 りを直径の大きなものにし

たかったこと。

7E

ね じは 10φ のメー トルねじとした。このためにタップ

・ ダイス回しを大型にかえることと,タ ップ・ダィスの

単価が高 くなるという欠点が出たが,大型になったため

に,その構造 。はたらきがよくわかること, タップの折

損がほとんどないことの大きな利点が生れた。

13)ね じを伝導用として使っているものにしたかったこ

と。

締結用としてのね じは,い たる所でめ うけられるが ,

力を伝達するためのねじをつか うことにより,一そ うの

興味をひかせたかった。

(4)そ の他,ね じ棒の旋削では刃物台を 45° 傾けて円錐

を削る事になるので,旋盤の多用性の一面をつかませる

ことにもなる。等々である。

2 その準備 と実習計画

本体の鋳物は出入 りしている商人にたのんでつくらせ|

た。本体は 1個 50円 余 りでできたが,そ の型代に5000円

かかったのには少しまいった。しかし, これは 2年 目か

らはいらなくなる。ねじ棒は 15φ の ミガキ軟 鋼 棒 で あ|

るっ                         |
使用した機械 。工具のうち, おもなものは, 旋 盤 4

台,ボ ール盤 4台 ,定盤, トースカン,Vブ ロック各 3

個,金 切り弓のこ7個,タ ップ 0ダ ィス各 5個などであ

る。

学級数は 7学級,こ れを 2学級ずつまとめて男子のク

ラスを 4学級つ くってある。したがって, 4つ 目の最後

のクラスは22名 で 1ク ラスとなっている。

実習前に簡単な実習,教師実習をまじえて,手仕上 0‐

機械仕上について学習し,製図を終ってから作業票 (別

表参照)に よって作業内容を説明して製作に入った。こ

こで,なぜ,こ うするのかの理由づけを必ず す る こ と

が大切である。 1ク ラスを12班 に編成し,そ れをさらに

界   一岡



豆  ジ キ 作 業 票 41.2.白根中学校 No.1

作 業
|

①大端面削

り

②高さケガ

キ

③小端面削

り

④穴あけ

52

内業作 容
1機

械・道具
|

注 意 す べ き 占

「蛛
IC木槌
|

|

○作業は 1人が旋盤につ き,次の人が向い側で助手をつ と

めること。

○本体をチ ャックに とりつけ る。か るくチ ャックをしめて

(→の印のある穴でしめること)バ イ トを近づけ,木槌

で多少のデ コボ コを修正す るc

チャックを手で回して,

のすきまが平均するよ

たたいてなおす。

しめつける。

aを 5位にして, タテ(b)
に少 しお くって く り こ ま

せ,そ のまま ヨコ(C)に ず

うっと送 ってい く。 これを

α  くりかえして,平 らになる

まで削 る。

○ もどす時 もゆ っくりともど

す ことc

をぬ る。

○チャックにくわえられる長

さが少ないので,ま が りを

修正する。幅10の うち 6位
はくわえるようにする。

鋳物の表面はきわめて硬い

ものなので,こ の端面削 り

に入る前に,やす りの コバ

で端面をさっと,やす りが

け してお くとバ イ トのヘ リ

も少ない。

○チ ャックハン ドルはす ぐぬ

いてお く習慣を つ け る こ

と。

○鋳鉄には切削油は必要でな

ヽヽ。

C平 らになったら,す ぐやめ

ること。削 りすぎると高 さ

んミ不足になることあ りc

○ トースカンを 43に 合せる

時,Vブ ロックを つ か っ

て, スケールを直角に立て

ることc

■M10の ねじ下穴だから,大
体ねじ山の高さ分だけ,小
さな穴をあけね ば な らな

い。大きすぎれば,それだ

けねじの山の高 さは へ る

し,小さすぎれば,ね じを

切るとき非常なむ りがかか

って,ダ イスをいためる。

○必ずしっか りとりつけるこ

と。まわす力が強いから,

手ではとてももちきれない

で危険。

舌
木づ「

[き

バ́イト

ト

○修正がおわ った ら, しっか り

バ イ トの送 り方

○首の ところにチ ョーク

ζプ
○実盤において,

トースカンで高

さ43に けがくc

○大端面をチャック

[き
―バイト

盤

一　

　

ロ

ケ

定

ト

ン

ブ

ス

○

○

　

○

○

ス カ

ツク

○旋盤

C片刃バ イ

ト

○ボール盤

o8.5φ  ド

リル

の底にピッタ リつけてとりつけ ること。

がき線

削り方はCと 同じ,ただしバ

イトは中央よりけがき線まで

削る。先に出さぬことc

びった りつける。 (つ けないと上下平行にならない)

○めねじの下穴をあける (8.5φ )。

○中′心を片パスをつかってみつける。

○中′うにポンチを打つ。

(こ の鋳物では,中心に穴がのこっている

時が多いので,ポ ンチの必要(ま ない場合が

多い)

○ボ_ル 盤万力に中心を合せて, しっか りとりつける。

あわない時は,鉄 片をはさむか,万 力の止めボル トをゆ

るめて万力を うごかして,正確にあわせることc

ι
―

4[:´
′



⑤めね じ切

り

(タ ップ立

て)

⑥ 8角けが

き

⑦やすりが

け

③ねじ棒

素材切り

○静かに ドリルを下にして穴をあける。 もう少しであく時
は, ドリルのくい込みが多くなるから,ゆ っくり送るこ

と (終 り近くなると,急に振動が多くなるからすぐわか

る)。

○本体を万力にしっか りはさみ,タ ップをタップハンドル

にしっか りとつけ,ま がらぬよう,十分に注意しながら

立てていく。

○少し切っては,あ とへ もどし,少 し切ってはあとへ もど

すようにする。

○左右よりよく見て,ま がらぬようにすること。

○大端面を 8角にするためにけがく。

○まず,け がき面に青竹か,マ ジックをぬる。

定盤の上にVプ ロックをのせ,そ の上に本体をしっかり

おさえてのせる。

④直径をさがして引く

→

′
/2本の線の中央に

くるようにトース

カンの高さをあわ

せ直径をひく

本体を約180° まわし,先 にひいた線と平行になるように

今一度よこにけがく, 45° の三角定規を図のようにして

先の直径にあわせ,先棒の トースカ
ソでよこに 1本ひく。
これをあと2回 くりかえすと, 8角
形がけがける。

. ○万力にしっか りくわえ

て,やす りが け を す

る。

C平 らにすることと,直
角に注意せよ。

○金切り弓のこに刃をおしてきるようにとりつける。

○棒はあまり長く出さぬようにして,万力にしっかりくわ

える。

の中
‐
ひ

体

本
人
１

ル
・
ン
、

ンヽ

斗
．̈

力
〈
ロ

ス
　
」」

一　
、
ヽ

卜

高

10位 より長 く出さぬ

出しすぎると

iヨ
覧fお こ しや す

○マシン油を少した らして切 ってい く。
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○万力

○ タップ

○ タップハ

ン ドル

○定盤

○ トースカ

ン

○青竹か マ

ジ ック

OVブ ロッ

ク

c45° の 三

角定規

○切削油はいらない。軟鋼な

らマシン油をさす (ね じ棒

に回し棒用の穴 を あ け る

時)。

○止 り穴なら, 1.2.3番 タッ
プの順に通さなくてはいけ

ない。

今は通 り穴だから, 1番 タ

ップをよく下まで通すだけ

でよい。

○切削油はいらない。ねじ棒

のおねじ切りは,軟鋼棒だ

からマシン油をさす。

C青竹 (染料)はアルコール

t'こ とく。

さっとぬること。

○直径をひくには,中央の穴

に埋木をして,中 心をさが

す方法 もある。

○その他 8角形をけがくには

まだほかにも方法が考えら

れる。

よく研究してみよ。
Vブ ロック

にのせ る時

幅 aが loし

かないので

安定 しに く

い。しっかりおさえるよう

にすること。

○鋳物の表面は硬いので,は
じめやす りのコバで黒皮を

おとしてからすること。

○けず りすぎないように。

C強 めにはること。

C刃が折れるのは直進運動を

しないのが一番多い理由で

ある。

励『ｍ一ラッシスコャ励鋤）スケ一

〇

〇

　

〇

ブ

○

○

○

○

○

一

ユ
　

　

こ

油

ル

一―棒に直角に



⑨ねじ部削

り

⑩頭部削り
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Эチャックヘ取りつける。

%′
`lT

+t40ト
二れより1111な

○端面削 り

イiへ すらして

5位 よ り

出:さ ぬ こ と

Cチ ャック|ま 必ず(→ )

の穴でしめること。

くわえる長 さが少 し

不足なので, しっか

りくわえること3

スケールをあてて

36の 所にか るく,

じるしをつけ る。

|_

回1云 して円周を削

るので切 りこみ量

の 2倍だけ直径は
ンヘヽる。

切 り込み量 2.4だ

け前へ送 るc

(80日 盛 )

(こ の 目盛はおぼ

えてお く)

○両手で, タテ送 りのハン ドルを操作 して,静かになめ ら

かにバ イ トを送 る。

○先につけた36m mの 印まで削 った ら,送 りをやめ,バ イ

トを少 t/手 前にひいてか ら,右ヘバ イ トを もどす。

○旋盤を止め, しっか りとまってか ら, ノギスで計測,あ
とい くら削れ tゴ よいかを きめる。

○荒削 りの 目盛 より12目 盛送 り*,仕 上げ削 りをす るc

○バ イ トを制・めに

固定 し,か るく

送 って面取 りを

す るc

○刃物台を 45Cか たむけた旋盤のチャックに とりつける。

○少 しずつ, ヨコ

(a)|こ 送 り, タ

・ 卜乱貿蹟Fて
○ ときどき Cの 長

さをはか り, 6
mmに なった ら

やめるc

軽

て

み

　ヽ
■
の

○切り込み量をきめるこ

○旋盤

○片刃バ イ

ト

○ スケール

○ ノギス

○切削油

12日 盛は 1

つの例だか

ら自分では

か った値 よ

り送 る日盛

をきめ るこ

と。

○刃物台を

45° 傾け

た旋盤

○バイ ト

○切削油

○くわえたら, カラ回しをし

てみて,ふ れないか,た し

かめること。 ときどき, チ

ャックの中央にくわえてな

いことありc

○端面はでこぼ こしているの

で,急 にバ イ トを くりこま

せ ると,バ イ トを た た い

て,刃 先を欠 くことあ り。

少 しずつ送 ること。

○材料が軟鋼なので必ず切削

油をつけ ること。

15φ を 10φ にす るのだか ら直

径で 5,半 径で 2.5へ らせば

よい。つま り2.5バ ィ トを ヨ

コ|こ 送れば よい。

この旋盤の 日盛は, 1回転

(100目 盛)で 3mm進 む。

(10日 で 0.3,1目 0.03)

だか ら第 1回 の荒削 りは,80
目盛 2.4だ け送 る。

ダイスを通 りやすくするた

めに,直径は 10φ より少し
/1ヽ さく9.4～ 9.5φ に仕上げ

る。

|○ ノギスの計測が,10.20と
出たら,9.5φ にするには,

あと0.70, 半径でlま C.35肖 J

れば よい。
*送 リハン ドルの 目盛は, 1

目003だか ら,12目 盛送れ

ば0.36と な り大体 よい。

1添ふ菫を。
ド
11:糧喜gII塵

|

○この面取りは,ダ イスを通

しやす くするためにも必要

○じるしつけ



半 円 口金

①おねじぎ

り

C回 し穴あ

け

⑬回し棒つ

くり

⑭組立

評価

○大体円周の 4

ンチを うつ。

○半円口金をつかってねじ棒を万力にしっか りくわえる。

Cダ イスをまがらぬように通し

ていく。%位まわしてきった

ら静かにもどし,ま た%位き
ることをくりかえす。

○マシン油を少しさすことc

○半円口金

○ダイス

(10φ pl.5)

○ダイスハ

ンドル

○万力

○ボール盤

○ポンチ

○けがき針

C)3φ ドリアレ

○ベンチ

○くぎ

○やす り

○万力

○直接 くわえるとキズがつく

○ダイスははじめに入れる側
がきまっている時があり。

注意。 (わ く面とりして,

入りやす くしてある。)

○きれはじめたら,下へ強く

おさないで,ま わす力だけ

にすること。

等分の ところに穴をあけ る位置をきめ ,

○ボール盤万力に しっか りは さんで
,

mmの 深 さの穴を 4つあけるc

Oマ シン油をか るくさす。

03φ のくぎを45に 切 り,端をやす りで丸 くする。

○ねじ部にグリースを少しぬ り,組立てる。

○各部の寸法は設計図通 りにできているか。

○ねじは,軽 く,ま っすぐに入るか。

○回し棒は, うまく穴に入って,ま わしやすいか。

4つにわけて旋盤を 1台ずつわ りあて,各班の作業予定

表,各個人の作業進度記録表を用意 し, 4つのブロック

が平行回転しながら作業に入った。各個人には別表の作

業票を与え,各班 ごとにその時間にその班が行なう作業

について話し合い,それから作業に入るようにした。 1

工程終った人は,作業進度予定表に記入してゆき,教師

はそれを見て,各人・各班の作業の進めぐあいをたしか

めて,時により放課後の作業を命じた り,作業予定を組

めかえていった。工具はすべて種類別に 6～12個単位に

箱をおさめ,工具当番の班が準備室より持出し,作業後

点検しておさめるようにした。旋盤には常に作業者 とそ

の次の人をつけ,次の順番の人は,向い側にいて切削油

をつけた り,安全点検,そ の他助手をつとめることにし

た。

3 製作を終 って

木材といっても,実にいろいろの種類・性質があるよ

うに,金属,特に鉄 1つ とってみても実に幅広しψ陸質の

ちがいがある。それらについてくわしい知識をうる必要

はないが,鉄だからすべて硬い,すべて強いというよう

な考え方,金属だからすべて粘 りがあるといった考え方

を改めるとともに,材質にともなって,成形加工法も当

然かわってくること,む しろ材質のちがいから加工法も

かえねばならぬことを知ることは,きわめて大切だと思

うc今 までにもピアノ線をペンチで切ろうとして刃をい

ためた例や,おれたタップを取ろうとしてその上に ドリ

ルを下し, ドリルまで折ってしまった例など数かぎりな

くある。これらは材質と加工法,材質と刃物 という基礎

の考え方が全 く入っていなかったからだともいえよう。

ここで豆ジャッキを通して鋳鉄と軟鋼をとりあ げ た の

は,同 じ鉄であっても,炭素の合有量だけで大きく異な

った性質を見せることを対比させるという点にある。も

し設備があれば,鋳物を自分たちで作るところまでいく

と (そ んなに困難とも思えないが), さらに生きた知識

となると思 う。

設計工作上の反省としては,ね じ部の長さはもう少し

短か くした方が,ね じ切 りが楽であ り, とか くまが りや

すいタップ 。ダイス作業が うまくいくと思 う。タップ・

ダイスは楽に通るのに,組合せると半分しか入らぬとい

う例が 3つばか り出てきている。

タップの破損は 1本,こ れはまがったのをすい直に直

そ うとした時のものであ り,ダ イスの刃のかけたのが 3

つ,こ れはねじ棒を 10φ より大きめにしてむ りをかけた

ものと,切っている途中でもどす時,急に強 くもどすた

めのものであった。ダイスは切っている時よりももどす

時にむしろ刃こばれをおこしやすい。
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コンデンサモータ逆転装置

稲
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エレク トロニクスの簡単な応用装置 (‖ )

コンデンサモータは,電気洗たく機・扇風機・

電気冷蔵庫・浅井戸用ポンプなど,多 くの家庭用

電気機器に利用されている。これらの中, とくに

噴流式電気洗たく機では,強弱切り換えスイッチ

の切 り換えや,周期的な自動切 り換えスイッチの

動作によって, コンデンサモータの回転方向を反

対にし,パルセータの洗たく液に対する抵抗力を

変えて,洗たく槽内の水流に変化を与えている。

このようにコンデンサモータは,用途 に よ って

は,その回転方向を変えることが,ぜひ必要なと

りおよそ%サ イクル位相の進んだ交流電流が流れ

て,補助巻線から主巻線に向う回転磁界が生じ,

回転子が回転することになる。いま図 1の さしこ

みプラグを,電源 コンセン トにさしこみ,ス イッ

チ Slを入れる。すると トランス T3に よって,サ

イラ トロン V10V2の ヒータが力暉熟さオ■るととも

に,それらのプレー トとカソー ド間に,電源から

きがあるが,その場合,回転方向の切 り換えを,

離れた場所で行なえるとつごうがよい。そこでこ

の装置は,サイラトロンを利用し,ス イッチ 1つ

で,任意の位置からコンデンサモータの回転方向

を,自 由にコン トロールしようとするもので,そ

の記号配線図を示すと,図 1の ようである。

コンデンサモータは,か ご形の回転子と固定子

とでできてお り,固定子には,主巻線とコンデン

サを直列にした補助巻線とが施してある。そのた

め交流電圧を加えると,補助巻線には,主巻線よ

跳       さしこみプラグ

Cl.Cが・……0.5μ F
C3… ………・0.1～ 0.5μ F

交流電圧 (AC.100V)が加わるので,装置が動作

状態になる。このときスイッチ S2が , 図のよう

に切れた状態にあると, T3の交流電圧がそれぞ

れ V10V2の 第 1グ リッドとカソード間で整流さ

れ, Rl・ R2に生じた直流電圧で, V10V2の 第 1

グリッドがe電圧になる。 このため Vlは放電し

ないが,電源電圧が Tl,C3を 通して,V2の第 1

茂田

Rl、 R2… …100 kΩ

図 1 コンデ ンサモータ逆転装置記号配線図  yl、 ァ2…
… 2050

Ll L2



グリッドとソカー ド間に加わり, V2の 第 1グ リ

ッドをほぼ OVにするので,V2が放電し, T2

の 1次巻線を通してプレー ト電流が流れるcこ の

電流により,T2の 2次巻線に生じた電圧で,L2

(主巻線として働く)と ,Ll+C4(7甫助巻線とし

て働く)に交流電流が流れるから,回転子が回転

する。つぎにスイッチ S2を 入れると,Rlが ショ

ー トされ,Vlの第 1グ リ、ッドが OVになるので,

Vlが放電し,Tlを通 してプレー ト電流が流れる

(V2は放電が止まる)。 この電流により,Tlの 2

次巻線に生じた電圧で,Ll(主巻線として働く)

と,L2+C4(補 助巻線として働く)に交流電流が

流れるから,回転子が, スイッチ S2を 入れるま

えと,逆方向に回転するしくみになっている。

なお, スイッチ S2に いく2本の導線を長 くし

ておけば,離れた位置で S2の操作によって, コ

ンデンサモータの回転方向を, 自由にコン トロー

ルすること力lで きる。

図 3 V2動作回路の働き

1)主 要部分 (部品)の しくみと働き

(al Vl動 作回路  図 1か ら Vl動作回路だけを

取 り出して示すと,図 2の ようになる。図(a)に お

いて, トランス T3の 2次巻線に生 じた電圧 (AC

5θ

6.3V)は ,Vlの ヒータを加梨tす るとともに,Vl
の第 1グ リッドとカソー ド間に加わるので, この

交流電圧で,第 1グ リッドがカソー ドに対 してO

電圧になる,T側 の半サイクノし′ごとに,図の実線

の矢印のように電流が流れ,Rlの両端に,図の①

このような電 圧 が 生じる。この電圧は,さ らに

Clの充電・放電によって, ほぼ一定の直流電圧

になり, Vlの第 1グ リッドに加わって,第 1グ

リッドを0電圧にするから, Vlは 放電せず, プ

レー ト電流も流れない。

つぎにスイッチ S2を入れると, 図 2(b)の よう

になり,図の太い実線の部分によって,第 1グ リ

ッドとカソー ドがショー トされ,第 1グ リッドが

OVになる (カ ソー ドと同電圧になる)ので,Vl

は放電 し,ブ レー ト電流が電れる。

わ)V2動作回路  まえの場合と同様にして,V2

動作回路を示すと,図 3の ようになる。図におい

て,T3の 2次巻線に生じた電圧は,V2の ヒータ

lF-ac roov

を加熱するとともに,V2の

第 1グ リッドとカソー ド間

に加わ りVlの場合と同様

にして V2の第 1グ リッド

が3電圧になるが, この第

1グ リッドは,C3,Tlを

通して電源に接続されてい

る。そのため Vlが放電し

ていないときには, 電源電

圧がそのまま V2の第 1グ

リッドに加わり,その①側

の半サイクルで,第 1グ リ

ッドの①電圧を打ち消すの

で, V2が放電し, プレー

73

l[.lc toov
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卜電流が流れる。 しかし, Vlが放電していると

きには, そのプレー ト電流によって, Tlの 1次

巻線で電圧が下が り, V2の第 1グ リッドに加わ

る電圧が下がって,第 1グ リッドが○電圧を保つ
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図 3 Vl動 作 回 路 の 働 き

√

~~

|

|

図4 コンデンサモータ回転回路の働き

から,V2は放電せず,プ レー ト電流も流れない。

(C)コ ンデンサモータ回転回路  同様にしてコン

デンサモータ回転回路を示すと,図 4の ようにな

る。まずサイラトロン Vlが放電すると電源から

図の実線の矢印のように,プ レー ト電流が流れる

ので, トランス Tlの 2次巻線に交流電圧が誘起

する。するとこの電圧により, コンデンサモータ

の固定子巻線 Ll・ L2に ,交流電流が流れるが,こ

のときの状態をわか りやすい図になおすと,図の

①のようになり,交流電流が,まず C4+L2に 流

れ, それから約/サ イクルおくれて Llに流れる

ので,回転子が図の矢印のように回転する。

つぎにサイラ トロン V2が放電すると(Vlは放

|〔::::::::::::::〕 ::i:I::::::::::::::)|

C4

|

/1 |＼__

電が止まる), 電源から, 図の破線の矢印のよう

に,プ レー ト電流が流れるので, トランス T2の

2次巻線に交流電圧が誘起する。この電圧により

固定子巻線 LloL2に ,交流電流が流れるが,こ れ

を,ま えと同様に,わかりやすい図になおすと,

図の②のようになり,交流電流が,ま ず C4+Ll

に流れ, それから約%サ イ
・
クルおくれて L2に流

れるので,回転子が,図の矢印のように,ま えと

反対方向に回転することになる 。

(d)コ ンデンサと抵抗   コンデンサ C10C2eC3は

絶縁が悪いと,それぞれの

回路のインピーゾンスが低

ドするから, こオЪらには,

絶縁の良好なペーパ,ま た

はマイカのものを使用する

z、要がある。

また,コ ンデンサ C4は
,

コンデンサモータに付加さ

れてお り,モ ータの定格に

よって,それぞれ適切な容

量のめやすが決まっている

が,その 1例を示すと,表

1の ようになる。

表 1 コンデンサモータの定格とコンデンサ

(注 )・
・…・IPは イギリス馬力をさす。

抵抗 Rl・ R2は , ここでは100kΩ としたが, こ

れ らの値は,それぞれ C10C2と の時定数 (R× C,

ここでは R× C=100× 103× 0。 5× 106=0。 05以

上 とする)に よってきまる。 したがって,C10C2

の値をそれぞれ lμFにすれば, R10R2の値は ,

50-100kΩ  Iこ とればよtヽ 。

2)回 路の働き

|

AC loOV

モータの定格出力 コンデンサの容量

40^ノ60μ F

25′-40μ F
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さし二みフラ

図 5 コンデンサモータ逆転装置の働き

まず図 1の装置を電 源 に接 続して,ス イッチ

Slを 入れると, トランス T3に よって,サ イラト

ロン Vl,V2の ヒータが力日熱さオ■るとともに, そ

れらのプレー トとカソー ド間に,電源から交流電

圧が加わ り,装置が動作状態になる。さて V10V2

のヒータ加熱電圧は, 同時に Vl・ V2の第 1グ リ

ッドとカソー ド間に加わっているので, これらの

回路で整流され,さ らに C10C2の充電・放電 とあ

いまって,R10R2の それぞれの両端 |■ 第 1グ リッ

ド側がeの直流電圧が生じる。そこで,い まスイ

ッチ S2が切れた状態にあると,Rlに生じた電圧

によって,Vlの第 1グ リッドが, カソー ドに対

して0電圧になるので, Vlは放電せず, ブレー

ト電流も流れない。したがって電源電圧が, Tl

の 1次巻線,C3を通して,そ のまま V2の第 1グ

リッドに加わり,そのO側の半サイクルで, R2

によって V2の第 1グ リッドに加わっている,0

電圧を打ち消すので,V2が放電し, 図の破線の

矢印のようにプレー ト電流が流れる。この電流に

よって,T2の 2次巻線に交流電圧が誘起し, 交

流電流が, まず C4を 通して Llに 流れ, それか

ら約/サ イクルおくれて L2に 流れるので, 回転

子が左回りに回転する。

つぎにスイッチ S2を入れると, このスイッチ

ヤこよって, Vlの第 1グ リッドとカソー ドヵヽショ

ー トされ,第 1グ リッドが OVになるので,Vl

6θ

が放電 し,図の実線の矢印のようにプレー ト電流

が流れ る。 この電流によって, Tlの 2次巻線 に

交流電圧が誘起 し, 交流電流が,ま ず C4を 通 し

て L2に 流れ, それから約/サ イク ル お くオЪて

Llに 流れ るので, 回転子が, まえの場合 と反対

に,右回 りに回転することになる。なお, このよ

うに Vlが放電 しているときには, そのプレー ト

電流によって,Tlで電圧が下が り,V2の第 1グ

リッドがこ電圧を保つから,V2は放電せず, プ

レー ト電流 も流れない。

(注 1)こ の装置に使用するサイラトロンは,モ ータの

定格 (大 きさ)に よっても異なるが,2050の ほか,

2051,785Aな どが適当であろう。

(注 2)サイラトロンは,第 1グ リッドの電圧をOVに

近づけて,一たん放電すると,プ レート電流を切ら

ないかぎり,第 1グ リツドの電圧をふたたびC電圧

にしても,放電が止まらない性質がある。したがっ

て,こ の装置の Vlと V2の 放電を切 り換えて, モ

ータの回転方向を逆にすることは不可能のようにも

思える。しかし実際には電源が交流のため,その半

サイクルごとに,サ イラトロンのプレート電流が切

れるから,第 1グ リッドを○電圧にすれば,プ レー

ト電流の切れたところで,サ イラトロンの放電が止

まることになる。

(注 3)ト ランス Tl・ T2の 1次巻線を流れる電流は,

Vl・ V2で整流された半サ イクルごとの脈流である

から,コ ンデンサモータに供給されるのも,当然半

サイクルの脈流である。 一―つづく一一

ι18° BL2

-+>

(東京工業大学付属工業高校教諭)



第5回 技術・家庭科夏季大学講座 予告

ことしも,下記により本誌編集委員会の主催で,標記講座を開催いたしますので,みなさま

がた多数の参加を期待 しますc

技術科夏季大学講座要項

〔会期〕 昭和41年 7月 29日 (金 )～ 8月 1日 (月 )の 4日 間

除 場〕 東海大学― 項 京者「渋谷区ITア谷 1431個車沐貧電裏書鶴零i32F3濯 羊蟹)

〔講師と題目〕

<共通> 生活 と科学 0技術の歴史

電気教材の指導

創造性の開発

災害 と安全 (不注意物語)

<選択> 技  術

機械教材の指導

材料の科学

鉄鋼産業の現状 と動向

技術学習の心理

<選択> 家  庭

家族関係 と家庭教育の諸問題

食品の科学

服飾史

材料の科学

〔日 程〕

科 学 評 論 家

宇都宮大学教授

東 洋 大 学 教授

労働科学研究所

東 海 大 学 教授

東 京 工 大 教授

東大生産技術研究所

青山学院短大助教授

群馬大学教育学部

東海区水産研究所長

(技術 と同じ)

邦  雄

場 信 雄

田  彰

野 広 之

保 吾 一

川 範 行

部 高 雄

崎   厳

津 千利世

野 慶 之

上 信 彦

岡

馬

恩

狩

真

崎

雀

松

島

天

村

日 時 1午 前 蜘 ～Ю 潟01 Ю 嘲0～ 0・ 0

7月 29日 (金)1 生活の不斗学 0技術の歴史 1 電気教材の指導

1 :00-

学見

7月 ∞日∈ )1創 造性の開発 1賠 と始 鉢 派 物約
|

7月 31日 (日 )

8月 1日 (月 )I
男 材料の科学

女 材料の科学

〔参加会費・申込〕

1 会  費  3,000円 (資料費,見学バス代その他を合む)

2 人  員  200名

3 申込方法  7月 23日 までに予約金 1,000円をそえ,下記へ申込むこと

(不参加の場合予約金は返却しない)

4 申 込 先  東京都目黒区上目黒 7-1179 産業教育研究連盟講座事務局

振替一東京 55008番  TEL東 京 (713)0716

なお,中込書には,勤務先所在地と名称)連絡所,氏名,予約金額を明記して下さい。

男 機械教材の指導

女 家族関係

男 技術学習の心理

女 服 装 史

′
υ

鉄鋼産業の現状と動向

食品の科学



第15次 産 業 教 育 研 究 大 会 案内

<主題> 技術教育の本質と教科課程の再編

――何をどう教えたらよいか―

本連盟では,毎年夏に研究大会を開催し,実践家・研究者が集まって研究討議を行なってき

ました。本年度もまた,局 |1項 のとお り研究大会を開催します。

とくに本年度は, これまでつみ重ねられてきた実践を集約検言寸して,子どものより広い,よ

りたしかな発達のために, どのような課程を用意すべきかを明確にしたい。いまや全国のすべ

ての教師に,その点での発言が可能になつていると信じます。

この数育に関′とヽのある方 々多数の参加を願い,御案内します。

産 業 教 育 研 究 大 会 要 項

〔期 日〕 昭和41年 8月 4日 (木 )～ 6日 (土 )の 3日 間

〔会 場〕 京都教育文化センター

〔主 題〕 「技術教育の本質と教科課程の再編」

一―何をどう教えたらよいか――

〔日 程〕
l- lffir ! irrl
lUlio11i213t41blrrtT18192a
I

第 1日 (4日 )1全体会 1分科会 1昼休 1  分 科 会  | (休   憩) 問題別分

第 2日 (5日 ) 分 科 会  1昼休 1  分 科 会  | (休  憩) 問題別分

第 3日 (6日 ) 全 体 会  | (解   散 )

(全体会)第 1日 目の全体会は総括的問題提示

第 3日 目の全体会は集約討論,今後の研究方向・方途の確認

(分科会)は じめは,こ れまでの分野別にわけない。必要分野が的確になった段階で分科する。

女子参加者についても同じ。夜は問題別分科会とする。

〔問題提起〕 ‖同題提起の発表を求める(分科 会のみ)。  “私は普通教育 l■ おける技術教育は,

こうあるべ きだと考え, このよ うな実践をした。その結果は……"と い うよう

な発表を望んでいる。

〔会費申込〕 1会  費 500円 (但 し会員は400円 )

1申 込期 日 7月 10日 (当 日申込みを受けつける)

1申 込方法 別記様式によ り会費をそえて,連盟事務局ヘ
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〔宿  泊〕 1宿泊場所 教育文化センター周辺の旅館 (お うぎや)

1宿 ,自 料 1人 1泊 (2食付)1,000円

1中  込 別記申込様式中の必要事項明記の上,予約金300円 をそえて連盟

事務局ヘ

〔申 込 先〕 東京都目黒区上目黒 6-1617

TEL.

〔申込様式〕 (用紙ハガキ大)

氏 名
|

(性別)男・女

非会員 (500円 ) 会員 (400円)<会 員番号

宿 ,白

所 属―一勤務学校,研究所などの所在と名称

連絡所―一体み中の連絡になるばあいがあるのでできるだけ自宅を。

宿 泊一一申込みと食いちがう場合は混乱するので,明確に記入されたい。もし変更のばあいは,

直ちに連絡されたい。予約金は返却せず。

〔会場案内〕 所在 京都市左京区聖護院川原町 5 京剖
`教

育文化センター

* *rl\ tarLa (案 内図参照)

交通 市電一一京都駅より,百万遍ゆキ

熊野神社前下車 徒歩 5分 (京都大学病院前)

〔案 内 図 〕

京 大 病

春 日通

至
北
大
路
通

至百万辺・‐劉」

至
出
町

産業教育研究連盟事務局

東京 (712)8048 振替一東京 55008番

所 属
|

都道
府県

町
村

区・市
郡 学校

連絡所
 |

会 費

希望する

希望しない

3日

4日

5日

6日

――  一一  夕食

朝食  昼食  夕食

朝食  昼食  夕食

朝食  昼食  一一
む

日
を
囲

望
事
で

希
食
○

Ｎ
′
月
ヽ
―
―

至 円 町

丸大 町 通

新
〕L
i重

至 天 王 町

丸
太
町
新
道

河
原
町
丸
大
町

四
条
河
原
町

・
京
都
駅

Ｆ
Ｉ

障
に
■
７
　

　

至
祗
園

・
京
都
駅

熊
野
神
社
前

市
電
市

パ
ス
路
線

京
都

バ
ス
路
線

川
端
丸
太
町

ョ
三
条
京
阪

。
大
阪
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技 術  教  育    9月 号 予 告 <8月 20日 >発売

特集 :技術教育と安全

技術家庭科における安全教育 ………・内 山 英 雄

技術科 と安全 原 道 寿

技術科災害の損害賠償裁判 …………原  正 敏

技術学習における動機づけ…………・松 崎  巌

歯車とその切削 ……………………江東工業教育

共同実習所

技術科における教科編成(2)… ……岡  邦 雄

1年 の加工学習…………………………村 田 昭 ,台

―小・中学校の関連―

総合実習としてのけい光燈の製作 ……宮崎健之助

ラジオ受信機組立学習における

セ ミハンダレスについて……・柳  澄 男

被服学習の中の材料研究 ………………渡 辺 稚 代

エレクトロニクスの簡単な応用装置(12)

自動停止装置 …………………稲 田  茂

―

　

も

◇前号に引きつづき,夏季研究大会

の主題――技術教育の本質と教科課

程の再編―一を特集しますc連盟研

究部の提案,お よび参加者の提案を

掲載しました。参会の方もよく御検討のうえ,大会での

討議をより活発にしていただきたいと思いますG不参加

のかたがたも,検討のうえ,御意見をおよせいただきた

く,お願いします。

◇文部省の教育課程審議会も,中学校教育改定の一般的

方針を答申しました。その一部, “中学校教育の目標"

を資料として掲載しました。さきに,中教審が答申し,

ジャーナリズムをはじめ,各界の多くの人たちから, こ

っぴどい批判にさらされた「期待される人間像」と比較

して,検討していただきたいと思います。また,中教審

で出した,「後期中等教育の再編」構想が, この教科審

の答申と緊密につながっていますので,それとの比較検

討も重要なことといえます。

◇官庁文書のいつものことながら,抽象的な,一見だれ

でもなっとくするようなことばを使いながら,そのこと

ばのもつ意味内容を,支配体制につごうのよいように解

釈して,具体的な教育内容を改定していこうとするので

しょう。中教審の「後期中等教育の再編 Jに おける多様

化を肯定し,それに応ずる前段階として,中学校教育を

位置づけようとしています。だから,相かわらず, 1生

徒の進路・特性」とい うことばが強くでていて,中学校

を卒業するまでに,生徒が将来の進路をきめることを強

調しています。このことは,こ の欄で前にもふれましたよ

うに,現在の学的研究からいえば,非科学的なのです。

◇本編集委員会主催の「技術 。家庭科夏季大学講座Jは

今年度は参加者が例年にくらべて少なく,締切期日 (7

月15日 )以後でも受けつけますので,参加御申込みのほ

どお待ちします。

◇10月号は,研究大会の討議記録を中′いに特集します c

なお, 日常の授業記録を原稿にして御投稿下さいこ

ノ

　

ー

日召禾日41F18月 5日  発讐  イ予

発行者  長   宗   泰   造

発行所  株式会村1 国   土   社

東京 都 文京 区高 田豊 川町 42

振替・東京 90631 電(943)3721

営業所  東京 都 文京 区高 田豊 川町 42

電 (948)3721～5

育 8月 号 No.169③

定価 150円   (〒 12)1か年 1800円

編 集  産 業 教 育 研 究 連 盟

代 表 後 藤 豊 治

連絡所  東京都目黒区上目黒 7-1179
曇三 (713)0716

直接購読の申込み|ま 国土社営業部の方へお願い

いたします。

ヽ
一
７
　
一

教術技
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技術科の学習がお もしろく,し か もや さしくな りま した

中学 “技術・家庭科"教育実践家の最高の頭脳

を結集して世に出た技術科副読本の決定版〃

鎚´

塑性加工

切削加工

機械のしくみ

内燃機関のしくみ

B5判 函入 定価各 650円  別巻 1000円 〒 120

清 原 道 寿 編

t

|

□ 図解製図技術

□ 図解木工技術

□ 図解金工技術 I

日'図解金工技術Ⅱ

□ 図解機械技術 I

□ 図解機械技術Ⅱ

□ 図解電気技術

日 図解電子技術

回 図解総合実習

別巻 技術科製作図集

技術科はむずかしいといわれてお ります。 とりわけ指導

することがよりむずかしいといわれてお ります。それは

初めて生徒が耳にする機械の原理や構造をとり扱 うから

でもありましょう。こんな時にはこの全集を開いて下さ

い。この全集は中学の工業分野の学習に登場する機械の

話や必要な知識を,全国の優れた実践家が授業で確め,

その成果をふまえて解説してあるからです。そして他の

本にはみられぬ,新 しい知識と難解な事項はすべて図で

解き,一眼で解るように特に工夫しているからです。

>こ の全集の特色

1部二色刷 りにして,理解を容易に

した。

木工編と金工編は,具体的に作品を

作 りながら知識を会得できるように

した。

随所に<課題>を設けた。

別巻には,多数のたのしい教材を収

めた。

製作の手引をつけて, クラブ活動や

ご家庭でも自主的に学習できるよう
に工夫した。

図面と作 り方
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技
術
教
育
は
、
技
術
の
向
上
と
同
時
に
全
人
的
な
発
達
を
も
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
書
は
こ
れ
を
満
足
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
ー
ー
教
材
の
選

択
、
配
列
、
指
導
上
の
問
題
点
な
ど
―
―
を
永
年
の
集
団
的
研
究
の
成
果

の
下
に
展
開
。
初
心
者
ば
か
り
で
な
く
、
す
べ
て
の
技
術

・
家
庭
科
の
先

生
に
、
今
日
の
技
術
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
示
し
、
指
導
計
画
立
て
方
を

提
示
し
た
書
。

学
習
指
導
上
留
意
す
べ
き

一
般
的
事
項
と
し
て
、
明
確
な
指
導
目
標
、
技

術
的
知
識
と
技
能
と
の
融
合
、
生
徒
の
学
習
事
項
と
教
師
の
そ
れ
と
の
区

別
、
適
切
な
指
導
形
態
や
管
理
形
態
の
問
題
、
他
教
科
と
の
関
連
、
危
害

防
止
対
策
等
を
あ
げ
、
そ
の
観
点
か
ら
設
計
、
製
図
、
木
材
加
工
、
金
属

加
工
、
機
械
、
電
気
、
総
合
実
習
の
各
項
目
に
わ
た
っ
て
具
体
的
に
そ
の

指
導
法
を
詳
述
し
た
。
と
く
に
思
考
学
習
の
問
題
を
意
識
し
つ
つ
時
代
の

要
請
に
応
え
た
書
。

技
術
革
新
に
対
応
し
て
、
急
速
な
発
展
と
充
実
を
要
望
さ
れ
て
い
る
技
術

科
教
育
の
新
し
い
内
容
と
方
法
を
、
全
国
現
場
の
創
意
に
み
ち
た
研
究
と

産
業
教
育
研
究
連
盟
十
余
年
の
研
究
成
果
を
も
と
に
し
て
詳
解
し
た
技
術

教
育
大
百
科
！

推
薦
　
東
大
教
授
　
細
谷
俊
夫
氏

日
本
女
子
大
教
授

・
前
労
研
所
長
　
桐
原
凛
見
氏

戦
後
十
数
年
、
次
第
に
充
実
発
展
し
て
来
た
家
庭
科
学
習
を
、
中
、
高
の

指
導
要
領
に
沿
っ
て
体
系
的
に
解
説
し
た
。

推
薦

元
お
茶
の
水
女
子
大
学
学
長
蝦
山
政
道
氏
　
都
立
大
学
教
授
山
下
俊
郎
氏

女
子
栄
養
短
期
大
学
学
長
香
川
綾
氏
　
一九
日
本
女
子
大
学
学
長
大
橋
広
氏

第
十
四
巻
　
第
八
号

（通
巻
第

一
六
九
号
）
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